















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　まるで夜空のような漆しつ黒こくの通路が、巨竜ドラゴンの吐はく灼しやく熱ねつの息吹ブレスによって真まっ赤かに染まる。

　迫せまり来くる炎の津波を、黒髪の女おんな侍ざむらい・チドリは壁を走って避よけながら、ドラゴンの真下に潜もぐり込こむ。

　そして、太い首に向かって跳とびかかった。

「せいっ！」

　気合いの雄お叫たけびと共に繰くり出だされた太た刀ちの一いち撃げきは、鋼鉄よりも硬かたいドラゴンの皮ひ膚ふを粘ねん土どのように両断した。

「ゴアァァァ───ッ！」

　傷口から悲鳴と炎を撒まき散ちらすドラゴンに、大おお柄がらな緑鬼人オークの戦士・ウィロウが走り寄り、その腹に巨大な戦せん斧ぷを叩たたき込こむ。

　心臓を叩たたき潰つぶしたその一撃が致命傷となり、巨大な竜りゆうは光の粒りゆう子しとなって消え去った。

「やれやれ、ゴール目前で余よ計けいな邪魔が入ったな」

「一人も死なずに辿たどり着つけただけでも僥ぎよう倖こうであろう」

　肩を竦すくめるウィロウに答えながら、チドリは太刀を鞘さやに収める。

　それにパーティーのリーダーである壮年の聖せい騎き士し・レオンも頷うなずいた。

「あぁ、金貨十万枚分もの魔ま石せきを潰して準備をしてきたのに、途中で死んでしまったら泣くに泣けない」

「金銭よりも私の苦労を慮おもんぱかってください」

　眼鏡めがねをかけた魔術師の女性・カナリアが、拗すねたようにそう呟つぶやく。

　魔石を潰して作った特製のインクで、自分を含ふくめた五人の全身に呪じゆ文もんを書かされたのだ。お陰かげで彼女一人だけ寝ね不ぶ足そく気ぎ味みである。

　そんな女魔術師を、小柄な犬獣人ワー・ドツグの神官・ポルスキーが宥なだめた。

「カナリアが頑張ってくれたのはみんな分かっているワン」

「ならば良いのです」

　頭の上で動く犬耳に癒いやされたのか、女魔術師は文句を引っ込める。

　だがそこで、ウィロウが余計な口を開いた。

「むしろ、俺おれやレオンの裸はだかを見られて役得だったろう？」

「ぶち殺しますよ、くそったれ緑肌フアツキン・グリーン」

　罵ば声せいを吐きながら杖つえを構かまえる女魔術師を、聖騎士が慌あわてて止める。

「待て待て、怒りをぶつけるのはあっちにしてくれ」

　そう言って、通路の先にある巨大な鉄てつ扉ぴを指さす。

　あの先に全冒険者の宿敵、地下六階の守護者・暗あん黒こく騎き士しがいる。

　チドリ達は今日、その暗黒騎士を倒すためにここまで来たのだ。

　そのために何百という魔物を倒して霊気を鍛きたえ、万が一の準備もしてきた。

「カナリア、あの魔法はちゃんと発動するんだな？」

　鉄扉の前に立ち、最後の確認をする聖騎士に、女魔術師は頷き返す。

「『帰還予約リターン・リザーブ』の魔法は間違いなくかかっています。私達が死ぬと遺体は寺院の前に転送されるはずです」

「されるはず、ねぇ」

　ニヤニヤと笑うウィロウを、女魔術師は鋭するどく睨にらみ返かえしながらも、珍めずらしく弱音を口にした。

「私の方に手違いはありません。ですが、高度な空間移動の魔術を待機させておき、死亡後に発動させるというこの魔法自体に無理があるのです。帰還する場所が大きくズレないという保証はありません」

　死体が遙はるか上空に出現して、落下の衝しよう撃げきで肉にく片へんと化す可能性もあれば、地中深くに埋うまって回収が不可能になる事も起こりえた。

　そうなれば消滅ロスト──蘇そ生せい魔法すら通用しない完全な死が待っている。

「武器や防具といった余計な物は捨てて、生身の肉体だけを対象とする事で、位置のズレを極限まで減らすようにはしています」

　だが、危険性をゼロにする事はできない。

「歴代の六階級冒険者達も同じように危険を覚悟で挑いどんできたのです。チドリの──」

「カナリア」

　不安のためか早口でまくし立てていた女魔術師の肩を、聖騎士が優しく叩く。

「今さら君の腕を疑ったりはしない。仮に万が一の事が起きたとしても、誰だれも君を恨うらんだりはしないさ」

「あぁ、貴き殿でんには感謝の気持ちしかない」

　チドリもそう言って深く頭を下げる。彼女は暗黒騎士を倒すためにこそ、遙か東方から海を渡ってゴルドー帝国にまでやって来たのだ。

　その念願がようやく叶かなう。自分をここまで連れてきてくれた仲間達には、返しきれないほどの恩を感じていた。

「……ならば良いのです」

　チドリの真しん摯しな礼に、女魔術師は照れたように顔を逸そらす。

　それに微び笑しようを浮かべて、聖騎士は巨大な鉄扉に手をかけた。

「ではみんな、準備はいいな？」

「いつでもこい！」

「行くぞ！」

　勢いよく鉄扉を開いて、五人は素早く中に入り込む。

　通ってきた真っ黒い通路とは真逆の、真まっ白しろい半円形の部屋に、それは一人で彫ちよう像ぞうのように佇たたずんでいた。

　禍まが々まがしい漆黒の全ぜん身しん鎧よろい、鮮せん血けつのように赤い両手持ちの大剣、そして悪魔を模もしたフルフェイスの兜かぶと。

　約千年もの間、数多あまたの英雄達が挑みながらも、不ふ敗はいを誇ほこり続つづけた絶望の使者。

「暗黒騎士っ！」

　チドリは湧わき上あがる怒りを力に変えて、鞘から太刀を抜き放つ。

　それを合図としたかのように、暗黒騎士がゆっくりと動き出した。

　一歩一歩、踏ふみしめるように迫る敵を前に、まずは女魔術師と獣じゆう人じん神官が呪文を唱える。

「魔力の光よ、刃やいばに宿りて敵を切きり裂さけ、『武器強化エンチヤント・ウエポン』」

「光の神オードよ、我らが身を守りたまえ、『聖なる加護ホーリー・プロテクシヨン』だワン」

　後こう衛えいの二人は補助魔術を連発して、前衛三人の攻撃力や守備力をひたすら高める。

　過去に挑み敗北し、『帰還予約』で戻って来た先人達の貴重な情報から、暗黒騎士に直接的な攻撃魔術は通用しないと判明していたからだ。

　しかし、幾いく重えにも強化を重ねるチドリ達を前にしても、暗黒騎士はその歩みを速めようとはしない。まるで彼女達の準備が終わるのを待っているかのようだった。

「舐なめてくれたものだな」

　そう呟くウィロウの額ひたいには、うっすらと冷や汗が浮かんでいる。

　対面しているだけで分かってしまうのだ。自分達の小こ細ざい工くなど物ともしないほど、この敵は強いと。

「…………（ゴクリ）」

　チドリも無言で唾つばを飲み込み、太刀を頭の横に構える。

　そして、全ての強化魔術をかけ終えた瞬間、暗黒騎士はゆっくりと大剣を持ち上げ、それを聖騎士に向けて投げ放った。

「何っ!?」

　音速を超こえ、衝撃波を撒き散らして迫る真っ赤な大剣を、聖騎士は咄とつ嗟さに盾で受け止める。

　幾重にも防御魔術を施ほどこされた盾と鎧は、巨大なドラゴンに踏まれても耐たえられただろう。

　なのに、暗黒騎士の大剣は盾と鎧を濡ぬれた紙のように突つき破やぶり、聖騎士の胸を貫つらぬいた。

「がはっ……！」

「レオンッ!?」

「光の神オードよ、彼かの者ものの傷を──」

　血ち反へ吐どを吐く聖騎士の姿に、女魔術師が悲鳴を上げて、獣人神官が慌てて治ち癒ゆ魔術を唱となえる。

　そんな仲間達を余よ所そに、チドリとウィロウは迷わず暗黒騎士に向かって駆かけ出だす。

　非情なのではない。敵が武器を手放した絶好の好機を逃す方が、仲間に対する裏切りだと心得ているのだ。

　二人は阿あ吽うんの呼吸で二手に分かれ、チドリは左から、ウィロウは右から斬きりかかる。

「せいやっ！」

　上から下へと、全身全霊を込めた幹から竹たけ割わりは、ダイヤモンドすら斬きり裂さく必殺の一撃。

　それを左右から同時に放ったのだ。回避は不可能、まして無む手てでは防御も不可能。

　誰もがそう確信するなか、暗黒騎士の両手が流れるように動き、気がつくとチドリ達の攻撃は空くうを切っていた。

「えっ……」

　あまりの事に呆ほうけてしまいながらも、チドリの目はその瞬しゆん間かんを捉とらえていた。

　暗黒騎士は雷光のごとき裏拳で武器の横腹を叩き、攻撃の軌道を逸らしたのだ。

　刹せつ那なのズレすら許されぬ神しん技ぎを目の前にして、一瞬敵である事すら忘れて畏い敬けいを抱いだいてしまう。

　そんな彼女とウィロウの首に向けて、暗黒騎士は鋭い手刀を放った。

「がはっ！」

　漆黒の籠こ手てで喉のどを抉えぐられて、チドリ達は血を吐いてむせ返る。防御魔術が掛かかっていなければ、首を斬り落とされていただろう。

　まだ戦えるとはいえ、動きが止まった二人を放置して、暗黒騎士は致命傷を負った聖騎士に向かって走り出す。

「くぅ……」

　獣人神官が治癒魔術をかけてくれたとはいえ、胸に大剣が刺ささったままでは大して効果がない。

　だが、聖騎士は大剣を引き抜くどころか、左手でより深く自分の体に刺しながら、右手で己おのれの剣を構えた。

　防御魔術をあっさりと貫かん通つうした、この恐おそるべき魔剣を敵の手に返さなければ、まだ勝機は残っている。そのためならば彼一人の命など安い。

　迷宮において自分一人の命を惜おしむ意味はない。どれだけ犠牲を出そうとも敵を打ち倒して帰還すれば、パーティー全員の勝利なのだ。

「うぉぉぉ───っ！」

　聖騎士は一秒でも時間を稼かせぐために、迫り来る暗黒騎士に向かって、命を燃やした決死の一撃を放つ。

　しかし、彼の剣は漆黒の鎧を斬り裂く事はなく、気がつけば暗黒騎士の左手に握にぎられていた。

「無む刀とう取どりだとっ!?」

　斬りかかってきた相手から素手で武器を奪うばうというそれは、チドリの生まれた東方でも剣術の奥義に数えられる絶技。

　それを迷宮の最さい奥おうに潜ひそむ暗黒騎士が身に付けているなど、想像すらしていなかった。

「馬ば鹿かな……」

　絶句する聖騎士に向かって、暗黒騎士が奪った剣を振るう。

　聖騎士の頭が宙に舞い上がり、体が血ち飛沫しぶきを上げて倒れ込む。そして『帰還予約』が発動し、赤い大剣の刺さった鎧と盾だけを残して、彼の遺体がこの場から消え去った。

「レオン……」

　リーダーのあまりにも呆あつ気けない死に、女魔術師は呆ぼう然ぜんと呟き、そして憎ぞう悪おに顔を歪ゆがませて叫さけんだ。

「雷いかずちよ、荒れ狂い、悉ことごとく焼き貫け、『稲妻の旋風サンダー・ボルテツクス』ッ！」

　怒りに我を忘れて残りの全霊力を注そそぎ込こみ、部屋中を埋うめ尽つくす雷の嵐あらしを放つ。

「馬鹿野郎！」

　自分達まで巻き込む広範囲攻撃に、ウィロウが思わず怒声を上げる。

　だが、それは無用な心配に終わった。

　聖騎士の防具から引き抜いた赤い大剣を、暗黒騎士は右手一本で横に払う。

　すると、目前まで迫っていた雷の嵐が、赤い刃に食くい千ち切ぎられて消滅してしまった。

「そんな……」

　暗黒騎士に直接的な攻撃魔術は通用しない。

　その理由をまざまざと見せつけられ、愕がく然ぜんと固まる女魔術師の首に、暗黒騎士は奪った聖騎士の剣を投げつける。

　愛する男の剣で首を貫かれ、血反吐を吐いて倒れ込んだ彼女の体が、ローブと杖だけを残して消え去るなか、ようやく態勢を立て直したウィロウが、痛む喉を震わせて走り出す。

「うおぉぉぉ───っ！」

「待てっ！」

　チドリが止めようとしたのと、暗黒騎士が兜の中で何かを唱えたのは同時だった。

　斬りかかろうとしたウィロウの周囲が、一筋の光も入らない暗くら闇やみに覆われてしまう。

「『暗黒ダークネス』ッ!?」

　敵の視界を遮さえぎる初歩の魔術。女魔術師なら一日に百回以上は唱えられる。

　ただ、この魔術の厄やつ介かいなところは、本人ではなく周囲の環境を変化させているだけなので、抵抗のしようがない点にあった。

　そして、『光源ライト』の魔術が使えない戦士には、闇を払う手段がない。

「くそっ！」

　視界を奪われたウィロウの戦斧は、あっさりと空振りしてしまう。

「光の神オードよ、闇を照らしたまえ、『光源』だワン」

　獣人神官が咄嗟に光を生み出して闇を払うが、その時にはもう遅すぎた。

　足音もなくウィロウの背後を取っていた暗黒騎士が、真っ赤な大剣を薙なぎ払はらう。

「強つえぇな」

　悔くやしさと感かん嘆たんの交まじった声を上げながら、ウィロウの上半身が横にズレて床に転がる。

　真っ二つになったオークの体も消えて、後にはチドリと獣人神官だけが残された。

「チドリ……」

「言うな」

　泣きそうな声を上げる獣人神官に、チドリは硬い表情で言い返す。

　もはや勝ち目はない。ただ死を待つばかりである。

　数多の英雄達が敵かなわなかった暗黒騎士を、自分達ならば倒せるなんて、思い上がりも甚はなはだしかったのだ。

　しかし、無ぶ様ざまに逃げたり命いのち乞ごいをするなど、六階級冒険者の誇りが許さない。

「お相手願おう」

　チドリは太刀を鞘に収め、最も得意な居い合あい斬ぎりの構えに入る。

　そして、無造作に近づいてくる暗黒騎士に、異名の元である神速の斬ざん撃げきを放つ。

　白はく陽よう流りゆう剣術・朧おぼろ重がさね三さん爪そう

　太刀で胴体を払いながら、上下に霊気の刃を生み出して、頭と足も同時に斬り落とす。

　電光石火の三ヶ所同時攻撃は、今まで防いだ人間もいなければ耐えた魔物もいない。

　だがそれは、圧倒的な力によってねじ伏せられた。

「ＧＩ」

　暗黒騎士が微かすかなうなり声と共に、両手で大剣を薙ぎ払う。

　赤い刃から放たれた深しん紅くの魔力が、六つの刃となってチドリの斬撃を呑のみ込こむ。

　霊気の刃は脆もろくも食い千切られ、そして愛用の太刀は真まっ二ぷたつに折れて吹き飛んだ。

「化け物め」

　折れた太刀を振り切った体勢のまま固まるチドリに向かって、暗黒騎士は即座に返しの一撃を放つ。

　首を両断され、胴体から頭が離れ飛ぶ。

　死へと向かう刹那の合間に、チドリは暗黒騎士の兜を見み据すえて口を動かした。

　──次こそ、貴様を倒す。

　そんな負まけ惜おしみじみた宣言に、暗黒騎士は何も答えない。

　悪魔を模した兜がほんの少しだけ、嬉うれしそうな笑みを浮かべたように見えたのも、おそらく目の錯さつ覚かくだろう。

　そして、頭が重力に引かれて床に打ち付けられる感触と共に、彼女の意識は暗闇に呑み込まれていった。
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　絶望的な敗北の夢から、チドリはゆっくりと目を覚ます。

「またか……」

　あれから既すでに半年が経たっているというのに、暗黒騎士の一挙手一投足が頭に焼きついて離れなかった。

　チドリは頰ほおを叩いて夢の残ざん滓しを追い出すと、サラシと褌ふんどしを巻いた上に、着物と袴はかまを身に着けて部屋を出る。

　彼女が住んでいるのは宿屋や借家ではなく、仲間達と共に購入した一軒の屋敷。

　そこで白はく翼よく団だんの五人と、家事を行うメイド一人とで暮らしていた。

「おはようございます、チドリ様」

　食堂に現れたチドリを見て、彼女より少し年上のメイドが丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

「茶を」

「畏かしこまりました」

　自分の席に着くチドリに、メイドは既に用意していた紅茶を煎いれる。

（いつも通り美う味まい。が、できれば緑茶を飲みたいものだな）

　故郷の慣なれ親したしんだ味でない事に僅わずかな不満を抱きつつ、チドリはゆっくりと温かい紅茶を味わう。

（乙女亭の店長はいったいどこから仕入れているのやら）

　米だけでなく味み噌そや醬しよう油ゆまで、東方の食材を取とり揃そろえている永遠の乙女亭。

　メイドの作る食事は美味いものの、やはり故郷の味には敵わず、事あるごとに通っているチドリだが、その仕入れ先は何度尋たずねてもはぐらかされるばかりであった。

（米は南方の温かい地方でも栽培していると聞くが、味噌や醬油は某それがしの故郷でしか作っていないはずだが……）

　遙か東方の島国・和わノの国くにから輸入していたのでは、とんでもない値段になってしまうはずだが、永遠の乙女亭では銀貨一枚で味噌汁と魚の醬油焼きが食べられる。

（しかも、和食を注文するのは某くらいなのだが）

　乙女亭では頼めば和食を作ってくれるが、メニューには載のっておらず、チドリ以外が頼んでいるのを見た事もない。

　何な故ぜなら、彼女にとっては食欲を誘う醬油や味噌の香りも、慣れていない帝国人には異臭に感じられるためである。

　仲間達まで「独特の匂においが嫌だ」と言うほどで、永遠の乙女亭で食事をする時は、筋肉ダルマな店長に気のあるウィロウしかついてこないほどだ。

（採算が取れているとは思えぬし、店長の趣しゆ味みなのだろうか？）

　噓うそか誠まことかは知らないが、乙女亭の店長は武器どころか防具すら使わずに戦う、伝説の空から手て忍者なのだという。

　その存在は今もなお謎なぞに包まれており、空手忍者の発祥地だという和ノ国生まれのチドリですら、お伽とぎ噺ばなしでしか耳にした事がない。

　だが、店長が東方で忍者の技を学んだのだとしたら、西方の出身らしい彫ほりの深い顔立ちながら、和食を好んでいるというのも納得できなくはない。

　つらつらとそんな事を考えているうちに、他の四人も起きて食堂に集まってきた。

「光の神オードよ、今日の糧かてに感謝しますワン」

　獣人神官の祈りと共に、チドリも手を合わせてから、メイドが用意してくれた白パンと豆のスープ、ベーコンエッグに野菜のサラダという朝食に手を伸ばした。

　一日で金貨を何千枚と稼ぐ六階級冒険者にしては、驚くほど質しつ素そな食事だが、別に倹けん約やくをしているわけではない。

　あまり大量に食たべ過すぎて、迷宮の中で腹痛を催もよおしたり、あまつさえ便べん意いに襲われたりしたら、笑い話どころか命取りになってしまうので抑おさえているのだ。

　世の中には男の前でも堂々と排はい便べんをしたり、オムツを着けて戦闘中でも垂たれ流ながす、剛ごう毅きな女性冒険者がいるそうだが、チドリは生あい憎にくとそこまで女を捨てていない。

　ともあれ、しっかりと嚙かんで食べ終えると、獣人神官が食後の祈りを捧ささげる。

　それを待って、チドリは静かに切り出した。

「少しいいか」

　彼女の鋭い表情を見て、仲間達も緊張感から居住まいを正す。

「何だ？」

　代表して話を促うながす聖騎士に、チドリは端たん的てきに告つげる。

「再び挑みたい」

　誰に、とは言わない。言わなくても皆が分かっている。

「あれから何百体と魔物を斬り、強力な魔導具も手に入れた。今ならば──」

「無理ですっ！」

　チドリの声を遮って、女魔術師が叫ぶ。

「多少強くなったところで、あの化け物に敵うはずがありません！」

　普段は嫌味なほど冷静沈着な彼女の顔が、怯おびえた子供のように歪む。

　自分の魔術が全く通用せず、リーダーの剣で首を貫かれたあの恐怖が、胸の奥底まで刻きざまれてしまったのだ。

（無理もない）

　チドリとて今け朝さのように何度も悪夢を見るほど、暗黒騎士への恐怖は消えていない。

　だが、それを覆くつがえすほどに倒したいという執しゆう念ねんを抱いている。

　そして、女魔術師にはそこまでの強い動機がなかった。

「あの時は皆揃って寺院の前に戻って来られましたが、次も『帰還予約』が成功する保証はないのですよっ!?」

　大陸中の賢者達が集つどう帝国学院。彼女はそこの出身であり、自分を見下していた者達を見返すために、究極の英知を求めて冒険者になった。

　ただ、その執念で六階級まで上り詰めて、数多の魔術を極めた彼女を見下す者など、もはや誰一人としていない。

　どんな願いも叶うという地下七階に辿り着いて、究極の英知を手に入れずとも、既に願いは叶っている。

　そして、女魔術師は長い冒険の中で、死なせたくない大切な人ができてしまった。

　彼女にはもう、命を賭かけて暗黒騎士と戦う理由がないのだ。

「僕も同意見だワン」

　獣人神官も申し訳なさそうに反対を示す。

　森林人エルフや鉱山人ドワーフといった他種族と違って、獣けものの耳や尻尾しつぽが生えた獣人は、人間等から突然変異として生まれてくる。

　その原因は今も分かっておらず、殺された獣の呪のろいだの、獣と交わって生まれた交雑種ハイブリツドだの、邪悪な禁術のせいだのと、あらぬ噂うわさが世にはびこっていた。

　容姿が小型犬人コボルトなどの魔物と似に通かよっている事もあってか、獣人を忌いみ嫌きらっている地域も多く、生まれた時点で殺されたり、捨てられる事も珍しくない。

　彼もそんな捨て子の一人であり、田舎いなか町まちの寺院に拾われ育てられた。

　幸い、養よう母ぼである神官や他の孤児達は、獣人だからと差別する事はなかったため、彼は真まっ直すぐに育ち、皆に恩返しをするために冒険者となった。

「勝ち目もないのに挑んで、また金貨何十万枚もの装備や魔石を失うなんて馬鹿げているワン」

　そう断じる獣人神官をケチだと蔑さげすむ者はいない。

　彼は冒険者として稼いだ金貨何万枚もの大金を、実家である田舎町の寺院に寄き付ふして、自分のような恵まれない孤児を何十人も救っている。

　冒険者の意地やロマンのために大金を捨てるより、現実的な救きゆう済さいを優先するのは当然だった。

　半年前の挑戦とて仲間達への義理と、地下七階に到達して「不幸な捨て子など現れない、豊かで幸福な世界になって欲しい」という願いがあったから協力したのだ。

　その夢が破れた今、勝算のない博ばく打ちなど認められるはずもない。

「俺はチドリに賛成だ」

　他の二人と違い、ウィロウは太い緑色の腕を高く掲かかげる。

「最強の戦士がそこにいるのだ。挑むのに他の理由など必要ない」

「であろうな」

　予想通りの野や蛮ばんで勇ゆう敢かんな答えに、チドリは微笑ほほえみを浮かべる。

　戦闘民族であるオークにとって、戦いくさで死ぬ事は恥はじではない。勇敢に戦って死んだ者は、美女と美酒で満たされた楽園に行けると信じているからだ。

　しかし、命を惜しんで敵から逃げ出した者は、地獄で性器を切り落とされた上で氷こおり漬づけにされて、永遠に笑いものにされるという。

　それは誇り高い戦士であるオークにとって、死よりも恐ろしい恥ち辱じよくである。

　故ゆえに、六階級冒険者として全オークの尊敬を集めるウィロウに、暗黒騎士から逃げるという道は残されていなかった。

「レオン、貴殿は？」

「…………」

　話を振られたリーダーの聖騎士は重々しく黙だまり込こむ。

　彼は貧乏貴族の次男坊であり、家を再興するために冒険者となった。

　そもそも、帝国貴族の大半が元は冒険者として成なり上あがった者達であり、聖騎士の家系も数百年前は一介の冒険者であったため、先祖返りと言えよう。

　彼はチドリのような天てん賦ぷの才さいには恵まれなかったが、十五歳で成人した時から今まで十七年間も血と汗を流し続けて、ついに六階級まで上り詰めた苦労人である。

　彼の活躍によって潰れかけていた家は再興し、帝国軍からは千人隊長として招まねきたいと熱烈な勧誘を受けていた。

「私も暗黒騎士に挑みたい気持ちはある。だが……」

　今年で三十二歳。政治家や職人ならば若造と言える歳としだが、魔物と激戦を繰り広げてきた冒険者としては、既に引退を考える頃合いである。

　限界が見えてきた肉体への不安、手に入れた金も名誉も謳おう歌かする事なく、消滅するかもしれないという恐怖。

　不敗の暗黒騎士を倒して伝説の英雄達すら越えたいという、子供のように純粋な野心。どんな願いも叶うという地下七階に到達したいという、大人らしい率そつ直ちよくな欲望。

　相反する思いがせめぎ合い、聖騎士は深く苦悩しながら、若き天才侍の瞳ひとみを真っ直ぐ覗のぞき込こんだ。

「勝てる確信はあるのか？」

「──っ」

　チドリは言葉を詰まらせる。それが答えであった。

　敗北を喫きつした半年前から、彼女達は一段も二段も強くなった。それは間違いない。

　だがそれでも、あの暗黒騎士に勝てるビジョンが浮かばなかった。

「ならば、悪いが認められない」

　聖騎士は気まずい顔をしながらも話を終わらせようとする。

　それにチドリが反論しようとしたその時、玄関から呼よび鈴りんが鳴り響いた。

「失礼致します」

　部屋の隅すみで控ひかえていたメイドが、会え釈しやくをしてから玄関に向かう。

　そして暫しばらくしてから、困惑した表情で戻ってきた。

「皆様に面会したいという方がいらっしゃっているのですが」

「誰だ？」

「冒険者らしき三人の少女ですが、お目にかかった事はございません」

「なら帰って貰もらってくれ」

　聖騎士は疲れた顔で溜ため息いきを吐つく。

　六階級冒険者として有名な彼らの元には、憧あこがれを抱く純粋なファンから、取り入ろうとする不純な小悪党まで、様々な者達が群むらがってくる。その一人一人を相手になどしていられない。

　メイドとて今まで何人もそういった連中を追い返してきているのだが、今回は少々事情が異ことなった。

「レオン様、お客人がこちらを渡してくれと」

　メイドはそう言って、一通の封筒を差し出す。

　それを受け取った聖騎士の顔が、驚愕のあまり凍こおりつく。

「帝国の紋章だとっ!?」

　封筒を止める蠟ろうに、ゴルドー帝国の紋章である大地の女神が刻まれていたのだ。

　この封ふう蠟ろうを使えるのは第四十一代皇帝・ジュラーフを筆頭とした、数人の皇族しかいない。

「…………」

　聖騎士は強こわ張ばる手で封蠟を剝はがし、中の手紙を取り出す。

　そこには「この手紙を持ってきた者の話に耳を貸して欲しい」という内容の文章が書かれているだけで、差出人の名前はなかった。

　偽造だろうか？──という疑いが一瞬頭を過よぎるが、そうではない。

　下手に署名した手紙を残せば、ありもしない疑いをかけられて、政敵に足をすくわれかねない。権力者とはそういうものだと、貴族の次男坊である聖騎士はよく知っている。

　だから、皇族という地位を封蠟で示しつつも、誰かとは特定されないように署名を避さけた。それだけ厄介な案件なのだろう。

「いかがなさいますか？」

「……通してくれ」

　メイドの問いに、聖騎士はそう答える他になかった。

　自由な冒険者である彼らには、たとえ皇帝の命令だろうとも従う義務はない。

　しかし、皇族の不興を買えばろくな事にならないだろう。

　特に実家が帝国貴族である聖騎士は、両親や兄弟に累るいが及およぶ恐れがあった。

「気に入らんな」

　ウィロウが不快そうに鼻を鳴らすなか、メイドは再び玄関に向かい、その客人達を連れて戻ってきた。

「はじめまして、白翼団の皆さん」

　招かれた三人のうち、猟りよう兵へいの少女が代表として挨あい拶さつをし、男達に媚こびた笑みを向ける。

　それを見た女魔術師が嫌そうに顔を歪めるなか、少女は変わらぬ笑顔で告げた。

「本日は皆様にお願いがあって参りました。お礼もこちらに用意してあります」

　後ろに控えていた神官と槍そう兵へいの二人が前に出てきて、抱えていた箱を食堂のテーブルに置いて蓋ふたを開く。

　途端、魔石の美しい輝きが部屋の中を照らした。

「金貨五十万枚分の価値があります。お確かめください」

「その前に名乗ったらどうだ？」

　一般人なら腰こしを抜かすような大金にも、チドリは眉まゆ一つ動かさずに言い返す。

　すると、少女はわざとらしいほど慌てて頭を下げた。

「失礼致しました。私の名前はエクレール。しがない三階級の冒険者です」

　おそらく偽名だろう。それに皇族の封蠟を持って来られる者が、ただの冒険者なはずもない。

　チドリ達がそう不ふ審しんを抱くと分かっていたのだろう。少女は苦笑しながら付け加えた。

「皇族の冒険者もいるくらいですから、その辺りはあまり詮せん索さくしないで頂けると助かります」

　かつて白翼団に入れて欲しいと頼み込んできた、美しいエルフの第七皇女。

　彼女の存在をわざわざ示し唆さするという事は、用件も皇女がらみなのだろうか。

　そう身構えるチドリ達に、少女は堂々と告げた。

「お願いというのは簡単な事でして、私達を皆さんの手で鍛えて欲しいのです」

　そう言って少女は──数日前までエクレアと名乗り、もう一人の暗黒騎士を謀ぼう殺さつしようと狙ねらっていた暗殺者は、蛇へびのように笑うのだった。
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　暗あん黒こく騎き士しアルバこと僕は、二人の仲間と共に深き迷宮に潜もぐっていく。

　マイホームの建築資金を貯ためるため、そして最下層に封印された『終しゆう焉えんの魔神』を倒し、このゴルドー帝国を救うために、今日も一日頑張ろう！

「アルバ様、こちらです」

　長い階段を下りて地下一階に着いたところで、エルフの魔術師にして帝国の第七皇女・ルーファが僕を呼び、階段の横にある何もない石壁を指さした。

「こちらにメダルを掲かかげてください」

　僕は言われた通り、地下一階の守護者『怠たい惰だの白角熊スロウス』を倒して手に入れた白いメダルを掲げる。

　すると石壁が淡あわい光となって消えて、細い通路が現れた。

「話には聞いておったが不思議な光景じゃのう」

　赤い髪をしたドワーフの重戦士・ガーネットが、顎あごの付つけ髭ひげを撫なでながら呟つぶやく。

　確かにビックリした。どういう仕し組くみなのだろう？

　首を傾かしげる僕に、ルーファが説明してくれた。

「迷宮の壁は魔ま石せきと同じように、魔力の結晶で作られているのです。だからこのように消えたり現れたりもしますし、壊しても一晩もすれば直っているのです」

　なるほど。本物の石壁にしか見えないけれど、実は魔力の塊かたまりだったのか。

　……待てよ。という事は、この壁を削けずったら魔石が取り放題なんじゃ！

　閃ひらめいて大喜びする僕の腰こしを、ガーネットが呆あきれ顔がおで突つついてきた。

「それができたら苦労せんわ。試ためしにやってみい」

　僕は促うながされるままに、大剣の切きっ先さきで迷宮の壁を少し削ってみる。

　すると、石壁の欠片かけらは床に落ちるよりも早く、淡い光となって消滅してしまった。

「ご覧の通りじゃ、お持ち帰りはできん」

「魔石ほど凝ぎよう縮しゆくされていないために存在が安定していない、と言われていますね」

　ルーファの説明を聞きながら、僕はガックリと肩を落とす。

　良い考えだと思ったのに残念だな。やはりズルせず真ま面じ目めに働くのが一番という事か。

「アルバ様、楽をして稼かせぐのはズルではありません。賢かしこく効こう率りつ的てきと言うのです」

「間違ってはおらぬが、お主ぬしが言うと悪党の言い訳にしか聞こえんぞ」

　とても良い笑顔でアドバイスしてくれるルーファの腰を、ガーネットが呆れ顔で叩たたく。

　そんな雑談をしながら僕達は隠し通路を進んでいき、床に魔方陣が描えがかれた小部屋に辿たどり着ついた。

　これに入ると下の階に『瞬間移動テレポート』できるのだろう。

「では参りましょう」

　ルーファの声を合図に、僕達は揃そろって魔方陣に足を踏ふみ入いれる。

　すると手に持った白いメダルが反応し、魔方陣から眩まばゆい光が放たれた。

　軽い目め眩まいに襲われた後、僕達は気がつくと緑の樹海に立っていた……って、樹海っ!?

　驚いて周囲を見回すが、目に入るのは迷宮の中とは思えない樹木の壁ばかり。

　背丈の十倍もある高く太い木々が、不自然なほど密集して壁を作り、天然の迷路を作り出しているのだ。

「何だ、これは？」

　思わず声を漏もらしながら上を仰あおぎ見みれば、そこに青い空はなく、灰色の雲みたいな物が蓋ふたでもするように立ちこめていた。

　いや、本当に何だこれ。地上とは思えないほど不自然だけど、地下迷宮にも思えないんだけどっ!?

　激しく混乱する僕の横で、ガーネット達も驚きの溜ため息いきを吐つく。

「これも話には聞いておったが、自分の目で見ると信じられぬのう」

「はい。ですが間違いなくここが深き迷宮の地下二階なのです」

　ルーファはそう言って、戸と惑まどう僕にまた説明してくれた。

「この不ふ可か思し議ぎな空間は一種の異界だと言われています」

　異界──つまり別の世界という事だろうか？

「この世界には私達が暮らす物質界の他にも、たとえば肉体を持たない魔力エネルギーの意い識しき体たい──精霊の暮らす精霊界があると言われています」

　あぁ、爺じいちゃんに何度も召喚して貰もらった炎の精霊イフリート先生の故郷か。

　先生とは顔を合わせたが最後、死ぬか生きるかデツド・オア・アライブの関係だったから、残念ながら故郷の話を聞いた事はない。

　妖精王オベロン爺ちやんや妖精女王ティターニア婆ちやんなら詳くわしく知っているだろうし、聞いておけばよかったな。

「他にもオーク族が信じている『戦死者の楽園ヴアルハラ』や、伝説の聖王が眠るという『湖乙女の島アヴアロン』、妖精達が住むと言われる『至福の島イ・ラプセル』など、様々な異界の伝承があります」

　えっ、僕の故郷イ・ラプセルって異界だと思われてたの？

　ずっと昔、妖精を捕つかまえて売うり捌さばく悪い人達がいたから、そういう人達が近づいて来ないようにって、迷子になる濃のう霧むの結界が張られているだけで、ちゃんと現世にあるんだけど……。

　ちなみに、結界を張った本人である婆ばあちゃんの許可があれば迷わず辿り着けるので、僕は問題なく行いき来きができる。

「お主、何ぞ凄すごい事を考えておらぬか？」

　僕の思考を読んだのか、ガーネットが疑わしげな視線を向けてくる。

　う～ん、仲間に隠し事をするのは嫌だけど、故郷の皆に危険が及およんでも困るしな。

　それに僕が四分の一妖精クオーター・フエアリーの交雑種ハイブリツドだと知られたら、人売りに捕まって見み世せ物ものにされてしまう。

　ガーネット達なら秘密を知っても僕を売ったり、誰かにバラしたりはしないと信じているけど、どこからか漏れてしまうとも限らない。

　よく「秘密は一人に漏らしたら、百人に伝わると思え」と言うし。

　酒に酔よって浮気の自じ慢まん話ばなしをしては、婆ちゃんから拷問おしおきを受けている爺ちゃんの言葉だけに説得力が凄い。

　だから、この件は悪いけれど秘密にさせて貰おう。ごめんね。

「いや、お主を困らせるつもりはなかったのじゃ。こちらこそすまぬ」

　僕が手を合わせて謝ると、ガーネットも慌てて謝り返してくる。

　仲間に隠し事をしている僕を責せめたりせず、むしろ気を遣つかってくれるなんて、ガーネットは本当に良い子だな。

　爺ちゃんも「男の秘密を許せるのがイイ女の証あかし」と言ってたし、きっと良いお嫁さんになる事だろう。

「男の『秘密を許す』のと『浮気が許される』のは別物じゃからのう。そこをはき違えるでないぞ」

　また僕の思考を読んで、ガーネットが鋭い視線で釘くぎを刺さしてくる。

　う～ん、爺ちゃん語録もたまには間違うんだな。

「ごほんっ！　それでこの地下二階についてですが」

　ルーファが大きく咳せきをして話を戻す。

　何な故ぜか「私を除のけ者ものにしてイチャイチャしないでください！」とでも言いたそうに頰ほおを膨ふくらませており、僕は慌てて彼女の方に集中した。

「他の異界と同じように、ここは物質界からズレた所にある別の空間だという説が有力なのです。そのため地下に向かって『瞬間移動』をしても、下の階層に辿り着く事はできません」

　なるほど。地下一階はともかく、二階以降は帝国の真下にあるわけじゃないんだ。

「確か実際に調べた奴がおったよな？」

「はい、六階級の魔術師が一万足尺フイート（約三㎞）下まで確認したそうですが、地下七階どころか他の階層にも出られなかったそうです」

　つまり、守護者を無視して最下層に辿り着くといったズルは不可能なわけだ。良く考えられているな。

「感心している場合ではなかろう。お陰かげで全ての守護者を倒さねばならんのじゃ」

「しかもあと一年しか残されていません」

　ガーネットとルーファは硬い表情で期限を確認し合う。

　僕も二人に頷うなずき返かえすと、お喋しやべりはこの辺にしておいて探索を始めようとする。

　ただ、魔方陣のある広場を中心として、前後左右の四つに道が分かれていた。

「どちらへ？」

「少々お待ち下さい」

　僕が問いかけると、ルーファは杖つえを掲げて呪文を唱となえた。

「光よ、我らが進路を示したまえ、『方位確認オリエンテーシヨン』」

　杖の先に光の矢印が生まれて、四つに分かれた道の一つを指す。

「こちらが北として、昨日酒場で耳にした話によると、北東に出没していたそうですから、今日は南の方に進みましょう」

　ルーファはそう言って、矢印と反対の通路に向かって歩き出した。

　異界でも方角が分かるって少し不思議だな。それはともかく、何かを避さけるような事を口にしていたけれど、どういう意味だろう？

　そんな僕の疑問を読み取って、ガーネットが説明してくれた。

「ちと厄やつ介かいな話でな、地下二階の階層守護者『暴食の赤[image: ]豚グラツトン』は迷宮の中を歩き回っておるのじゃ」

　えっ、守護者って一番奥の部屋で待ち構えているんじゃないのっ!?

「いや、他の守護者はそうじゃぞ。地下一階の白角熊と同じように、一度入ったら倒すまで出られぬ部屋で待まち構かまえておるのじゃ」

「ですが、地下二階の赤[image: ]豚だけは例外でして、決まった部屋で待ち構えておらず、迷宮内をうろついているのです」

　えー、二体目からいきなり例外って、何か酷ひどくない？

　そんな僕の不満を感じ取って、ルーファは苦笑を浮かべた。

「確かに、心構えをする余裕もなく守護者と遭そう遇ぐうしてしまい、全ぜん滅めつしてしまった冒険者は多数います。そのため、地下二階を越えられるか否いなかが中級者の壁となっているのです」

　理り不ふ尽じんな襲撃すら乗り越えた本当の強者だけが、その先に進めるという事か。

「ただ、赤[image: ]豚はこちらから攻撃して怒らせない限り、そこまで執しつ拗ように冒険者を襲う事はないそうです。また、冒険者の数が増えた昨さつ今こんでは、赤[image: ]豚の出現位置を教え合って、上う手まく避けられるようになっています」

　なるほど、それで事前に酒場で聞いてきたと。

　僕が話しかけると何故か逃げられたりするため、情報収集が得意なルーファ達がいてくれて本当に助かる。

「ありがとう」

「そのお言葉だけで報むくわれますわ」

　僕がお礼を告げると、ルーファは頰を染めて嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　まるで想い人に向けるようなその笑顔はとても可愛かわいらしく、つい見み惚とれてしまいそうになる。

　だからこそ肝きもに銘めいじなければならない。ルーファほど素敵な都会の少女が、僕みたいな田舎いなか者ものに好意を持つわけがないとね！

「頭をかち割って粘ねん度どでも詰めた方がまだマシじゃな」

　再確認する僕に向かって、ガーネットが何故が大きな溜息を吐いてくる。

　急にどうしたんだろう。爺ちゃんが言っていた「女の子の機き嫌げんが悪くなる日」というやつだろうか？

　でも、幼おさな馴な染じみにそれを聞いたら「このセクハラ野郎！」と鼻を蹴けられ──

「ルーファ！」

　僕は思考を中断し、横を歩いていたルーファの体を急いで抱き寄せる。

「ア、アルバ様ッ!?　いけませんわ、ガーネットが見ていますのにっ！」

「ドアホウ！」

　ガーネットも気がついたようで、真まっ赤かになったルーファを叱しかりながら、左手の大盾を構えて前に飛び出す。

　その瞬間、少し前の樹木壁から、無数の黒い弾たまが飛んできた。

「くっ！」

　ガーネットは大盾で、僕も大剣を盾にしてその弾を受け止める。

　うわっ、グシャッて潰つぶれて飛び散った。この匂においはまさか土？

「投石植物カタパルト・プラントじゃ」

　ガーネットの声に応えるように、樹木に絡からまって擬ぎ態たいしていた魔物が、僕達の前に現れる。

　それは人の腕ほどある動く根を無数に生やした、巨大なウツボカズラといった姿をしていた。

　太い根で土を吸い上げながら丸く固めて、筒つつ状じようの茎くきから撃うち出だしているらしい。

「植物のくせに器用じゃのう！」

　ガーネットが雄お叫たけびを上げ、撃ち出される土弾を大盾で弾はじきながら、カタパルト・プラントに殴なぐりかかる。

　だが、太く柔じゆう軟なんな根は衝撃に強いようで、メイスで殴おう打だされても軽く蹌よ踉ろけるだけだった。

　打撃武器では相性が悪い。ここは僕が──と飛び出る前に、抱き寄せていたルーファが杖を掲げて叫んだ。

「炎よ、武器に宿り、敵を燃やし尽くせ、『火炎付与フアイア・ウエポン』」

　杖の先から放たれた霊気の光が、ガーネットのメイスに宿って松明たいまつのように燃え上がる。

「上出来じゃ！」

　炎を見て怯ひるむカタパルト・プラントの筒の中に、ガーネットは燃えさかるメイスを勢いよく突っ込む。

　これって人間に例えるなら、口の中に焼け火ひ箸ばしを入れたようなものだよね？　ちょっとエグいな……。

　僕が少し同情しながら見守るなか、カタパルト・プラントは激しく悶もだえ狂くるい、そして光の粒子となって四散した。

　戦いが終わったのを見て、ルーファが僕の胸から離れて深く頭を下げる。

「二人とも申し訳ありません。油断しておりました」

「まぁ、大事がなくて良かったのじゃ」

　素直に反省している親友に、ガーネットは軽く笑い返す。

　僕もルーファの肩を叩き、気にしないでと励はげました。

　それにしても、壁に擬態して奇襲をかけたり、飛び道具を放ってくるなんて、随ずい分ぶんと器用な植物だったな。

「魔力の塊である魔物じゃからな。普通の動植物を基準に考えても無意味じゃろう」

　ガーネットはそう言いながら、カタパルト・プラントの跡に落ちていた魔石を拾い、僕に向かって投げてくる。

　この大きさだと金貨四枚くらいかな？　植物でも倒せばお金を稼げるようで安心した。

「しかし、地下二階はこういった植物の魔物が多いのじゃったな。失敗したかのう……」

　炎の消えたメイスを回収しながら、ガーネットは眉み間けんにシワを寄せる。

　それを見て一つの疑問を思い出した。丁ちよう度ど良い機会なので聞いてみよう。

「斧おのは？」

　ドワーフの武器といえば斧のイメージが強いのだけど、ガーネットはどうしてメイスを使っているのだろうか。

　そう尋ねた瞬間、彼女の可愛らしい顔が苦にが々にがしく歪ゆがんだ。

「ドワーフがメイスを使って何が悪い」

「えっ？」

「ドワーフ＝斧なんて偏へん見けんじゃ！　ワシらにも武器選択の自由が認められるべきなのじゃ！」

　急に活動家みたいな事を言い出してどうしたんだろう？

　心配する僕に、ルーファが憐れん憫びんの表情で教えてくれた。

「アルバ様、ガーネットは斧が使えないほどに不器用なのです」

　えっ？　生まれながらの鍛か冶じ師しと名高いドワーフなのに不器用？

　しかも斧の刃は筋すじを立てる事ができず、鈍どん器きしか使えないレベルって、普通の人間と比べても不器用なんじゃ……。

　僕は驚いて言葉を失ってしまうが、その態度が余計に彼女を傷つけたらしい。

　ガーネットはまるで拗すねた子供のように、唇くちびるを尖とがらせてしまった。

「笑いたければ笑えばいい。どうせワシは不器用で髭もない、出で来き損そこないのドワーフなのじゃ」

　ついに付け髭である事を認めた……ってそうじゃなくて、彼女はドワーフらしくない事をずっと気にしていたのか。

　すっかり落ち込んでしまったガーネットを見て、僕は己の失言を恥はじる。

　くっ、どうやって元気づければ……やはり、こういう時は爺ちゃんの言葉を信じよう。

「ガーネット」

　僕はうつむく彼女を背後からそっと抱きしめ、耳元で囁ささやいた。

「君は愛らしい」

　本人は幼い容姿を嫌っているようだけれども、僕はとても可愛らしいと思う。

　それに鮮あざやかな紅くれないの髪は、名前の由来である柘榴ざくろ石いしのようで本当に美しい。

「君は強い」

　誰もが疑ったルーファの言葉を信じ、無数の危険を承知で、こうして深き迷宮に挑んでいるその心が、鋼のように強きよう靱じんだった。

　それに、無口な僕を気遣ってくれて、いつも本当に助かっている。

「君は素晴らしい女性だ」

　だから、ドワーフらしいかどうかなんて関係ない。

　そんな思いを込めて優しく抱きしめると、ガーネットはゆっくりと振り返り──

「大たい概がいにせんと脳のう髄ずいを抉えぐりぬくぞ」

　鬼のような形ぎよう相そうで僕の兜かぶとを鷲わし摑づかみにし、力いっぱい左右に振り回した。

　馬ば鹿かな、「女が落ち込んでいる時はとにかく褒ほめろ」と爺ちゃんが言っていたのに、まさか失敗するなんてっ!?

「口からでまかせではなく、本心から言っておるから余計に駄だ目めなのじゃ！」

　ガーネットはさらに怒って僕の頭を振り回す。うっ、ちょっと気持ち悪くなってきた。

　それにしても、噓うそ吐つきを怒られるならともかく、正直なのを責められるなんて理不尽ではないだろうか。

「はぁー、もうええわ」

　ガーネットは大きな溜息を吐いて、僕の兜から手を放す。

　とりあえず、気が紛まぎれたようで安心した。

「お主という奴は、いつか背後から刺されても知らぬからな」

　何で浮気者の爺ちゃんがよく言われているという台詞せりふを、僕に向かって言うのだろう？

　まるで意味が分からず、ルーファに尋ねてみようと背後を振り返ると──

「アルバ様、迷宮の中で余計な真ま似ねは控ひかえましょうね？」

　まるで般はん若にやのような笑みを浮かべて、杖の先に業ごう火かを生み出していた。

　な、何で浮気をした爺ちゃんを問い詰める時の、婆ちゃんみたいな顔で僕を睨にらんでいるのっ!?

　ルーファの凄すさまじい殺気を浴びて、僕の背中に冷や汗が流れる。

　いや待て。これは別の殺気も交まじっている！

[image: ]

　慌てて前を向けば、先程の騒ぎを聞きつけてきたのか、通路の先からカタパルト・プラントや巨大な蟻ありの魔物が、こちらに向かってきていた。

「ちっ、お話は後に致しましょう」

　ルーファも舌打ちをしながら、燃え上がる杖の先を僕から敵の方に向けてくれる。

　よかった、どうにか助かった。

「ルーファよ、今のはワシも悪かったが、正式な嫁でもないのに嫉しつ妬とがすぎると、男は束そく縛ばくに感じて嫌がるそうじゃぞ？」

「炎よ、放たれ、焼き尽くせ、『火炎球フアイア・ボール』ッ！」

　何やら囁くガーネットを無視するように、ルーファが火炎球を放つ。

　それを追うように、僕も大剣を構えて魔物の群れに跳びかかった。





　　　　[image: ]






　何だかんだで五十体ほど魔物を倒したところで、僕達は迷宮を後にした。

「いいですかアルバ様、急に女性を抱きしめて褒めたりしてはいけません。変な誤解を招まねいたらどうするのですか！」

「はい」

　プンプンと頰を膨らませて叱ってくるルーファに、僕は大人しく頷き返す。

　爺ちゃんの教えとは異ことなるけれど、都会ではきっとそう決まっているのだろう。

　分かった。これからはルーファも抱きしめたりしないと誓ちかうよ！

「お主はつくづく墓ぼ穴けつを掘ほるのが好きじゃのう」

「これは必要なダメージなのです！」

　ガーネットに哀あわれみの視線を向けられて、ルーファが意地を張るように叫ぶ。

　何の事かよく分からないが、とにかく説教が終わったようで安心した。

　そう胸を撫で下ろしていると、ガーネットが僕の腰を突いて告げた。

「ところでアルバよ、ちと言いにくいのじゃが、お主少し臭くさいぞ」

「うえっ!?」

　思わず変な声が漏れる。ちゃんと毎晩濡ぬらしたタオルで体を拭ふいているはずだけど……。

「先程抱きしめ──近づかれた時に気づいたのじゃが、鎧よろいから強い汗の臭いがしたのじゃ」

　ガーンとまるでハンマーで殴られたような衝撃が頭に走る。

　馬鹿な、最高に格好良いこの漆しつ黒こく鎧よろいが汗臭いだなんて……。

　でもよく考えると、故郷を出てから一ヶ月以上もの間、鎧の内側を洗ったりした事がなかった。

　冷暖房の魔術が掛かかっていて快適なので、普通の鎧に比べれば汗を掻かかないとはいえ、そりゃあ臭くもなろうというものだ。

「ガーネット、それを指摘するのは酷こくではなくて？」

　ショックに打ちひしがれる僕を見かねて、ルーファが擁よう護ごしてくれる。

「貴族の令れい嬢じようでもあるまいし、命がけで魔物と戦う冒険者に、服装の脱だつ臭しゆうまで徹てつ底ていしろというのは無茶でしょう」

「確かにその通りじゃな。すまぬ、余計な事を言った」

　ガーネットも前言を撤回して謝ってくれる。

　ただ、そう言う二人からはとても良い石せつ鹼けんの香りがするのだけど……。

　僕が鼻を近づけて確認しようとすると、ルーファは顔を真っ赤にして飛とび退のいた。

「アルバ様、それは流石さすがに恥ずかしいのでご勘かん弁べんください」

「女子の匂いを嗅かぐなど、デリカシーが足りぬぞ」

　ガーネットも怒って臑すねを蹴ってくる。先に臭いの話をしたのはそっちなのに理不尽だ。

　ともあれ、大切な漆黒鎧が臭いと言われては放置しておけない。

「明日、休みたい」

　そして鎧を洗って日干しにしよう。そこまでやれば臭いも取れるはずだ。

　カタパルト・プラントの土弾で外側も少し汚れていたので、どちらにせよ掃除しようと思っていたので丁度良い。

　その旨むねを伝えると、ルーファ達も快こころよく頷いてくれた。

「分かりました。私も新しい魔術を覚える時間が欲しかったですし、明日の迷宮探索はお休みにしましょう」

「ワシは親父殿に相談して武器を新調するかのう。刃物は苦手なのじゃが仕方あるまい」

　ありがとう。終焉の魔神が復活するまで時間がないというのに、下らないワガママを言ってごめんね。

　そんな気持ちを込めて頭を下げると、ルーファは明るく励ましてくれた。

「いえ、前にも言いましたが、体を休めるのも冒険者の仕事ですから、お気になさらないでください」

　そう言って柔やわらかく微笑む彼女を見ていると、胸が温かくなってつい抱きしめたくなってしまう。

　だが、先程約束したばかりなので、ルーファを抱きしめたりなんて絶対にしないよ！

「……ガーネット、愚おろかな私を殴ってください」

「機を見て誤解を解いておくから、そう落ち込むでない」

　急に元気をなくしてうつむくルーファの肩を、ガーネットが気の毒そうに叩く。相変わらず仲が良いな。

　とにかく、そんなわけで明日の冒険は休みとなった。




　そして次の日、僕は乙女亭の店長にお金を払い、用意して貰ったお湯と石鹼とタオルで、漆黒鎧を洗う事にした。

「『出現エマージ』」

　合い言葉を呟いて鎧を脱ぐと、パンツ一丁で床に座り込み、鎧の内側から外側までピカピカに洗っていく。

　つま先から頭まで覆う全身鎧なので、パーツが多くて大変だけど、これはこれで楽しい。

　僕は夢中になって鎧を洗い終えると、乾かわいたタオルで水分を拭き取り、日当たりのよい窓の近くに並べた。

「ふー、あとは乾くのを待つだけか」

　大きな達成感と共に額の汗を拭ぬぐってから、僕は一つの問題に気がついた。

「この後どうしよう？」

　窓から空を眺めると、太陽は真上に昇ったばかりで、今日という日はまだ半分以上も残っているのだが、やる事がなくなってしまったのだ。

　気合いを入れて早朝から鎧の清せい掃そうを始めたのが、まさかこんな形で裏目に出るとは……。

「もう寝る？」

　いや駄目だ。夜に眠れなくなって明日の探索に支し障しようが出てしまう。

「本でも買って来ようか？」

　けど、この前に商店街でちらっと見たけど、本は一冊で金貨五枚以上と高いんだよな。

　あと、鎧なしで人が大勢いる所に行くのは、交雑種ハイブリツドの事がバレそうでちょっと怖いし……。

「そうだ、剣の稽けい古こをしよう」

　人ひと気けのない所で素す振ぶりをするだけなら、お金もかからないし正体がバレる心配もない。

　あと、帝都に着いてからは色々と忙しくて、稽古を怠おこたっていたのも気がかりだった。

　師匠も「実戦に勝る修行はないというが、稽古でしか身につかないものもある」と言ってたし、改めて技を磨みがき直なおそう。

「よし、そうと決まれば！」

　僕は寝間着代わりのシャツとズボンを着て部屋を出る。

　白角熊と戦った時、ルーファ達にもバレなかったし、霊気を抑おさえて背中の羽を伸ばさなければ大丈夫だろう。

　そうして一階の酒場に下りると、食事を終えて迷宮に行ったのか冒険者の姿は少なかった。

　僕はそれに安あん堵どしながら、カウンターの中にいた大柄な店長さんに声をかける。

「木ぼく刀とう、ありますか」

「今日はお休みかと思ったら剣の練習かい？　真面目だねぇ」

　店長さんはすぐに察して、店の奥から使い込まれた黒い木刀を持ってきてくれた。

　まるで鉄のように重くて硬い。これなら存分に練習ができるだろう。

「木刀でよかったんだね？」

「はい」

「なるほど、なるほど」

　僕が頷くと、店長さんも妙に納得した顔で頷き返してきた。

　あれ？　何か変な事を言ったかな？

「それにしても、髪の色以外は似てないね」

「えっ？」

「いや、何でもないよ。練習なら人が来ない八番地の隅すみでやりな」

　驚く僕を余よ所そに、店長さんはそう言い残して厨ちゆう房ぼうの奥に消えてしまった。

　今のはどういう意味だろう？　気になるけれど尋ねても答えてくれそうにない。

　仕方がないので、僕は木刀を手に永遠の乙女亭を出て八番地に向かう。

　迷宮への入り口と、それを監視する番兵さんの兵舎があるだけで、延々と空き地が広がっている八番地は、確かに運動をするにはもってこいだった。

　人目に付くと恥ずかしいのもあって、僕は店長さんの助言通り隅っこに向かう。

　するとそこには、意外な先客の姿があった。

「あれは……」

　木刀を一心不乱に振るう、黒髪ポニーテールの少女。

　今日は東方風の鎧をまとっておらず、袴はかま姿すがただったが間違いないだろう。名前は確か──

「チドリさん？」

　かつて僕に斬きりかかってきた侍少女が、一人きりで剣の鍛たん錬れんに打ち込んでいたのだ。
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　パーティーの仲間達と別れ、チドリは一人で黙々と木刀を振るっていた。

　その剣は神速と呼ばれるだけあって鋭く速い。

　だが、名のある剣士が見れば、一目で荒れていると分かっただろう。

「情けない」

　容易たやすく剣と心を乱してしまう己の未熟さに、チドリは思わず吐き捨てながら、今朝の出来事を思い返す。




「皇族の権力を笠かさに寄生させろとは、随ずい分ぶんと恥はじ知しらずなお願いだな？」

　チドリは侮ぶ蔑べつも露あらわに睨むが、エクレールと名乗った少女は表向きは萎い縮しゆくしてみせながらも、堂々と言い返してきた。

「恥知らずなのは重々承知しております。それでも必要な事なのです」

「お転てん婆ばな姫様のためにか？」

「…………」

　チドリの問いに、少女は黙だまって困ったような笑みを返す。

（ルーファ姫を護衛するために力が欲しい、という事だろうか）

　順当に考えればそうだろう。自由な冒険者になったからといって、皇族にろくな護衛もつけていなかった今までの方がおかしいのだ。

　だが、どこか胡う散さん臭くさいこの少女達が、まともなボディーガードとも思えない。

　疑惑の視線を向けるチドリを余所に、少女は深々と頭を下げた。

「帝国の平和を守るために、どうかご協力ください」

　口にした言葉はどれも礼儀正しく立派だったが、どこか演技臭さが拭えない。

　それは数多あまたの死地を潜くぐり抜ぬけてきた、六階級の冒険者だからこそ気がつく、ほんの小さな違和感にすぎなかったが、決して無視はできなかった。

（どうするのだ？）

　チドリを含ふくめた皆の視線が、リーダーである聖騎士に集中する。

　彼は暫しばし沈黙してから、穏おだやかに問いかけた。

「断った場合はどうなるのかな？」

「私達が困るだけで何もありません。英雄たる白はく翼よく団だんの皆様に、私達ごときが何かできるはずもありませんから」

　少女は慌てた様子で答える。その態度は演技であっても言葉に噓はないだろう。

　引退した者達を含めても、六階級の猛も者さは百人といない貴重な戦力である。

　たった一人で千人の雑ぞう兵ひようを蹴け散ちらせる戦略兵器を、帝国とて敵に回したくはないのだ。

　だから、敵国に亡命するといった明らかな敵対行動でも起こさない限り、帝国は六階級冒険者達の自由を尊そん重ちようしている。

　乙女亭の店長や帝国銀行の行員など、実力に対して役不足な仕事に就ついていてもうるさく言われないのは、そういった理由があるからだった。

「ただ、断られると皇族の皆様が軽んじられたと、ご不ふ興きようを抱かれるかもしれません」

　少女の心配そうな呟きに、聖騎士の眉がピクリと動く。

　引退後は帝国軍に任官する予定の彼にとって、皇族から睨まれるという事は、出世の道を閉ざされるのと同義だ。

　帝国学院に戻る女魔術師と、故郷の寺院に帰る獣じゆう人じん神官にとっても、皇族を敵に回して良い事など一つもない。

「……寄生行為に手を貸すなど、本来ならば断じて許されないが、帝国のためとあらば従おう」

　聖騎士は苦々しい顔で頷き、女魔術師と獣人神官もそれに続く。

　だが、オークのウィロウはあっさりと拒否した。

「俺は手伝わんぞ。己の血を流さずに力を手に入れようなど、勇者のする事ではない」

　口調は冷静ながらも、彼の緑色の肌は怒りによって赤く染まっていた。

「某それがしも断る」

　チドリも冷れい徹てつに同意する。目的を果たせば遙はるか東方の島国・和わノの国くにに帰郷する彼女にとって、帝国での地位や名誉など何の意味もない。

　そしてウィロウと同様に、労せず力を手に入れようと目もく論ろむ連中が気に入らなかった。

「では、私達三人だけで手伝う事になるな」

　聖騎士はそう言うだけで、無理にチドリ達を説得しようとはしない。

　上位の冒険者なんて誰しも我の強い連中ばかりだ。無理に仲良しこよしを強要するよりも、ドライに各おの々おのの意思を尊重した方が長続きすると、今までの苦い経験から身に染みているのだ。

「三人では地下五階までしか連れて行けないが、それでもよろしいか？」

「はい、ご協力頂けるだけで感謝の言葉もありません！」

　少女は大喜びして聖騎士の元に駆け寄り、彼の手を強く握りしめた。

　その瞬間、女魔術師からどす黒い嫉妬の殺気が放たれる。

　少女は冷や汗を浮かべて聖騎士の手を放し、誤ご魔ま化かすように笑みを浮かべた。

「それでは、今からでもお手伝い願えますでしょうか？」

「分かった」

　聖騎士達三人は一斉に立ち上がる。今日は元から地下六階に潜る予定だったので、準備の方は問題なかった。

　そうして、座ったままのチドリとウィロウの横を通り過ぎる間際、聖騎士は彼女達だけに聞こえるよう小声で言い残す。

「すまない」

　少女達の寄生を受け入れた事よりも、暗黒騎士への挑戦を拒こばんだ件を詫わびているのだろう。

　そんなリーダーに対して、ウィロウは気にするなと腰を叩き、チドリも仕方がない事だと首を横に振った。

　そうして、皆が屋敷から出て行くのを待ってから、ウィロウも溜息と共に立ち上がる。

「気晴らしに娼しよう館かんで女を抱いてくる」

「わざわざ言わんで結構だ」

「お前もたまには美形の男だん娼しようでも買ったらどうだ？」

「寝言は寝て言え。某の純潔は未来の王子様に捧げると決めている」

「くくくっ、嫁いき遅おくれて股またに蜘く蛛もの巣すが張っても知らんぞ」

　下品なオークの足を、チドリは思い切り踏みつける。

　ウィロウは大げさに痛がって飛び跳ねながら、大笑いして食堂から出て行った。

（さて、某はどうするか）

　今のやり取りで多少気が晴れたのはいいが、迷宮に潜る予定が消えたせいで暇ひまになってしまった。

（いや、やるべき事はある）

　チドリは静かに立ち上がり、メイドに見送られて食堂を後にした。

　そうして、自室に置いてあった木刀を手に取ると、八番地の隅に向かったのである。




（潮しお時どきなのだろうか）

　何千回と素振りを繰り返しながら、チドリは心の中で独ひとりごちる。

　迷宮の最下層に辿り着く。それが白翼団の目的だったのに、暗黒騎士に惨ざん敗ぱいしてしまった事で、パーティーの半数が諦あきらめてしまった。

（いや、まだだ）

　腰が引けてしまっているのは勝ち目がないからだ。

　勝てる確信さえあれば、少なくともリーダーの聖騎士は賛成してくれるし、彼が言うなら女魔術師や獣人神官も反対はしないだろう。

（だが、どうすれば奴に勝てる？）

　一番確実なのは暗黒騎士よりも強くなる事だが、それは不可能である。

　何故なら、チドリ達の強さは既すでに限界を迎えていたからだ。

　冒険者の強さは神秘の力・霊気の多た寡かによって大半が決まる。

　霊気を高めれば岩を砕くだくほどの腕力や、魔物の爪を弾くほどの頑強さが身につくだけでなく、光の刃やいばを飛ばす剣術や、無数の敵を吹き飛ばす魔術等、超常の力を使えるようになるからだ。

　だからこそ、冒険者は魔物を倒して濃厚な魔力を浴び、霊気を鍛きたえ続つづける。しかし──

（もはや霊気は高めようがない）

　チドリ達の霊気は既に限界まで高まり、成長の余よ地ちが残っていないのだ。

　厳密に言うと霊気の成長に上限はない。ただ、それは浴びる魔力にも上限がなければの話である。

　筋肉トレーニングと同じだ。毎日同じ回数しか鍛えなければ、すぐ刺激に慣れてしまって筋肉の成長は止まってしまう。

　霊気もより濃厚な魔力を浴びなければ成長できないのだ。

　そして、浴びられる魔力の濃度＝魔物の強さは、地下六階で打ち止めである。

　地下六階の魔物を既に千体以上も倒してきたチドリ達は、もうその魔力に慣れきってしまい、霊気を鍛える方法を失ってしまったのだ。

　約千年もの間、暗黒騎士が倒されなかったのは、これが一番の原因であろう。

（力では勝てない。ならば技で越えるしかあるまい）

　武術を極めた老人が、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした若者を軽々と捻ひねるように、戦いは腕力だけでは決まらない。

　力をより有効に活用する技法、それこそが『技』である。

（だが、あの暗黒騎士を技で越える？）

　それこそ不可能ではないかと、チドリの顔が曇くもる。

　彼女達の同時攻撃を裏拳で弾いてみせた事といい、聖騎士の剣を奪った無刀取りといい、暗黒騎士の技量はまさに神かみ業わざであった。

　仮にパワーで上回れたとしても、勝てる気がしないほどである。

（しかし、それしか方法はない）

　現在、六階級のパーティーは白翼団を含めて三つあり、その全員で一斉に挑めば、さしもの暗黒騎士も数の暴力に沈むかもしれない。

　だがそれは無理な話だ。六階級の連中は性格に難なんのある者が多く、なかには殺したいほど憎にくみ合あっている者もいるのに、共闘などできるはずがない。

　そして何よりも、暗黒騎士を倒した先にある地下七階に辿り着けば、どんな願いも叶うというあの噂うわさが、協力を不可能にしていた。

（某達ならば問題はない。どうせ些さ細さいな願いだからな）

　女魔術師は英知を求め、獣人神官は人々の幸福を願っているだけで害はない。

　ウィロウは以前「絶世の美女（マッチョ）と楽しい戦いの場が欲しい」と言っていた。後者は少し物騒だが、別に戦乱を望んでいるわけではないので大丈夫だろう。

　聖騎士の願いを聞いた事はないが、あの通り真面目な性格なので、少なくとも人々に害を及ぼす事はないはずだ。

　そして、チドリの願いは極ごく々ごく個人的なものであり、世界には何の影響も与えない。

　だから、白翼団が暗黒騎士を倒すのは構わない。だが別のクランならどうか？

（世界の征服を願う者がいないとは限らない）

　実際、何人か心当たりはいたし、それくらいの強い野心がなければ、六階級になど到達はできない。比較的無欲な白翼団の方が異常なのだ。

（帝国が今の繁はん栄えいを築いたのも、そのためだという噂があるくらいだからな）

　最初の冒険者にして初代皇帝・レオナルドが、地下七階に到達して千年の繁栄を求めたからこそ、今の帝国があるという根も葉もない、だが思わず納得してしまう噂だ。

　そして次の千年を迎えようとしている今、時代は新たな覇は者しやを求めていると、野望をたぎらせている者達がいる。故ゆえに迂う闊かつな共闘はできない。

（……まさか、それが狙いではあるまいな？）

　ふと浮かんだ想像に、チドリの背中が冷たくなる。

　帝国は自分達に取って代わる者が現れないよう、冒険者達の共闘を阻はばむために、わざと願いが叶うと噂を流したのだろうか。

（いや、何であろうと某には関係ない）

　チドリは頭を振って余計な考えを追い出す。

　裏でどのような策謀があろうと、自らの手で暗黒騎士の首く級びを上げる。それが彼女の目的なのだ。

（そうでなければ面目が立たぬ）

　脳裏に浮かぶのは、もはやおぼろげとなった男の顔。自分達を捨てて闘争の果てに死んだ修しゆ羅ら。

（恨うらみはある。だがそれでも仇かたきを討うたねば前には進めぬ）

　だから、この手で何としても暗黒騎士を打ち倒す。そのためには剣技を磨き上げるしかないのだ。

（しかし、それが難しい）

　チドリは乱れきった自分の剣筋に嫌気がさして、木刀を振る手を止める。

　故郷では家伝の剣術・白はく陽よう流りゆうを修め、幼い頃から敵なしで神童と呼ばれていた彼女だが、剣技の正確さという一点に限れば、当時から激しく劣化していた。

　ただし、それは弱体化とイコールではない。より実戦的な剣が身についてしまった結果である。

　剣術家同士の一対一と、迷宮での戦闘は全く異なる。

　目の前の相手にだけ集中すればいい試合と違い、迷宮では集団戦が常であり、味方がいるとはいえ前後左右への警戒を怠るわけにはいかない。

　そもそも、迷宮の魔物は人型以外の方が多く、攻撃方法も多彩である。

　八本の足で側面や天井から襲いかかってくる巨大蜘蛛ジヤイアント・スパイダー、空中から炎を吐いてくる飛竜ワイバーン、物理攻撃の効果が薄く死の魔法を撒き散らしてくる死霊魔術師リツチ。

　そういった化け物を相手に普通の剣技──人間を倒すための技は、むしろ邪魔にしかならない。

　首や手首を軽く斬きり裂さくだけで、簡単に出血死する普通の人間と違い、魔物の中には心臓を貫つらぬき頭を潰そうとも襲いかかってくる、不死身の化け物さえいるのだ。

　人外の魔物と何百何千と戦って鍛えられた修羅の剣。それが冒険者の剣技である。

　それは道場で学ぶ剣技などよりも遙かに実戦的で、それ故に雑だった。

（他の魔物が相手なら荒くても強靱な剣の方がいい。だが、奴が相手では……）

　力任せの一撃など軽々といなしてしまう、神技を操る暗黒騎士。

　あれに通用するのは必死で身に着けた冒険者の剣ではなく、むしろ捨て去っていた道場の剣技なのだ。

「何と悪あく辣らつな」

　チドリは思わず声に出して毒づく。

　地下一階から六階まで、数多の魔物達と戦ってきた経験が、最後の最後で足かせとなっているのだ。

　今までの戦いが全て、暗黒騎士に勝てないように用意されてきた、盛大な罠わなだったという気さえしてくる。

　これが全て計算尽づくだとしたら、深き迷宮を生み出した者は相当性根が悪いのだろう。

（迷宮を生み出した者、か）

　深き迷宮は自然発生したという説が一般的である。ただ、迷宮の奥まで潜った者ならば、誰もが一度は疑問を覚えるだろう。

　人を拒むように迷路と化した異界に、襲いかかってくる無数の魔物を配置しながらも、この迷宮が踏破できるようになっているのは何故なのか？

　本気で冒険者の侵入を拒むのならば、地下一階の入り口に最強の暗黒騎士を配置しておけばいい。

　だが実際は弱い初心者でも倒せるコボルトや小鬼ゴブリンから始まり、深層に行くほど徐々に敵が強くなっていく。

　まるで冒険者を鍛え上げるために用意された訓練所のように。

（本当に誰かが造ったのだとしたら、どうして最後に暗黒騎士を配置した？）

　そこまでの守護者達とは違い、霊気を高めるだけでは勝てず、今までの剣技では通用しない難攻不落の壁。

（倒させる気がないのか、それとも……）

　考え込んでいたチドリは、ふと人の気配を感じて振り返る。

「誰だ──なっ!?」

　詰問の声が一転して驚きよう愕がくに変わってしまう。

　そこに立っていたのは一人の見知らぬ青年。そして──

「王子様……」

　自分が夢見ていた理想のイケメンだったのだ。

　太陽の光を浴びて輝く銀ぎん糸しのような髪、服の上からでも分かる鍛え抜かれた肉体とは対照的に、幼さの残る整った顔立ち。

　女ならば百人中百人が振り返るような、絶世の美男子が立っていたのだ。

「…………」

「王子様？」

　言葉も忘れて見惚れるチドリを見て、青年は不思議そうに首を傾げる。

　一瞬、その声をどこかで聞いたような気がしたが、沸ふつ騰とうした頭ではいつの事だったか思い出せなかった。

「そ、某にな、何かようか？」

　緊張のあまり声が上ずるチドリに、青年は「見かけたので無視するのも悪いし、挨あい拶さつしようと思っただけです」とでも言いたそうな視線を向けてくる。

　ただ、どこかの鋭いドワーフと違い、チドリに彼の思考が読み取れるはずもなかった。
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「ま、まさか某に愛の告白──むっ？」

　言いかけた途中で、チドリは青年の手に握られた木刀に気がついた。

　そして、深い失望の溜息を吐く。

「手合わせを所望か……」

　神速の異名を誇るチドリと、一度でいいから剣を交まじえてみたいという者は、今まで数えきれないほどいた。

　何故か同性の女冒険者に多く、試合の後に恋文まで渡された事があるのだが、今それは重要ではない。

　目の前の青年がうら若き乙女ではなく、六階級の侍が目当てだったと知って、彼女は少し腹を立てながら木刀を構えた。

「いいだろう、相手をしてやる」

　最近は面倒なので全て断っていたのだが、剣に迷いが生じている今、良い気晴らしになるかもしれない。

（決して美形だから贔ひい屓きしたわけではない！）

　チドリは心の中で言い訳をしながら、青年にも構えるよう促す。

　すると、彼は少し戸惑いながらも木刀を正せい眼がんに構えた。

「ほぅ……」

　思わず感心の声が漏れる。それほど堂に入った構えだった。

　何百年と生きた大樹のようにドッシリと地面に足を下ろし、背筋は綺き麗れいに真まっ直すぐ伸ばし、剣先は微動だにせず、銀色の髪だけが風に揺れている。

（できるな）

　その美しい姿勢を見ただけで、青年が顔だけの腰抜けではない優すぐれた剣士だと分かる。

　チドリはそちらの意味でも興味を引かれ、自然と頰に笑みを浮かべた。

「では参る」

　声をかけると同時に踏み込み、上段から真っ直ぐに幹から竹たけ割わりを見舞う。

　青年は木刀を斜めに構え、チドリの剣を受け流すと、そのまま滑すべるように手首を斬りにきた。

　それを予見していたチドリは、素早く後ろに下がって小手への一撃を避よける。

（上手い）

　心の中で感心しながら再び踏み込み、胸に向かって鋭い突きを放つ。

　青年は半身になって突きを避けながら、チドリの空あいた左肩に斬りかかる。

　普通ならば回避も防御もできない完璧なタイミング。だが、彼女は六階級という人間のまま化け物の領域に入った英雄なのだ。

「ふっ！」

　咄とつ嗟さに木刀から左手を離すと、呼気と共に裏拳を放つ。

　それはかつて、チドリ自身が暗黒騎士に斬りかかった時のように、青年の木刀の横腹を弾き、斬撃の軌道を逸らした。

「──っ!?」

　驚愕する青年に向かって、チドリは右手一本で木刀を戻し、胴どう薙なぎの一閃を放つ。

　木刀を弾かれて体勢が崩れたところへのカウンター。こちらも並の相手ならば避けられない。

　しかし、青年は咄嗟に膝ひざの力を抜き、倒れ込む勢いを利用して後転し、胴薙ぎを見事にかわしきってみせた。

　素早く立ち上がり構え直した彼に、チドリは心からの賞しよう賛さんを送る。

「お見事」

　相手の力量を測るために、最初の幹竹割りこそ甘めに打ったが、それ以降はかなり本気だった。にもかかわらず青年は見事に凌しのいでみせたのだ。

　霊気に頼らない純粋な剣技だけで、ここまでチドリを楽しませてくれた相手は何年ぶりだろうか。

　対暗黒騎士用に技を磨き直す相手として、これほど得がたい剣士はいない。

「もう少しお相手を願おう」

「あぁ」

　今度はチドリの方から頼み込み、青年も笑顔で応じる。

　そうして、二人は何時間も木刀をぶつけ合った。

「ふぅ、まるで長年の錆さびが落ちたようだ。誠に感謝致す」

　チドリは額の汗を拭い、深々と頭を下げる。

　青年はそれに満面の笑みを返した。

「こちらこそ、ありがとう」

「──っ！」

　少年のような幼さと剣士の凜り々りしさが交じった輝く笑みに、チドリの心臓が勢いよく跳ね上がる。

　そんな外まで聞こえそうな心音を誤魔化すために、彼女は慌てて口を開いた。

「ところで、貴殿は東方のご出身か？」

　真っ直ぐな木剣ではなく、反そりのある木刀を使っており、重量とパワーで押し切る攻撃ではなく、刃の鋭さで斬り裂く動きは、間違いなく東方由来の剣技であった。

　とはいえ、銀色の髪と彫ほりが深めの顔立ちは、どう見ても西方の生まれである。

　否定されるのを承知で尋ねた問いに、青年は予想どおり首を横に振った。

「いや」

「左さ様ようか。では失礼ながら、流派をお教え頂けるだろうか？」

　東方の剣技、それもこれほど見事なものを身に着けるには、凄すご腕うでの師が不可欠であろう。

（それほどの剣士が西方に渡った話など、耳にした覚えはないのだが）

　チドリの故郷である和ノ国は、閉鎖的で半分鎖さ国こく状態の島国である。

　彼女が海を渡りこの大陸に行くと言い出した時も、周囲から猛反対を受けたほどだ。

　大陸に渡った者は数えるほどしかおらず、流派を聞けば自おのずとその名も知れる。

　そう考えるチドリに対して、青年は素直に答えを口にした。

「黒くろ陰かげ流りゆう」

「クロカゲ……失礼だが字は？」

「こう」

　青年は木刀の先で地面に字を書く。

　それを見下ろしながら、チドリの目はどんどん険けわしく尖っていった。

（黒陰流、聞いた事がない名だ。しかし、これは……）

　彼女が使う家伝剣術・白陽流と、狙ったかのように真逆の名前。

　チドリは迷宮で磨き上げた直感から、これが偶然ではないと確信する。

（だが、どんな関係がある？　何故、この御ご仁じんがその剣を覚えている？）

　魔物の奇襲を受ける直前のように、背中がザワッと粟あわ立だつのに、肝かん心じんな所にあと一歩届かないもどかしさ。

「すまないが──」

　もう少し詳しく話を聞かせて貰えないだろうか。

　そう言おうとして顔を上げたチドリの目と鼻の先に、青年の美しい顔があった。

「大丈夫？」

「うわっ!?」

　チドリは大声を上げて飛び退いてから、ずっとうつむいてた自分を心配して、彼が顔を覗のぞき込こんできたのだと悟さとった。

「だ、大丈夫だ、何でもない！」

「そう」

　心臓をバクバクと脈打たせながら、何度も頷く彼女を見て、青年は安堵した顔で背を向ける。

　そうして立ち去ろうとした彼を、チドリは慌てて呼び止めた。

「待ってくれ！」

「何？」

「あ、いや、そのだな……」

　振り向いた青年に何と言うべきか、チドリは迷った末に素直な気持ちを口にした。

「また、付き合って貰えないか？」

　──これはそう、剣の稽古を手伝って欲しいというだけで、決してやましい気持ちはない！

　心の中で言い訳を絶叫するチドリを前に、青年は暫しばし考え込んでから頷いた。

「夕方以降で良ければ」

　普段、昼間は迷宮に潜っているので、その後でも構わなければという事だろう。

　チドリはそう察しながら、大喜びで青年の手を取った。

「感謝致す！」

「こちらこそ」

　青年も笑って手を握り返し、その掌てのひらから伝わる温もりに、チドリの体温がまた急上昇する。

　そうして去って行った彼の背中を見送りながら、彼女は己の失態に気づく。

「名を聞くのを忘れていた」

　しかし、名も知らぬ美形の青年剣士というのも、チドリの乙女心をくすぐるのだった。

「苦節十数年、剣一色だった某の人生にもついに春が……いやいや、何を浮かれているのだ！」

　チドリは己を叱りつけ、再び素振りを始めるが、その口元は自然と緩ゆるんでしまう。

　そうして、彼女は不気味な笑みを浮かべながら、辺りが真っ暗になるまで木刀を振り続けるのだった。
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　チドリさんとの手合わせを終えて、僕は宿屋に向かって歩き出す。

　初めて会った時は急に斬りかかられたし、今日もいきなり手合わせを申し込まれたが、話してみると意外に気さくな人だったようで安心した。

　それに、彼女ほどの侍と稽古ができるなんて実にラッキーだ。

　慢まん心しんは敗北への一歩と分かっているけれど、あえて言わせて貰うと、地下一階や二階の魔物はちょっと歯ごたえがなさ過すぎる。

　守護者は強敵だったので油断は大敵だが、普通の魔物達が相手では、むしろ弱い者虐いじめをしているようで気が咎とがめるくらいだ。

「まぁ、お金が欲しいから倒すけれども」

　自分で言っておいて何だが、酷い発言である。

　魔物から見ると冒険者なんて、非道な山賊と変わらないのかもしれない。

　それはともかく、弱い者虐めばかりしていては腕が鈍なまってしまう。

　チドリさんという達人と緊張感のある手合わせができれば、それを防ぐだけでなくより高みを目指せるだろう。

「それにしても、意外とバレないものだな」

　漆黒鎧を脱いで素顔で歩き回っても、僕が妖精との交雑種だと勘づいた人はいなかった。

　間近で剣を交わしたチドリさんですら気づかなかったくらいだし、やはり背中から羽さえ出さなければ大丈夫みたいだ。

　幼馴染みからは「人間の女共がうようよしている場所で、その兜を取っちゃ駄目だからね。絶対よ！」とキツく注意されていたのだが、杞き憂ゆうだったらしい。

　僕は稽古で減ったお腹なかを満たすため、永遠の乙女亭に舞い戻る。

　一階の酒場は夕方を迎え、迷宮から帰ってきた冒険者達でいっぱいになっていた。

　知らない人達に囲まれて食事をするのは苦手なので、いつも通り部屋に持ってきて貰おう。

　僕はそう決めると、カウンターにいた店長さんに声をかけた。

「お任せセットを一つ」

「あいよ、部屋に届ければいいんだね」

　阿あ吽うんの呼吸で注文を済ませてから、そこでもう一つ用件を思い出す。

「あと、この木刀を譲ゆずって貰えませんか？」

　チドリさんとまた手合わせをする約束をしているので、その度に一々借りるよりは買い取ってしまった方が早い。

　商店街に行って別の物を買えと言われそうだけど、この木刀が気に入ってしまったのだ。

　あれだけ打ち合って折れなかった頑強さもそうだが、何よりも使い込まれて鈍い光を放つ、漆黒の木刀というところが堪たまらない！

「男の子だねぇ、金貨二枚でいいよ」

　店長さんが苦笑しながら値段を提示してくれたので、僕は素直に金貨二枚と食事代の銀貨一枚を払う。そして、階段を上り自室に戻った。

「よし、乾いてるな」

　窓際で干しておいた漆黒鎧を嗅いでみるが、嫌な臭いはもうしない。

　僕はタオルで汗を拭いてから、綺麗になった鎧を身に着ける。

　そして兜を被ったところで部屋の扉がノックされた。頼んでいた料理を持ってきてくれたのかな？

　そう思って扉を開けたが、立っていたのは店長さんでも店員さんでもなく、二人の仲間ことルーファとガーネットだった。

「どうした？」

「いえ、こちらの用事が済みましたので、一緒にお食事でもと思っただけです」

　何か起きたのかと身構える僕に、ルーファは笑って説明してから、僕の鎧に目を向ける。

「綺麗になりましたわね」

「あぁ」

　僕が自慢気に胸を張ると、ルーファはそこに顔を寄せて、クンクンと鼻を動かした。

　えっ、何してるのっ!?

　僕が驚いて飛び退くと、ルーファは悪戯いたずらっ子このように微笑んだ。

「ふふっ、昨日のお返しです」

「──っ!?」

　その無邪気な笑みに、僕の顔は焼けた鉄のように熱くなってしまう。フルフェイスの兜を被っていて本当に良かった。

　安堵する僕を見て、ガーネットはニヤニヤと意地悪な笑みを浮かべてから、ふと首を傾げた。

「ところで、今日は何か変わった事でもあったかのう？」

「いや」

　別に太陽が西から昇ったり、枯かれ木きに花が咲いたりはしなかったはずだ。せいぜいチドリさんと手合わせをしたくらいだろう。

「ふむ、気のせいじゃったか」

　ガーネットはそう言いつつも、納得がいかないような顔をして、僕の部屋に増えた木刀に目を向けてくる。

　あっ、ガーネットも漆黒の木刀が欲しいんだね。店長さんに仕入れ先を聞いてくるよ！

「そうじゃないわボケッ！」

　僕は気を遣おうとしたのに、ガーネットは怒って声を張り上げた。

　酷い、ルーファも何か言ってやってよ。

　そう思って目を向けると、彼女はうつむいて何やら考え込んでいた。

「多分、気のせいだとは思いますが……アルバ様の体から、他の女の匂いがしたような」

　呟く声は小さく、僕の耳には届かなかったのだけど……何故だろう、嫌な悪寒がして止まらない。

「ルーファよ、嫉妬するくらいなら可愛いものじゃが、犯罪には手を染めてくれるなよ？」

「きゅ、急に何ですか。皇女の権力で身元を割り出し、社会的に抹殺しようなんて考えてませんよっ!?」

　ドン引きした顔で忠告するガーネットに、ルーファは何か怖い事を言い返す。

　この流れは非常に危ない。何とか話題を変えなければ──と思っていると、料理を持った店員さんが丁度良く階段を上ってきた。

「すみません、ご注文の品をお届けに来たのですが……」

「ありがとう」

　ルーファ達の姿に戸惑う店員さんから、料理の載のったトレーを受け取り、僕は階下を指さす。

「食事、するのだろう？」

「えぇ、そうでしたね」

「何はともあれ腹ごしらえじゃな」

　当初の用事を思い出して、ガーネット達は笑って階段に向かう。

　余計な手間を取らせてしまった店員さんに謝ってから、僕も彼女達の後を追った。
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　夕方、エクレア達は白翼団の三人と共に地下五階の探索を終えて、地上に戻ってきた。

「今日はありがとうございました」

「いや」

　満面の笑顔で礼をしてくるエクレア達に、リーダーの聖騎士は気のない返事をする。

　地下六階で限界まで鍛え上げた彼らにとって、地下五階の魔物など今さら相手にもならなかった。

　チドリとウィロウの前衛二人が欠かけているとはいえ、獣人神官もメイスを振るって戦えるし、女魔術師が強力な広範囲魔術を唱えればそれだけで片が付いてしまう。

　奇襲を受けたりすれば弱いエクレア達が簡単に死んでしまうため、決して気は抜けなかったのだが、それでも単調な作業といった感は拭えなかった。

　達成感もなくただ徒労した顔をする聖騎士達に、エクレアは重ねて礼を告げる。

「本当にありがとうございます。この調子であと百体ほどお願いできますでしょうか？」

「分かった」

　聖騎士は渋い顔で頷く。今日の分と合わせて合計百五十体、それくらい魔物を倒せば五階級を名乗れるだけの強い霊気が身につく。

　凡才にすぎない彼がその領域に辿り着くまでに、十年を超こえる歳月を費ついやし、何十回もの死を乗り越え、何人もの仲間達と別れを繰り返してきた事がふと頭を過よぎる。

「老ふけるわけだ」

「レオン？」

　心配して顔を覗き込んでくる女魔術師に、聖騎士は大丈夫だと笑い返してから、改めてエクレアと向き合う。

「明日と明後日あさつても使って、君達を五階級相当まで鍛え上げる。それでいいな？」

「はい、皆様のお心遣いは必ずや主あるじに伝えますので、どうかよろしくお願い致します」

　遠回しにまた皇族の権力をちらつかせながら、エクレアは媚こびた笑みを浮かべる。

　聖騎士はそれに何も言い返さず、仲間達と共に屋敷へと帰っていった。

　そうして白翼団の面々と別れると、エクレア達は人気のない裏道を通って、一軒の小さな借家に向かう。

　見た目はボロいが魔術的な防護が施されており、外から透視や盗聴をされる恐れはない。

　そんな潜伏先の居間では、厳いかつい中年の騎士・オックスがソファーに座り、彼女達の到着を待ちわびていた。

「随分と強くなったようだな、エクレア」

「今の名前はエクレールだけどね」

　エクレアはそう訂正しながら、オックスの前に堂々と座り込む。

「また数日で捨てる偽名とはいえ、もう少し捻りなさいよ」

「菓子の名前はあらかた使ったし、次は酒にするか？」

　神官のジャムが呆れた顔をしながら酒瓶を持ってきて、槍兵のクラッカーはそれを受け取りながら笑って提案した。

　敵国のスパイが冒険者として潜入していれば抹殺し、最下層に辿り着きそうなパーティーがいれば、不仲を煽あおったり権力で懐かい柔じゆうしてでも阻そ止しする。

　ゴルドー帝国が繁栄し続けるために、深き迷宮を都合良く保つ者達・迷宮保安部隊。

　その一員として今はオックスに従う身ながら、白翼団に寄生して霊気を高めた事で、エクレア達の方が戦闘能力では上となった。

　言動の端はし々ばしから増長が漏れ出る彼女達を、オックスは叱りもせず本題に入る。

「それで、あの暗黒騎士モドキは倒せそうなのか？」

「五階級の力をつけて三人がかりで襲えば、あいつが六階級だろうと殺しきれるさ」

「白翼団の聖騎士様をじっくり観察して、六階級の実力は把は握あくしたしね」

　エクレアは二人の仲間達と共に、自信満々に頷き返す。

　仲間になったふりをして懐に入り込み、守護者に殺させる作戦が失敗した以上、相手は警戒を強めており、搦からめ手てはそうそう通用しないだろう。

　ならば、実力を上げて真まっ正しよう面めんから叩き潰せばよい。

　実に脳筋な作戦だが、えてして単純な方が事は成功しやすい。

（力に酔って増長されるのが問題だが）

　エクレア達に悟られないよう、オックスは心の中で溜息を吐く。

　今回のように上手く寄生させれば、高い霊気を持った強者を好きなだけ量産する事ができる。

　だが、帝国はそれを行わない。むしろ「寄生は恥ずべき行為」という風潮を流して自じ粛しゆくを促しており、度が過ぎれば迷宮保安部隊を動かして闇やみに葬ほうむる事さえあった。

　その理由は簡単で、強者が増えすぎると帝国の統治が揺らぐからだ。

　ゴルドー帝国は冒険者という一騎当千の英雄達による武力で、周辺諸国を呑のみ込こんできた。

　だから、常に一定数の冒険者は必要なのだが、あまりにも英雄級の強者が増えすぎると、今度は「自分達こそが支配者に相応ふさわしい」と帝国の簒さん奪だつを目論んでしまう。

　それを未然に防ぐのが迷宮保安部隊なのだが、そこに属するエクレア達ですら、力を得ればこの有様である。

（元より寄生してきた連中に、自制を求める方が無理というものか）

　若い頃は冒険者として活躍し、自らの剣で力を身に付けたオックスとは異なり、エクレア達の霊気は最初から強者に寄生して得たものだった。

　そもそもとして、迷宮保安部隊に高い戦闘能力は必要ない。

　冒険者になろうという志願者が訓練所を訪れた時点で、徹底的に身元を洗い出し、スパイの疑いがあれば訓練にかこつけて排除する。そういった諜ちよう報ほう技術の方が求められていた。

　エクレア達もそちらの方が専門であり、戦闘技術は冒険者のふりをするためのオマケでしかない。

　白翼団に鍛えて貰う前から三階級の霊気を身に付けていたが、それとて保安部隊の長おさである元六階級冒険者に寄生して得た、紛まがい物ものの力にすぎなかった。

（力という美酒も、飲み慣れていない者ほど酔っ払う）

　自ら努力して力をつけてきた冒険者というのは、変人ではあっても根は真面目な連中が多い。

　何故かといえば、常に己を鍛えて仲間と協力しあえる性格でなければ、強力な魔物達に勝ち続ける事など不可能だからだ。

　一般人が思い描くような『暴力的で威い張ばり散ちらす冒険者』なんてものは、早々にパーティーを崩壊させて行き詰まる。

　趣味の善よし悪あし、思想や信条は別として、一定の謙けん虚きよさと真面目さがなければ、六階級になど辿り着けないのだ。

（だが、寄生する連中にはそれがない）

　どれほど不真面目で邪悪な性格であろうとも、強大な力を手に入れてしまえる。だからこそ寄生は忌いむべき行為なのだ。

　そして、戦いの苦しみをろくに知らぬまま力を得た者ほど、思い上がって帝国に反はん旗きを翻ひるがえす。

　自分と同格や上位者などいくらでもいると、まともな冒険者なら身に染みている事実に、力に酔った頭では気がつかないせいで。

　だから、帝国に仕える迷宮保安部隊の一員といえども、過か度どの寄生行為を許したくはなかったのだが、他に手がないのでは仕方がない。

「陛下に封書と大金まで用意して頂いたのだ。また失敗しましたでは許されんぞ」

「分かってるさ」

　念を押すオックスに、エクレアは嫌そうに舌打ちしながらも頷き返す。

　迷宮保安部隊は帝国の暗部、一般の冒険者に決して知られてはならない。

　それをアルバ達に知られてしまったのだ。本来ならば既に粛しゆく清せいを受けているほどの大失態である。

「我らと向いている先は違えど、姫様も帝国の未来を憂うれえておられる。迷宮保安部隊の存在を公おおやけに晒さらして、無駄な混乱を引き起こすような真似はなさるまい」

　オックスの推測通り、ルーファはあの一件を胸に秘めており、アルバ達にも口外しないよう頼み込んでいた。

　だからこそ、お前達は今も生かされているのだと、鋭い視線を向けてくるオックスを、エクレアは逆に睨み返す。

「そう言うあんただって、次はないんだろう？」

「…………」

　無言を返すオックスとの間に、激しい火花が散る。

　彼は爵しやく位いこそ準じゆん男だん爵しやくと高くないが、冒険者として三階級にまで上り詰めた力量を買われて、近衛このえ兵へいに抜ばつ擢てきされた出世物語の体現者である。

　そしてこの度、実直な働きを評価されて、第四十一代皇帝・ジュラーフから直じき々じきに、帝都に現れた暗黒騎士モドキを討ち、家出娘を連れ戻すように命じられたのだ。

　この任務を達成すれば皇帝の信頼を得て、さらなる昇進が約束されるだろう。

　だが失敗すれば、皇帝の信を失い近衛の任を解かれるに違いない。

「私達の運命は一いち蓮れん托たく生しようなのだ。それを忘れるな」

「分かってるよ」

　仲間割れをしている場合ではないと告げるオックスに、エクレアも素直に矛ほこを収めた。

「だがそう言うなら、あんたも少しは働いちゃくれないかい？」

「私はお前達と違って、変装の技など持っていないのでな」

　オックスはそう言って、先日までとは別人にしか見えない三人の顔を眺めた。

　近衛兵として世間に顔を知られている彼が、注目の的である暗黒騎士モドキを表だって始末しようとすれば、いらぬ猜さい疑ぎを招いてしまう。

　だからこそ、このように面倒な真似をしているのだ。金銭等の支援はともかく、共に寄生して強くなるなんて真似はできない。

「しかし、知恵くらいは授けよう」

　オックスはそう言って、自らが練った作戦を打ち明けた。

「ふ～ん、代わり映えのない策だけど、やらないよりはマシか」

「暗黒騎士モドキはともかく、姫様とドワーフを落とすくらいはできるかもよ？」

「たかが二階級といえども、邪魔は少ない方がいいしな」

　口調こそ悪いものの、エクレア達もその作戦を受け入れる。

「それで、決行の日時はどうする？」

「白翼団との契約はあと二日で終わる。暗黒騎士モドキの動きにもよるがそれ以降だな」

「よかろう」

　これで話は済んだと、オックスは席を立つ。

　その背中を見送りながら、エクレアは自分達に恥を掻かせた憎き暗黒騎士の面つらを思い出す。

「今度こそ骨も残らず消滅ロストさせてやろうじゃないか」

　そのついでに、お転婆な姫様にも少しお灸きゆうを据すえてやろう。

　エクレア達はネズミをいたぶる猫のように、強者特有の傲ごう慢まんな笑みを浮かべるのだった。
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　色々とあった休日を終えて、僕達は再び迷宮に向かった。

　ところで、ガーネットは武器を新調したんだっけ？

「うむ、親父おやじ殿どのに相談したらこれを作ってくれたのじゃ」

　ガーネットは腰こしに下げていた鞘さやから、片手持ちの鉈なたを引き抜いてみせる。

　それはよく見ると刃はがギザギザしており、鉈というより分厚いノコギリだった。

「刃筋を立てながら斬きるのが駄だ目めなら、刃筋を立ててから引き切れと言われてのう。戦士というより大工の獲え物ものじゃが仕方あるまい」

　ガーネットはそう言ってノコギリ鉈を鞘に仕し舞まう。

　あくまで予備の武器でしかないのだろう。メイスが通じにくい植物系の相手は、できるだけ僕が引き受けるとしよう。

　そう心に決めながら、僕はルーファの方に視線を移す。

　昨日も少し聞いたけど、どんな新しい魔術を覚えたの？

「地下二階の魔物は炎が苦手のようですから『火炎の壁フアイア・ウオール』などを少々。あと──」

「あと？」

「いえ、魔法陣などの事前準備が必要な大魔術──魔法も念のため覚えておいたのですが、戦闘では使えませんから」

　そう言って、ルーファは誤ご魔ま化かすように苦笑した。

　何だろう？　あまり人に言いたくない魔法なんだろうか。

「豊ほう胸きよう魔法じゃろ」

「そんなものがあったら苦労しません！」

　ガーネットの冷めた視線を受けて、ルーファは半泣きで慎つつましい胸を庇かばった。

　胸の大きさなんてあまり気にする事ないと思うんだけどな。爺じいちゃんも「巨乳の谷間は素晴らしいが、貧ひん乳にゆうを恥じらう少女の赤せき面めんも尊とうとい」と言っていたし。

「それを言われて喜ぶ女子はおらんからな？」

　僕の思考を読んだガーネットが、険けわしい目で睨にらんでくる。

　彼女もあまり豊かな方ではないから、気にしているのかもしれない。

　そんな事を考える僕を、ルーファが悲しそうな瞳ひとみで見つめてきた。

「アルバ様も、やはり大きい子がお好きですか？」

　……マズい、これは間違うと血を見る質問だと、僕の直感が囁ささやいている。

　まずはよく考えて、答えと結果を想像してみよう。

　大きい方が好き→スケベ、変態！

　小さい方が好き→ロリコン、変態！

　変態一択じゃないかっ!?　いや、こういう時こそ爺ちゃん語ご録ろくをフル活用して──

「大きい子でも、小さい子でもなく、君が好きだよ」

　僕はそう言って、ルーファの黄おう金ごんに輝く髪を撫なでる。

　すると、ルーファはボンッと湯ゆ気げが出るほど真まっ赤かになった。

「そ、そんな上手い事を言っても騙だまされませんよっ!?」

　彼女はそう言いながらも嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるませて、僕が撫でた髪を弄いじる。

　よし、「女への返答に困ったら、褒ほめ倒たおして話題を逸そらせ」という爺ちゃんの教えが役に立った！

「天然ジゴロめが……その場しのぎが後々になって、己おのれの首を絞しめても知らんからな」

　ガーネットの視線がさらに険しくなったのを見て、これ以上の会話は危険と判断し、僕はそそくさと迷宮の奥へと進む。

　そうして、遭遇した魔物を二十体ほど倒した頃に、前方で倒れ伏している人影を発見した。

　こんな所でお昼寝──なわけがない！

　僕達は慌あわてて駆かけ寄よるが、倒れていた四人の冒険者は既すでに全員が息いき絶たえていた。

「全ぜん滅めつしたようじゃな」

　ガーネットが痛ましげに顔を歪ゆがめる。

　僕達はパーティーを組んでから、冒険者が少ない早朝から迷宮に潜もぐってきた事もあり、こうして全滅した死体を発見したのは初めてだった。

「…………」

　ルーファも険しい表情で黙だまり込こむ。冷たくなった死体を目の前にして、ここが危険な迷宮の中だと再確認したのだろう。

　僕も気を引ひき締しめ直しながら、遺体をつぶさに観察した。

　顔が腫はれて鬱うつ血けつしており、首や手足に真っ赤な痕あとがついている。どうやら強い力で締め殺されたらしい。

　そう検死を終えた瞬間、背中に怖おぞ気けが走った。

「逃げろ！」

　ルーファ達に向かって叫さけぶが遅すぎた。

　突然、地面から無数の太い蔓つるが生えてきて、僕達の体を締め上げてきた。

「地中に隠れていたじゃとっ!?」

　まさかの奇襲に驚きよう愕がくしながら、ガーネットは腰のノコギリ鉈を引き抜く。

　樹木の壁に擬ぎ態たいしていたカタパルト・プラントといい、脳のう味み噌そのない植物とは思えない策さく士しぶりだ。

　しかし、そんな感心をしている場合ではない。

「炎よ、放た──うぐっ！」

　魔術で反撃しようとしたルーファの喉のどを、蔓がキツく締め上げる。

　苦しむ彼女の表情と、足下に転がる遺体の顔が重なり、僕は気がつけば咆ほう吼こうを上げていた。

「おぉぉぉ───っ！」

　全身から黒い霊気を刃やいばのように放出して、絡からみついた蔓を吹き飛ばす。

　そして、ルーファとガーネットを締め上げる無数の蔓に大剣を振るい、根元から一気に斬り落とした。

「かはっ……」

　ルーファの首を絞めていた蔓が緩み、呼吸を取り戻したのを確認しながら、僕は大剣を地面に突つき刺さす。

　地上に現れた蔓をどれだけ斬り落としても、おそらく意味はない。今も新たな蔓が何本も地面から生えてきているし。

　倒すべきは地下に潜んで姿を見せぬ本体。だから、大剣を通して地中に向かって霊気を放つ。
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　黒くろ陰かげ流りゆう剣術・爆ばく針しん

　本来は敵に突き刺した剣の先から、毬いが栗ぐりのように霊気の針を破裂させて、内臓をズタズタに引き裂くというエグい技なのだが、こういった使い方もできる。

　地中の事なので目には見えなかったが、放った霊気の感触から、巨大な魔物が穴だらけになったのを感じ取れた。

　地上に現れていた無数の蔓も、光の粒りゆう子しとなって消滅する。よし、間違いなく倒せたようだ。

　僕は胸を撫で下ろし、そして一いつ拍ぱく遅れて愕がく然ぜんとした。

「魔ま石せきが取れない」

　そう、地中にいるまま本体を倒してしまったので、魔石が土に埋うもれて回収できないのだ。

　くそっ！　不意打ちから締め殺しにくる悪あく辣らつさといい、何て最悪な魔物なんだっ！

「気持ちは分からんでもないが落ち着くのじゃ」

　荒ぶる僕の肩を、ガーネットが背伸びして叩たたいてくる。

　うん、そうだね。とにかく今は無事を喜ぼう。

　そう思ってルーファの方を見れば、少し赤くなった首をさすっていたものの、大きな怪け我がはなさそうだった。

「出会った時といい、アルバ様がいなければ全滅していましたね」

　そう礼を言って、彼女は深く頭を下げてくる。

　いや、僕達はもう仲間なんだから、お礼を言う必要なんてないよ。

　それよりも、ルーファが無事で本当によかった。

「……ワシの心配はなしか」

「えっ？」

「ところで、此こ奴やつらはどうするのじゃ？」

　ガーネットが何やら呟つぶやいた後で、地面に転がる四人の遺体を指さす。

「放置するのも寝ね覚ざめが悪いですし、地上に連れて帰るしかないでしょう」

　ルーファの言う通り、置き去りになんてできない。

　魔物は魔力の塊かたまりにすぎず、生物のような食欲がないので、死体を食べたりはしないそうだが、あまり放置していたら腐くさってしまう。

　蘇そ生せい魔法が効かなくなるほど腐ふ敗はいする前に、クランの仲間が回収しに来てくれるのだろうけれど、同じ冒険者として見捨ててはおけない。

「死体から金品を盗み取る、邪よこしまな追おい剝はぎもいるのじゃがな」

　ガーネットのちょっと怖い話は聞き逃して、僕は遺体を担かつごうとする。

　だが、ルーファに肩を摑つかんで止められてしまった。

「アルバ様、お待ち下さい。その方法は良くありません」

　えっ、何かまずかった？

「担いだら両手が塞ふさがってしまい、魔物の襲撃を受けた時の対応が遅れてしまうじゃろう」

　ガーネットも真顔で注意してくる。確かにその通りだ。

　では、どうやって運ぶのだろうか？

「こうするのじゃ」

　ガーネットは遺体の背負い袋を探って、中から荒あら縄なわを取り出す。

「パーティーの一人はこうして、仲間が死んだ時用に縄を用意しているものじゃ」

　そう言いながら、遺体の腰に荒縄を結んでいった。

「これなら片手で運べるじゃろう？」

　ガーネットは笑顔を浮かべて、荒縄の片かた端はしを僕に差し出してくる。

　えっ、まさか引きずって運ぶの？

「仕方あるまい。死体担ぎが死体になったら笑い話にもならん」

「お気持ちは分かりますが、帰り道に魔物が出ない保証もありませんから」

　ルーファも申し訳なさそうな顔で告つげてくる。

　冒険者の間ではこれが常識になっているのだろう。でもな……。

　逡しゆん巡じゆんする僕を見て、ガーネットは溜ため息いきを吐つきながら告げた。

「それに、ピカピカに磨みがいた自慢の鎧よろいを、死体の血やら腐ふ臭しゆうで汚したくはあるまい？」

　うん、と頷うなずいたら人として駄目な気がするが、僕の魂たましいは全力で同意を示していた。

　師匠も「郷ごうに入いっては郷に従え」と言ってたし、これが冒険者文化なら仕方ないよね！

　僕はそう自分に言い訳をして、ガーネットと二人でズルズルと四人の遺体を引きずるのだった。
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　僕達は迷宮を出ると、そこからは流石さすがに遺体を担いで七番地・宿屋街へと向かう。

　迷宮の入り口に立っていた新人番兵さんが「手伝いましょうか？」と言ってくれたのだけれど、お仕事の邪魔をしても悪いので遠慮しておく。

　そうして、七番地への城門を潜くぐったすぐ横にある、冒険者の治療や蘇生をしてくれる施設・寺院の前に辿たどり着ついた。

（いつ見ても凄すごいな）

　真まっ白しろい大だい理り石せきに金きん細ざい工くが施ほどこされ、高価なステンドグラスをこれでもかと使用した、目も眩くらむ大きな寺院を見上げて、僕は感かん嘆たんの溜息を漏もらす。

　今までは用事がなかったから、前を通とおり過すぎるだけだったけど、僕みたいな田舎いなか者ものが足を踏ふみ入いれて本当に大丈夫なのだろうか？

「尻しり込ごみしとらんで早はよう行くぞ」

　ガーネットにお尻を叩かれて、僕は内心ビクビクしながら豪ごう華か絢けん爛らんな寺院の扉に手をかける。

　外と同様にきらびやかな玄関ホールに入ると、受付らしき男の神官さんが笑顔で歩み寄ってきた。

「ようこそ、神の子供達よ。迷える魂の救きゆう済さいをお望みですか？」

　えっ？　人生相談に来たわけじゃないんだけど……。

「アホウ、蘇生に来たのかという意味じゃ」

　なるほど、難しい言い回しをするんだな。

　ガーネットの説明に頷きつつ、僕達は担いできた遺体を神官さんの前に下ろす。

　すると、彼は遺体の首にかかっていた白いメダルを見て告げた。

「二階級の方々ですね。お一人あたり金貨二百枚、合わせて金貨八百枚となります」

　えっ、そんなに取られるのっ!?

　僕は驚いて兜かぶとの中で目を剝むいてしまう。だって、地下一階なら魔物一体あたり平均で金貨一枚、地下二階でも金貨四枚くらいだよ？

　パーティーの一人が死んだだけで、魔物何十体分もの稼かせぎが露つゆと消えてしまうなんてあんまりだ。

　そんな僕の視線に気がついているのかどうか、神官さんはまたやんわりと告げた。

「持ち合わせがないのでしたら、まずは帝国銀行に寄られてはいかがでしょうか？」

　それって「金がないなら帰れ」って言ってない？

　とても神に仕える聖職者とは思えない言葉に、憤いきどおりを通り越して呆あきれてしまう。

　そんな僕の耳元で、ルーファが小声で囁いた。

「ここの渾あだ名なは『ぼったくり寺院』と言いまして、がめつい事で有名なのです」

　なるほど、合が点てんがいったけど納得がいかない。

　ゴルドー帝都は冒険者の活躍によって発展したと聞くのに、その冒険者から大金を巻き上げようだなんて最悪じゃないか！

　不満を募つのらせる僕に、ルーファが少し困った顔でまた囁く。

「高めの値段設定にする事で、金貨を帝国側に回収するという目的もあるのです。魔石の換かん金きんで支払ってばかりだと、帝国の国庫が空になってしまいますので」

　あぁ、そこまでは考えが至いたらなかった。

　冒険者の稼ぎはとても高い。一般的な兵士の月給が金貨十枚と聞いた事があるけれど、それを一日とかからずに稼げてしまう。

　まだ日が浅い僕でさえ、既に金貨五百枚も貯金があるほどだ。一番強い六階級冒険者ともなると、一日で何千枚と稼ぐのだろう。

　それだけ大量のお金を手に入れながらも、使い道の方は意外と少ない。

「高級料理を食くい漁あさったり、高級娼婦に貢みついだりすれば、金貨百枚なんぞ一日で消し飛ぶぞ？」

　ガーネットがちょっと意地悪な顔でツッコミを入れてくる。いや、確かにそうかもしれないけれど、僕が言いたいのはそうじゃなくて……。

「冒険に必要な強い武器や防具が、意外と売っていないという事ですね？」

「あぁ」

　助け船を出してくれたルーファに、僕は強く頷き返す。

　この前、二人と一緒に五番地の商店街を見て回って気がついたのだけれど、僕の漆しつ黒こく鎧よろいや赤い大剣みたいな強い武具が、店頭には置いてなかったのだ。

「鉄製の武具や使い捨ての魔ま札ふだなら余っておるが、天然の魔導具は希レ少アじゃからな。運良く手に入れたのに手放す者は少ないのじゃ」

　ガーネットの言う通り、自分の命に直結する強い武具を、お金のために売り払うなんて、借金取りに追われている人くらいだろう。

「より優すぐれた物が手に入っても、予備として保管しておくか、クランの後輩に譲ゆずるのが基本で、市場にはあまり流れないそうです」

　ルーファの補ほ足そくに僕は納得して頷く。そうか、クランに加入すると全滅した時に回収して貰もらえるだけでなく、そういったメリットもあるのか。

　僕は爺ちゃんに貰ったこの大剣『悪魔[image: ]いデーモン・イーター』と漆黒鎧『摂理の守護者プロビデンス・ガード』があるからいいけど、ガーネットはこの先苦労しないだろうか？

　そう心配の視線を向けると、ガーネットは不ふ敵てきに笑って愛用のメイスを掲かかげた。

「魔導具までとはいかぬが、ワシには親父殿お手製のこれがある。気にするでない」

　確かに、純粋な鍛か冶じの腕で生み出せる武具としては、最高峰の品質だろう。

　手に合わない魔導具を無理して使うよりも、ずっとガーネットの力になってくれそうだ。

「そこまで身内を褒められるとこそばゆいのう」

　ガーネットはそう言って嬉しそうに頰を赤らめる。ルーファの所と違って親子仲が良いんだな。

　おっと、話を戻そう。とにかく、冒険者は稼いだお金に反して、使い道の方が少ない。

　それこそ僕のようにお金を貯ため込こむ人も多いのだろう。危険性や体力的に何十年と続けられる仕事でもないし。

　けれどそうなると、お金が冒険者の懐ふところに貯まるばかりで、そこから外に出ていかない。

　お金は循じゆん環かんさせないと経済が滞とどこおるとか、婆ばあちゃんの持ってた本にも書いてあったし、冒険者ばかりが金貨を独占するのは良くないのだろう。

「お主ぬしは頭が良いのかアホなのか分からんのう」

　考え込む僕に、ガーネットが珍獣でも見るような目を向けてくる。

　酷ひどい。これでも婆ちゃんから勉強を教わっているから、故郷では五番目に頭が良いと言われているのに。

「微妙な順位じゃのう」

　あと、幼おさな馴な染じみだけは頑かたくなに「馬鹿、鈍どん感かん！」と貶けなしてくるけれど。

「とにかく、蘇生魔法の料金が高いのには、冒険者が貯め込みがちな金貨を回収するという理由もあるのです」

　クソ坊主が私腹を肥こやしたいだけかもしれませんが──と、ルーファは小声で付け足す。

　そんな僕達の会話が終わるのを待って、神官さんはまた笑顔で告げた。

「遺体のお預あずかりだけでしたら、一日金貨一枚で承うけたまわりますよ？」

　うわっ、乙女亭の宿泊費よりも高いだなんて、また酷いぼったくり価格だ。

「遺体の防ぼう腐ふ処しよ置ち代だいも含ふくまれていますから……」

　ルーファのフォローも弱々しい。やっぱりぼったくり寺院なんだな。

「そもそも、ワシらは此奴らの仲間ではないのじゃが」

　だからお金を払う義理はないと、ガーネットは床に並べた遺体を指さす。

　すると、神官さんはまた遺体を調べて、胸元から小さなバッジを取り出した。

「青い星の図柄ですか。クラン・流りゆう星せい同どう盟めいの方々ですね」

　何その名前、格好良いっ！

　つい胸が高鳴る僕を見て、ガーネットは呆れた顔をしながら神官さんに告げる。

「クランに所属しているのならば、そこの者達が蘇生費用を払ってくれるのじゃろ？」

「はい、その通りです」

「では、ワシらがその流星同盟とやらに──」

「いえ、ここは寺院の方々にお任まかせ致いたしましょう」

　ガーネットが言いかけた言葉を、ルーファが妙みように強い口調で遮さえぎる。

　急にどうしたんだろう？　不思議に思う僕を余よ所そに、彼女は笑顔を浮かべて神官さんに話しかけた。

「流星同盟の皆様には、暗あん黒こく騎き士しアルバ様がこちらの方々をお助けしたと、それだけ伝えて頂ければ結構です。あとは全てお任せ致します」

「分かりました、そのように取り計らいましょう」

　神官さんは妙に嬉しそうな顔で頷くと、他の人達を呼んで遺体を奥に運んでいった。

　これで用は済んだようで、背を向けて寺院から出て行くルーファを、僕達も慌てて追いかける。

「あれでよかったのか？」

　ガーネットが不満そうな顔でルーファに問いかける。

「ワシも礼金をせびるつもりはないが、生なま臭ぐさ坊主の懐ふところが膨ふくらむのは業ごう腹はらなのじゃ」

　えーと、どういう事？

　全く意味が分からず首を傾かしげる僕に、ルーファは急に頭を下げてくる。

「勝手な真ま似ねをして申し訳ございません。実を言いますと、迷宮で全滅していた遺体を回収して届けると、その謝礼金を頂ける事になっているのです」

　へー、そうだったんだ。

「確か蘇生費用の一割から二割くらいじゃったか？」

「えぇ、ですから今回の件ですと、金貨八十枚から百六十枚という事になりますね」

　うわー、結構な額だな。蘇生費用だけでも大変なのに、そんなに取られたら流星同盟の人達は財さい布ふが空からになってしまわないだろうか。

「それもあって、できるだけ同じクランの仲間達で回収するのです」

　ルーファの説明に僕は深く納得する。仲間なら高い謝礼金を払う必要もないものね。

　こうして考えると、クランに入るメリットって本当に多いんだな。

「まぁ、別のクランが回収したとしても、何かあった時はお互い様という事で、酒代程度で済ませる事も多いそうじゃがのう」

　ガーネットの補足にも僕は頷く。あまり酷い料金を取って恨うらみを買えば、自分達が全滅した時に何をされるか分からないものね。『情けは人のためならず』とはよく言ったものだ。

　それに、夢のマイホームを建てるためにお金はいくらでも欲しいけれど、困っている人達から搾しぼり取とるような真似はしたくない。

　だから、ルーファが謝礼は不要だと断ったのも、僕は正しかったと思う。

「そう言って頂けると助かります」

　僕がグッと親指を立ててみせると、ルーファは嬉しそうに笑ってくれた。

　しかし、するとガーネットは何が不満だったのだろう？

「言ったじゃろ。ワシも礼金はいらんが、強ごう欲よく神官が儲もうかるのは腹立たしいと」

　いや、何でそこで神官さんが出てくるの？

　訳が分からずまた首を傾げる僕を見て、ルーファは眩まぶしそうに目を細めた。

「アルバ様は本当に心が清らかなのですね。誤解していた自分がつくづく恥ずかしいです」

「えっ？」

「いえ、こちらの話です」

　ルーファは気にしないでくれと、笑って手を振る。

「それで、私達は謝礼金を断りましたよね」

　うん。

「けれど、あの神官はこう言うのです、『私から謝礼金を渡しておきましょう』と」

　……うん？

「そして、流星同盟が私達宛あてに払った金貨を着服するのです」

　いやいや、待って待って！　それ犯罪じゃないっ!?

　慌てる僕に、ガーネットが冷たく言い切った。

「犯罪じゃな、しかし証拠は残らぬ。仮に追及されたとしても、払った払わぬの水みず掛かけ論ろんになるだけじゃ」

　えぇ～、確かに書類とかの証拠はないけれど……。

「冒険者どころか王侯貴族の生死すら握にぎっている寺院は、皇帝とはまた別の権力組織ですから。私が皇女の身分を持ち出したとしても、裁判をすれば負けるかもしれません」

　ルーファの言葉に僕は顔が真まっ青さおになってしまう。

　そんなに恐ろしい組織だったの？　綺き麗れいで荘厳に見えた寺院が、深き迷宮よりも不ぶ気き味みな伏ふく魔ま殿でんに思えてきた。

「今のは言い過ぎかもしれませんが、寺院は敵に回さないほうが良いという事です。逆に言うと、味方にしておけば何かと便利な相手でもあります」

「じゃから、謝礼金の着服を黙もく認にんするという形で、借かりを作ったのじゃな」

　ワシは好かぬ真似じゃがと、ガーネットは渋しぶい顔をしながらも、ルーファの作戦を認めて頷いた。

　なるほど。それで『あとは全てお任せ致します』と、意味深な台詞せりふを告げたのか。

　あの一瞬でそこまで計算していただなんて──

「ルーファは聡そう明めいだな」

　声に出して褒めると、彼女はまた嬉しそうに照れ笑いを浮かべた。

「ありがとうございます、アルバ様」

「これでも皇女様としてお勉強をしてきたからのう」

　そう皮肉っぽく告げるガーネットも、すぐにルーファの意い図とを見抜いたあたり、教養の高さが窺うかがえる。

　皇族やその友人って大変なんだな。僕も勉強はしてきたつもりだったけれど、とてもついていける気がしない。

　きっと相当な天才じゃないと、ルーファの旦だん那なさんは務つとまらないのだろう。彼女に惚ほれてしまった男性は気の毒だな。

「ルーファよ、泣くでないぞ？」

「な、泣いてません！」

　僕が感心している横で、何な故ぜかルーファが涙を堪こらえて、ガーネットがそれを慰なぐさめていた。

　それが少し気になったものの、永遠の乙女亭が見えてきたので、僕は二人に手を振った。

「じゃあ」

「うむ、流石に今日はこれで終わりとしよう」

「ではまた明日、よろしくお願い致します」

　そう言って別れ、僕は乙女亭に足を踏み入れる。

『ところで、あの魔物じゃが』

『念のため図ず鑑かんを洗い直してみないと──』

　背後から漏れ聞こえてきたルーファ達の会話から、妙に嫌な予感を覚えたものの、引き返して尋たずねるのも悪い気がして、そのまま自室へと向かう。

　それに、この後にはチドリさんとの手合わせが待っているのだ。
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　僕は食事を済ませて少し休きゆう憩けいしてから、木刀を持って八番地の隅すみへと向う。

　ちなみに漆黒鎧は脱いできた。チドリさんが鎧を身に着けていないのに、こちらだけフル装備で行くのはフェアじゃない。

　それに鎧で防御を固めていると、どうしても心の片隅で安心してしまい、剣のキレが僅わずかに鈍にぶってしまう。

　極きよく限げんの技を磨き合うのに鎧は不要なのだ。漆黒鎧の格好良さを自じ慢まんできないのは残念だけど。

「来たか」

「はい」

　先に来て素す振ぶりをしていたチドリさんに、僕は頷いて木刀を構える。

　そうして日が傾かたむくまで、互いの剣をぶつけ合った。

「良き時間だった、感謝致す」

「こちらこそ」

　汗を拭ぬぐって律儀に礼をするチドリさんに、僕も笑って礼を返す。

「ところで、何か気づいた事はなかったか？」

　そう問われて、僕は先程までの手合わせを反はん芻すうする。

　チドリさんの剣は常に鋭く、少しでも気を抜けばこちらの首が飛ぶかと思うほどだ。

　ただ、純粋な剣技──人を斬るための技術として見ると、少しだけ粗あらが見える。

　特に太た刀ちのような『斬る』ための武器を使う場合、剣には力や速度よりも『早さ』が求められる。

　人間は血管を斬るだけでも死ぬのだから、骨を断たつほどのパワーは必要ない。威力を出すためのスピードも必要ない。

　必要なのは敵に動きの起こりである『機き』を悟さとられず、回避や反撃の余裕も与えずに『早く』刃を当てる技術だけ──と師匠に教わった。

（でも同時に「魔物相手では無意味だが」とも言ってたんだよね）

　実際、迷宮に潜ってから実感した。例えば今日、地中から襲いかかってきた無数の蔓とか、人間相手の剣技は全く通用しない。

　チドリさんもそんな風に、数多あまたの魔物と戦ってきた事によって、早さを犠牲にして威力を上げた剣を身に付けたのだろう。

（けれど、それは本人が一番自覚しているだろうし、僕が指摘する意味はないしな……）

　そう思ってチドリさんを見ると、何か期待するような目をして、両手の指を忙せわしなく絡ませていた。あっ、これは気がつかないとマズいやつだ。

　僕は手合わせの時以上に全神経を動員して、彼女の頭からつま先まで素早く確認し、昨日との相そう違い点てんを導き出す。

「赤いリボン」

　そう、チドリさんがポニーテールの根元を縛しばっている紐ひもだが、昨日はただの白い布だったが、今日は東方風の柄がらが入った深しん紅くのリボンだったのだ。

「可愛かわいいね」

「きゅ、急に何を申すか！　某それがしのような無ぶ骨こつ者ものに可愛いなどと……」

　チドリさんは声を荒らげながらも、嬉しそうに頰を赤く染める。

　よかった、正解だったみたいだ。幼馴染みが髪型や服装を変えた時、今みたいに聞いてくるから、そうじゃないかと思ったのだ。

　ただ、幼馴染みに比べると、チドリさんの問題は簡単だった。

　僕の四分の一しかない小さな妖精ボディーを見て、三みつ編あみの数を当てろとか無理難題にもほどがある。そのくせ、外すと人の額に流りゆう星せい蹴げりを放ってくるのだ。

　故郷を離れてまだ一ヶ月ちょっとだが、幼馴染みの傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりを懐なつかしく思っていると、チドリさんが少し躊躇ためらいがちに口を開いた。

「それでこの後だが、よければ一緒に食事などいかがだろうか？」

「分かった」

　僕はすぐに頷き返す。この後は夕飯を食べて寝るだけだったから、特に断る理由もないし。

「よかった、では参ろう」

　チドリさんは妙みように安あん堵どした顔で、宿屋街に向かって歩き出す。

　この様子はまさか……一緒にご飯を食べる友人がいないのかっ!?

　僕も帝都に来てルーファ達と出会うまでは、ずっとボッチ飯だったから、その寂さびしさはよく分かる。

　けど、チドリさんにもパーティーの仲間がいるはずだよね？　ひょっとして関係が上手くいっていないのだろうか？

　何にせよ、寂しがっている彼女を放ってはおけない。これからは僕がいくらでも付き合うからね、という思いを込めて、チドリさんの手をしっかりと握りしめる。

「──っ!?」

　すると、チドリさんは驚いてビクッと震えた。しまった、急に馴なれ馴なれしすぎたかな？

　慌てて謝ろうとする僕に、彼女は小さな声で呟いた。

「……某の無骨な手など、握っても楽しくあるまい」

　あぁ、手を握られたのが嫌だったのではなく、そっちが気になっていたんだ。

　確かにルーファの細い手と比べると、チドリさんの指は太く骨ほね張ばっていて、掌てのひらには硬い剣ダコができている。

　けれども、それは彼女が弛たゆまぬ鍛たん錬れんを積んできた証あかしだ。誇ほこるべきものであり、決して蔑さげすむようなものではない。

　そんな思いを込めて、僕はチドリさんの手を撫でる。

「綺麗だ」

「な、何を言うか。こんな女らしくない手など──」

「綺麗だ」

「～～っ!?」

　僕が重ねて断言すると、チドリさんは何故か急に顔を逸らしてしまった。

「き、貴き殿でんの趣しゆ味みはおかしい」

　酷い、これでも美的感覚には自信があるのに……。

　僕はちょっとヘコみつつも、彼女の手を握ったまま宿屋街に戻り、そのまま永遠の乙女亭に足を向けた。

　すると、チドリさんが驚いて声を上げる。

「ここで食べるのか？」

　あれ？　チドリさんと最初に会ったのもこの乙女亭だし、てっきり好きなお店なのかと思っていたけど、問題があったのだろうか。

　そんな戸と惑まどいの視線を向けると、彼女は勢いよく首を横に振った。

「いや、某もここの食事は好きだ。ここにしよう」

　よかった。実を言うと他のお店に入った事がろくにないから、断られたらどうしようかと。

「……そうだ、いきなり小こ洒落じやれたバーになど連れ込んでは、はしたない女だと思われてしまうし、ここでよかったのだ」

　チドリさんは何か悔くやしがるような顔をしつつ、僕の手を引いて乙女亭の扉を開く。

　すると、こちらを見た冒険者達が一斉に驚いて目を剝いた。

『おい、チドリと一緒にいるあの男は何だ』

『見かけない顔だが、ひょっとして白はく翼よく団だんの新しいメンバーか？』

『そんな、チドリお姉様が男と手を繋つないでいるなんてっ!?』

『あの男、許せない、ギギギッ！』

　……何故だろう、一部の女性から凄すさまじい殺気を感じるんだけど。

　怯おびえる僕を余所に、チドリさんはむしろ誇らしげに胸を張って、隅の空あいていた席に座る。

　そして、向かいに座った僕に向かって、申し訳なさそうに切り出した。

「ところで、今さらで申し訳ないのだが、貴殿の名前を教えて頂けないか？」

　あっ、名乗っていなかったっけ？　それは失礼な真似をしてしまった。

「アルバ」

「ふむ、アルバ殿どのか……うん？」

　チドリさんは何か引っかかる事でもあったのか、暫しばし首を傾げていたが、僕の視線に気がついて慌てて頭を下げてきた。

「失礼致した。既にご存じやもしれぬが、某は白はく陽よう流りゆう剣術を伝える風カザ間マ家が長女、千チ鳥ドリと申す」

「どうも」

　とても丁寧な挨あい拶さつに、僕もお辞じ儀ぎを返す。

「さて、もう一つお聞きしたいのだが──」

「ご注文はいかがなさいますか？」

　チドリさんが言いかけた所で、タイミング悪く店員さんが話しかけてきた。

「……いつものを」

　間を外されて少し不機嫌そうにしつつも、チドリさんはメニューも見ずにそう答える。

　か、格好良い！　よし、ここは僕もスマートに──

「同じ物を」

「「えっ!?」」

　僕の注文を聞いて、チドリさんと店員さんが同時に声を上げた。

　ちょっと格好つけただけなのに、そんなに驚かなくてもいいのに……。

　思わずヘコむ僕に対して、店員さんは恐る恐る尋ねてきた。

「チドリ様と同じですと、米を主体とした東方の料理──和食になりますが、本当によろしいのですか？」

　あぁ、メニューに驚いていただけで、「田舎者がなに格好つけてんの？」って意味じゃなかったのか。

　僕はほっと胸を撫で下ろしつつ、店員さんに頷き返す。

「構わない」

「……畏かしこまりました」

　店員さんは少し心配そうな顔をしながらも、注文を知らせに厨ちゆう房ぼうへと戻って行く。

　それを不思議に思って首を傾げていると、チドリさんが目を丸くして尋ねてきた。

「和食を召めし上あがるのか？」

「あぁ」

　僕は頷き返しながら、彼女達が驚いていた理由をようやく悟る。

　そうか、帝都の人達って普通は和食を食べないのか。東方にある和わノの国くにの料理だし、食べる機会自体もないのだろう。

　西方出身でありながら和食に慣なれている僕の方が珍しいのだ。

「どちらで和食を？」

　訝いぶかしむチドリさんに、隠す事でもないので素直に答える。

「僕の故郷で、師匠が稲いねと大だい豆ずを育てている」

「アルバ殿の剣の師匠が？」

　予想外の答えだったらしく、チドリさんは驚いて目を丸くした。

　まぁ確かに、妖精島イ・ラプセルの土地を耕たがやして、稲と大豆を育てた人なんて前ぜん代だい未み聞もんだよね。

　何故そんな事になったのかといえば単純で、故郷の味を懐かしんでいた師匠のために、爺ちゃんが東方まで行って稲と大豆を買って来てくれたのだけど、何度も買いに行って貰うのは申し訳ないからと、自分で育てる事にしたからだ。

　ちなみに、爺ちゃんはいつもどおり東方の黒髪美人と浮気をして、いつもどおり婆ちゃんから拷問おしおきを受けていた。

　という経緯を、妖精島の事は隠しつつ説明すると、チドリさんは唖あ然ぜんと口を開けてしまった。

「アルバ殿に教えを説いたほどの剣術家が、食くい扶ぶ持ちのために畑を……」

　そんなに変だろうか？　僕も果物くだものを採とるかたわら、師匠の畑を手伝っていたし、ご飯のために働くのは妖精でも人間でも変わらない、生命の営いとなみだと思うけれど。

「いや、優れた剣術家ならば農民の真似などせずとも、その腕を生かして食う道などいくらでもあろうと思ってな」

　僕の疑問を読み取って、チドリさんはそう答える。

　確かにその通りだけど、師匠は妖精島から出られない理由があったから……。

　さて、どう説明したものかと考えていると、先程の店員さんが料理を運んできた。

「お待たせ致しました」

　そう言ってご飯に豆腐のお味み噌そ汁しると、魚のお刺身を並べていった。

　この赤い身は海の魚だよね？　帝都は海から少し離れているから、川魚ならともかく海魚とは珍しい。魔術で冷凍保存して運んできたのだろうけど、こんな高価そうなお刺身が出るなんて、乙女亭の和食って豪勢なんだな。

　僕がそう感心していると、チドリさんはまた目を丸くして店員さんに声をかけた。

「待て、こんなメニューは始めて見るが、どういう事だ？」

「その、店長が『赤飯の代わりだ』とか何とか言って……」

　店員さんは困った顔でそう言いながら、さらに飲み物が入った東方の陶とう器き──徳利とつくりと杯さかずきを並べた。

「くっ、余計な真似を！」

　店長さんの心遣いに、チドリさんは何故か頰を赤らめる。久しぶりのお刺身で興奮しているのだろうか？

　なら早く食べたいだろうと思い、僕は手を合わせて食材への感謝を捧ささげる。

「いただきます」

「店長に文句を言いたいが、まずはいただこう」

　チドリさんが溜息を吐いて箸はしを取ると、僕達は揃そろってご飯を食べ始めた。

　うん、お刺身は身がプリプリしていて美お味いしい。ご飯もほんのりと甘くて、良いお米を使っているのが分かる。店長さんは和食を作るのも上手なんだな。

　僕も和食は久しぶりなので、夢中になって平らげる。

　隣席の冒険者達から「あいつら何で生魚を食ってんだっ!?」みたいな視線が飛んできているけど気にしない。

　寄生虫の心配をしているのだろうか？　釣つって直すぐに内臓を取とり除のぞいたうえで、氷の魔術で冷凍しておけば問題ないのだけど。

　ともあれ、僕が夢中で食事を楽しんでいると、チドリさんは嬉しそうな笑みを浮かべた。

「うん、やはり同じ食事を楽しめる相手でなければな」

　ボッチ飯じゃない、誰かと一緒に食べる食事が楽しいのか。

　なら、今度はルーファやガーネットも呼んで四人で一緒に食べよう！

「今、何やら不ふ快かいな気配を感じたのだが……いや、気のせいだろう」

　チドリさんは一瞬、鋭い目つきをしながら箸を置いて、再び僕の目を見つめてくる。

「先程の続きだが、アルバ殿の師匠についてお聞かせ願えないだろうか」

「うん？」

「あれほど優れた剣術を授けられた方となれば、さぞやご高名な剣士とお見受けする。是ぜ非ひともお名前を伺うかがいたい」

　なるほど。でも困ったな、実を言うと──

「師匠の名は、知らない」

「えっ？」

　僕の答えを聞いて、チドリさんはまた驚いて声を上げる。

　申し訳ないのだけど、僕も本当に師匠の名前を知らないのだ。

　師匠は事故に遭あって妖精島に流れ着いたのだけど、その時のショックによるものか、記憶を失って自分の名前も思い出せなかったのだ。

　けれども、体に染みついていた技は忘れておらず、僕は剣術を教えて貰って、それで師匠と呼ぶようになった。

　で、暫しばらくして無事に記憶は戻ったのだけれども、師匠は「かつての某は死んだも同然。ならば名もまた無意味」とか言って、今まで通りの呼び方を望んだ。

　それで、僕も島の妖精達も「師匠」や「シショーさん」と呼んでいたから、誰も本名を知らないのである。

　という事を掻かい摘つまんで話すと、チドリさんは難しい顔で考え込んでしまった。

「名を明かせぬほどの大罪でも犯したのか？　それほどの極悪人が大陸に逃げおおせたなど、やはり耳にした覚えがないのだが……」

「チドリさん？」

　僕が声をかけると、彼女はハッとして顔を上げた。

「失礼致した、残念だがそのような事情とあらば致し方あるまい。その代わりと言っては何だが、アルバ殿の事をお聞かせ願えないだろうか」

「僕の？」

　と言われても何を話せばいいのだろう。迂う闊かつな事を口にすると、妖精島や交雑種ハイブリツドの事がバレてしまうし……。

　思わず考え込む僕を見かねてか、チドリさんの方から話題を切り出してくれた。

「そう難しい話ではなく、ご趣味などを聞かせて頂けないかと」

　あぁ、そういう話でよかったんだ。なら簡単だ。

「鍛錬、読書」

　……答えてから気づいたけど、ありきたりで面白みのない趣味だな。

　見栄を張ってもっと格好良い事を言っておけばよかっただろうか。でも都会で流は行やってる格好良い趣味って何だろう。鷹たか狩がり？

　僕は恐る恐るチドリさんを窺うが、意外にも彼女は笑みを浮かべていた。

「肉体を鍛きたえ、知識を蓄たくわえる。うむ、男子たるものそうでなくては」

　思った以上に好感触だったようで僕は胸を撫で下ろしつつ、逆に聞き返す。

「チドリさんの趣味は？」

「そ、某かっ!?　いや、その……鍛錬と読書だろうか」

　チドリさんは暫く躊躇ったあと、何故か恥じらうように小声で答えた。

「僕と一緒だ」

　同じ趣味の人がいた安堵感も合わさって、僕は微笑ほほえみ返す。

　すると、彼女は急に頰を赤くして、まるでそれを誤魔化すかのように、徳利の中に入っていた透き通った清せい酒しゆを杯に注そそぎ、一気に飲み干した。

「しかし、女子ならば裁さい縫ほうや琴ことを趣味にするべきであろう！」

　急に怒鳴り声を上げて、ダンッと杯をテーブルに叩きつける。

　心なしか目も据すわっており、吐く息も酒臭い。そんなに強いお酒だったのだろうか？

　僕も少しだけ杯に注いで舐なめてみるが……熱っ！　よく冷えた冷れい酒しゆなのに、触ふれた舌が一瞬で熱くなった。酒精アルコールが強すぎるなんてものじゃない。

　急いで水を飲む僕を余所に、チドリさんは再び杯を呷あおる。

「剣を振り武術書を嗜たしなむなど男のする事だ。だが、風間の家と白陽流を継つぐ者が某しかいなかったのだから、仕方がないではないかっ！」

　チドリさんはさらに顔を赤くして三度杯を呷る。

　あの、酒精が強すぎるし、そろそろ止やめた方が……。

「だいたい、情けない弟子共が悪いのだ。十にも満たぬ女子に負けておいて『流石は東方無双と呼ばれたお父上の子だ』などと、褒めそやす前に己を恥じんかっ！」

「あ、あぁ」

　すっかり出来上がったチドリさんに、僕は逆らえずただ頷き返す。

　浮気した爺ちゃんを折せつ檻かんしたあと、婆ちゃんが決まってお酒を飲んで酔よっ払ぱらうのだが、そういう時は大人しく愚ぐ痴ちを聞くのが一番だと、身に染みて分かっているのだ。

「剣の道を行くと決めたのは某で、そこに後悔はない、ないが……一人でも某より強い弟子がいたら、普通の女子として生きられたのではないかと」

　チドリさんはテーブルに突つっ伏ぷしながら、僕の目をじっと見上げてくる。

「アルバ殿が弟子だったらよかったのに……」

「すまない」

　僕は謝りながら、チドリさんがこれ以上お酒を飲まないように、杯を持った右手をそっと押さえる。

　すると、彼女はより顔を真っ赤にして、左手で徳利を摑んで直接呷った。

「ぷはっ！　アルバ殿はよい男子だな～」

　酔っ払って幼児退行でもしているのか、チドリさんは普段の硬さが抜けた声を上げながら、僕の手を握り返してくる。

「アルバ殿もこんな厳いかつい女など嫌いだろう？」

「いや」

　僕は迷わず首を横に振る。酔っ払いには逆らわないという鉄てつ則そくを別にしても、彼女を嫌いになるはずがない。

「貴方あなたは素敵な女性だ」

「どこが？」

「一いち途ずなところ」

　チドリさんと何時間も手合わせしたからこそ分かる。彼女がどれほど真しん摯しに剣と向き合ってきたのか。

　あれほど鋭く精せい緻ちな剣を身に付けるのに、彼女は人生の大半を注ぎ込んできたのだろう。

　普通の少女達ならば家事や仕事を学び、友達や恋人と遊んでいた時間さえも使って。

　それを羨うらやむ気持ちは消せなくても、後悔せず真まっ直すぐに生きてきた姿は格好良いと思う。

「あと、とても可愛らしい」

　初対面の時といい、手合わせをする事になった時といい、チドリさんはこっちの話を聞かずに早とちりするようなところがある。

　今酔っ払っている事もそうだけど、真ま面じ目めで優れた侍のわりには抜けているというか、ちょっとポンコツ気ぎ味みというか……。

　けれど、そんなところが親しみを抱かせて可愛らしいと思うのだ。

　そう言って微笑むと、チドリさんはポーと酔っ払った目で僕を見上げてきた。

「……可愛いなど、母上以外には初めて言われた」

　へにゃ～と崩れるような笑みを浮かべるチドリさんは、誰がどう見ても可愛らしい。

　普段からそういう顔を見せていれば、皆が可愛いと言ってくれると思うのだけど。

「なあ、アルバ殿」

　チドリさんは僕の名前を呼びながら、ゆっくりと身を起こした。

「某はずっと、私を攫さらってくれる王子様に憧あこがれていた……」

　一人称が変わっているのは、侍になる前の彼女が顔を覗のぞかせているからなのだろうか。

　流石に酔いすぎではないだろうか。僕は心配になって席を立ち、チドリさんの背中を撫でようと側そばに寄る。

　すると、彼女は濡ぬれた唇を近づけてきて──

「アルバ殿、私のおう……おえぇぇぇ～～～っ」

　思い切り吐いた。

　うん、チドリさんはやっぱり真面目にポンコツだ……って現実逃避をしている場合じゃない。ど、どうしようっ!?

「やれやれ、堅かた物ぶつに春が来たお祝いにと、秘蔵の酒しゆ呑てん殺ごろしをご馳ち走そうしてやったというのに、勿もつ体たいない事をする娘だね」

　僕が途と方ほうに暮れていると、雑ぞう巾きんを手にした店長さんが足音もなく現れた。

「ここは私がやっておくから、あんたはそいつを介かい抱ほうしてやりな」

「すみません」

　僕は店長さんに頭を下げると、グッタリと意識を失っているチドリさんを抱き上げ、ひとまず二階の部屋に運ぶ事にした。

『神速のチドリでも酔っ払うんだな……』

『いやそれよりも、このままじゃチドリの奴、あの男に頂かれるんじゃないか？』

『何て羨ま、憎にくたらしいっ！』

　階段を上がる僕の背中に、他の客達から疑惑と嫉しつ妬との視線が突き刺さってくる。

　うぅ、また変な噂うわさが立ってしまう……。

　僕は心の中で涙を流しながらも、自分の部屋にチドリさんを運ぶのだった。
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　永遠の乙女亭でそんな騒ぎが起きていた頃、ルーファは自室で書物を開き、調べ物に没ぼつ頭とうしていた。

「やはりない」

　彼女が見ていたのは『魔物図鑑』と題された古びた本で、名前の通り深き迷宮に現れる全ての魔物が、攻撃方法や弱点など細部まで網もう羅らされている。

　約千年の時をかけて、数多の冒険者達が調べ上げた英知の結晶であり、これを読み込んでおけば初めて遭遇した魔物が相手でも、有利に戦う事ができる。

　冒険者の嗜みとして、ルーファは図鑑の内容を全て記憶しており、今さら読み返しても新しい発見はない。

　その『無い』という事が問題だったのだ。

「地中から襲ってきたあの魔物、仮に『潜伏植物ヒドウン・プラント』とでも名付けましょうか。その情報がどこにも書かれていません」

　図鑑に載のっていない魔物など、それこそ前ぜん人じん未み踏とうの地下七階にしか残っていないはずなのに、地下二階で遭遇したヒドゥン・プラントの情報が、どんなに探しても見つからない。

「ガーネット、そちらはどうですか？」

　ルーファは手元の本を閉じ、向かいで別の図鑑を調べていたガーネットに問いかける。

　だが、彼女もゆっくりと首を横に振った。

「駄目じゃ、こちらの新装版にも載っておらぬ」

　魔物の数はともかくその種類は、最初の冒険者である初代皇帝の時代から変わっていないと言われている。

　ただ、近年になって魔物の研究に没頭する学者が現れた事で、新たな発見がなされていた。

　例えばカタパルト・プラントの中には、妙に急所を狙ねらってくるのが上手い固体がいたのだが、それは見た目こそ似ているが別種の魔物『狙撃植物スナイプ・プラント』だという事が分かった。

　このような新発見があるため、魔物図鑑は数年に一度の割合で更新されており、全ての版を集めているコレクターも存在している。

　ガーネットが目を通していた物は、わざわざ書店で購入してきた最新版であったのだが、そちらにもヒドゥン・プラントの情報は全くなかったのだ。

「そうですか。やはり、あれは新種の魔物で間違いありませんね」

　ルーファは断言しながら険しい表情を浮かべる。

　約千年の間、代かわり映ばえのなかった迷宮の魔物達。そこに突とつ如じよとして新顔が増えたのだ。

　しかも、明らかに場違いな戦闘力を持っていた。

「ガーネット、二階級の冒険者にあのヒドゥン・プラントを倒せると思いますか？」

「どうじゃろうな。少なくともアルバの真似はできまい」

　ルーファの問いに、ガーネットも渋い表情で答える。

　地下二階で鍛えた程度では、地中に潜んだ魔物に対して、霊気の刃を放って倒すなんて真似はできない。あれは六階級の実力を持つアルバだから可能な芸当なのだ。

「地上に現れた蔓を全て斬り落とせば、本体が現れるのかもしれぬが、二階級では厳しいじゃろうな」

「そうですね、あの四人組がそうであったように、奇襲を受けて反撃をする暇ひまもなく絞め殺されるのがオチでしょう」

　ルーファ達が寺院に届けた二階級の冒険者達。迷宮の中程まで進んでいた事からして、彼らとて決して弱くはなかったはずなのだ。

　それが善戦した痕こん跡せきもなく、あっさりと全滅していた。

「ヒドゥン・プラントの強さは明らかにおかしい。地下二階の魔物とは思えません」

　絞められた首の痛みを思い出して、ルーファは額に冷や汗を浮かべる。

「迷宮に出現する魔物達は、まるで神がそう計らったかのように、冒険者の手で倒せる強さのモノしか現れません」

　地下一階だけを見ても、小型犬人コボルトから愚鈍な巨人トロールまでと、その強さに幅はあるものの、決して倒せない敵は現れない。

　それこそ地下六階の暗黒騎士を除けば、たとえ階層守護者であろうとも、その階で鍛えて仲間を集めれば必ず勝てるのだ。

　しかし、そんな基準から外れた強力すぎる魔物が新たに現れた。

「これが凶事の先さき触ぶれ──終しゆう焉えんの魔神が復活する予よ兆ちようと感じるのは、私の考えすぎですか？」

「いや、お主が正しいじゃろう」

　不安を募らせるルーファに、ガーネットは頷き返す。

　終焉の魔神が復活するまであと一年、今までこのような異変が起きなかった事の方が幸運なのだろう。

「腹立たしいのは、この新たな証拠を突きつけたところで、あのクソ親父達が考えを改めないという事です」

「試ためしもせずに断言するのはどうかと思うぞ？」

　憤るルーファを窘たしなめながら、ガーネットもおそらく無理だろうと悟っていた。

　既き得とく権けん益えきにしがみつく皇帝一派が、この程度で意見を覆くつがえすならば、ルーファ達の邪魔をしアルバを殺そうとするはずもない。

「ただ、この異常事態を知った冒険者達は、危機感を抱いてくれるかもしれません」

　ルーファはそう期待しながらも、全てを明かせないもどかしさに歯は嚙がみする。

　迷宮の奥底に眠る終焉の魔神が、あと一年で目覚めて世界を滅ぼす。

　それを全ての冒険者達に明かしてしまおうかと、ルーファは一度ならず考えた事がある。

　だが、熟考の末に諦あきらめた。噓うそだと笑われる事よりも、信じ込まれた場合が問題なのだ。

　世界の危機だから皆で協力して戦おうなんて、そんな都合の良い展開には絶対にならない。自分達だけでも生き残ろうと、帝都を見捨てて逃げ出す輩やからが大半だろう。

　そして、帝国の危機と知った他国の者達が、ここぞとばかりに暗躍を始めるに違いない。

「実に癪しやくですが、私の訴うつたえを退しりぞけたクソ親父達の対応は、正しかったと言わざるを得ません」

　ただ、それなら秘密裏に信頼の置ける冒険者を集めて、地下七階を目指せばいいだけの話である。

　皇帝はそれが可能なだけの権力を持ちながらも、保身のためにむしろ邪魔をしているのだから救えない。

「サー・オックス達の言動からして、今までも様々な妨害をしてきたのでしょうね」

「じゃろうな」

　容易たやすく想像がついて、ガーネットは溜息を吐く。

「六階級の英雄ともなれば、帝国にとって得がたい宝じゃからのう。謀ぼう殺さつするよりも地位や金で懐かい柔じゆうするといったところか」

「クランを崩壊させた傾けい国こくの美女なども、帝国の放った刺し客かくだったのかもしれませんね」

　地下六階の守護者・暗黒騎士を倒しかねないほど、有力な冒険者達が十数人も集まろうとしたその時、蛇へびのように忍び寄って魅み力りよくという毒で亀き裂れつを生む。

　そんな女工作員（または男工作員）が存在したのだろう。

「あのエクレア達からして、女を武器に使う奴らじゃったからのう」

「性しよう懲こりもなく顔を見せたら、今度こそ地獄に落としてやりますよ」

　アルバの気持ちを裏切った三人娘の事を思い出して、ルーファは黒い笑みを浮かべる。

「あいつらのせいで、アルバ様が変な誤解をしてしまったではないですか！」

「それはお主の自業自得じゃ」

　八つ当たり気味に怒ど鳴なるルーファに、ガーネットは冷たくツッコミを入れる。

　都会の女の子が僕に惚れるわけがない──とアルバが勘違いし、ルーファの想いに対してより鈍感になったのは、悲しい事に彼女の自爆に違いなかった。

「ま、まぁ、それよりもですね」

「話を逸らしおったな」

「新種の魔物が現れた事で、冒険者達が危機感を抱いてくれれば、一人か二人は私達の仲間に引き込めるかもしれません」

　真相を公おおやけにはできないが、口の固い相手と見み極きわめた上でなら、事情を話して協力を仰ぐべきだった。

「アルバ様のお力は信じておりますが、私達だけで地下七階に辿り着けると慢まん心しんする気もありません」

　今まで数多の英雄を退しりぞけてきた迷宮の死神、地下六階の守護者・暗黒騎士。

　それをたった三人で倒せると思うほど、ルーファは楽観的でもなければ馬ば鹿かでもない。

「私達も努力は惜しみませんが、どう考えてもあと三人は必要です」

　合わせて六人。それでも勝てる可能性は低いが、信頼できて六階級の実力を持つ者達を、それ以上集めるのは難しいだろう。

「六階級の冒険者は揃いも揃って面倒ですから」

「じゃな」

　城を抜け出して冒険者になったばかりの頃、現状三組いる六階級のパーティーに声をかけた時の事を思い出し、ルーファ達は揃って溜息を吐く。

「まともな性格では地下六階になど辿り着けないと、分かってはいたのですが……」

　冒険者は一階級や二階級でも、死亡さえしなければ十分に食べていけるし、引退後もよい職にありつける。

　三階級や四階級ともなれば、裕福な商人にも負けないほどの富と、騎士や男爵といった下級貴族の地位すら手に入った。

　普通はそこで満足してしまう。地下五階や六階ともなると、巨竜ドラゴンの息吹ブレスや上級悪魔アーク・デーモンの暗黒魔術といった激しい攻撃によって、死体も残らず消滅ロストする危険性が高まってくるからだ。

　血の滲にじむ努力で積み上げてきた力も富も名声も、全てが一瞬で無に帰きすのを恐れたとして、いったい誰が責せめられるだろう。

　五階級や六階級に至った者達は、そんな恐怖を越えて戦い続けた、どこか頭のネジが外れた異常者なのだ。

「偏へん執しつ的てきな『蒐しゆう集しゆう会かい』や、狂信的な『聖せい乙女おとめ騎き士し団だん』はともかく、『白翼団』の皆さんは話が通じると思っていたのですがね」

　変人ばかりな六階級の中で、白翼団の五人は奇跡的なほどにまともだと有名である。

　だから、ルーファも期待して会いに行ったのだが──

「まさかリーダーの聖騎士レオン様に微笑みかけただけで、女魔術師カナリア様が『呪デ殺ス』を唱え始めるとは……」

「お主の顔が争いの種になるのは重々承知しておったが、あの時は流石に肝が冷えたのじゃ」

　愛する男に色目を使った泥棒猫めと、嫉妬した女魔術師の気持ちも分からなくもないが、笑いかけただけで殺しにかかるのは病やんでいるとしか言えない。

　あの様子では聖騎士もさぞ苦労しているだろうと、ガーネットは同情を抱く。

「ともあれ、人手が必要なのは確かじゃな。お主が言った通り、新種の登場によって危機感を抱き、仲間に引き込めるとよいのじゃが」

　おそらく望みは薄いだろうと、首を横に振るガーネットを見て、ルーファは深い溜息を吐く。

「はぁー、こちらの言葉を鵜う呑のみにして働いてくれる、都合の良い手て駒ごまがどこかに転がっていませんかね」

「お主がそういう事を言うと、またろくでもない事が起きそうなのじゃが？」

　エクレア達が加入してきた時の事を思い出して、ガーネットは嫌な予感を抱く。

　だが、ルーファの方は気にした様子もなく立ち上がり、魔物図鑑を本棚に仕舞った。

「仲間捜しの件は後にして、まずは新種の件をアルバ様にご報告致しましょう」

「そうじゃな。ついでにまた一緒に飯でも食うとしよう」

　食事も忘れて調べ物に集中していたせいで、すっかり空すいてしまった腹を撫でて、ガーネットも席を立つ。

　そうして、二人は永遠の乙女亭に向かい、床の掃除をしていた店長にアルバが居るか尋ねたのだが──

「あの坊やなら、チドリの嬢じようちゃんを部屋に連れて行ったところだよ」

「……えっ？」

「……だから言ったではないか」

　予想外の事態にルーファは絶ぜつ句くし、ガーネットはお主がフラグを立てたせいだと、力なくツッコミを入れるのだった。
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　チドリはゆっくりと目ま蓋ぶたを開けると、見知らぬ天てん井じように驚いて飛び起きた。

「ここは、痛いたっ！」

　起き上がった瞬間、頭に激痛が走る。だがそのお陰かげで昨夜の記憶が蘇よみがえってきた。

「アルバ殿どのと食事をして、酒に酔よってしまって……」

　チドリは呟つぶやきながら周囲を見回す。ベッドとタンス、そして机と椅子が一つずつだけ置かれた簡かん素そな板張りの個室で、乙女亭の二階にある部屋の一つだろう。

　そして、見覚えのある黒い木ぼく刀とうと服が、タンスの上に置かれていた。

「アルバ殿の部屋？」

　そう気づいた瞬間、チドリの顔が茹ゆで蛸だこのように赤く染まった。

「ま、まさか朦もう朧ろうとしたまま閨ねやを共にっ!?」

　彼の事は嫌いではない。むしろ好感を抱いだいているが、十八年間守ってきた乙女を捧ささげるのは流石さすがに性急すぎる。

　チドリは慌あわてて体を調べるが、胸のサラシや腰こしの褌ふんどしが外された様子はなく、ベッドのシーツが汚れている様子もなかった。

「何もなかったか……」

　胸を撫なで下おろしてから、少しでも疑った自分を恥はじる。

「アルバ殿ほどの真ま面じ目めな男が、酔よい潰つぶれた無む抵てい抗こうな女を襲うわけもないか」

　まだ出会って数日とはいえ、幾いく度どとなく剣を合わせた相手である。

　木刀でも冒険者の膂りよ力りよくを持ってすれば、額ひたいを割る事など容易たやすい。だからこそ、全力で手合わせしながらも、見事な寸すん止どめでこちらに傷一つ付けなかった彼の技と心を、チドリは深く信頼していた。

「ちと残念ではあるがな」

　偽いつわりのない気持ちを呟き、チドリは苦笑を浮かべる。

　故郷である和わノの国くににいた頃から、彼女に愛を囁ささやく男など一人もいなかった。

　むろん、その凜り々りしい顔立ちに釣つられて邪よこしまな事を企たくらむ輩やからはいたが、木刀で徹底的に打うち据すえてやると二度と現れなかった。

　男と縁えんがなかったのは帝都に来てからも変わらない。駆かけ出だしの頃はチドリより強い男など沢たく山さんいたが、幼い頃からの夢である『美形の王子様』が、冒険者なんてヤクザな稼業をしているはずもなく、恋愛に現うつつを抜かしている余裕もなかった。

　そして気がつけば神速と恐れられる六階級となり、もうすぐ十九歳になるというのに恋愛経験がゼロの未通女おぼこである。

「冒険者になると決めた時より、嫁になる道は半分諦あきらめていたが、男の温ぬくもりを知らぬまま死ぬのは流石にな……」

　和ノ国でも帝国でも十五歳で成人とされており、彼女より若い子持ちも珍めずらしくない年齢になってしまった。

　愛する男と出会うまで清きよい身を守るという貞てい操そう観かん念ねんを恥じる気はないが、おめでた退職をしていく後輩冒険者達を見送るのは、なかなかに心が痛む。

「とはいえ、カナリアよりはましか」

　歳としが離れているからか、それともいつ死ぬとも分からぬ冒険者だからか、本当は気持ちを察しているだろうに、気づかぬふりをして手を出してこない聖せい騎き士しの側そばで、焦しよう燥そうと嫉しつ妬とを募つのらせている同僚の女魔術師に、チドリは深く同情しながら窓を開けた。

　空は既すでに明るくなっている。アルバは既に迷宮へ向かったのだろう。

「起きるまで待っていて欲しかったと思うのは、流石に女め々めしすぎるか」

　チドリは自じ嘲ちようしながら窓から離れ、扉の鍵かぎを開けて部屋を出る。

　そして階段を下りて一階に向かい、数人の客を相手にしていた店長に声をかけた。

「店長、昨夜は迷惑をかけた」

「いいさ、あんたが酔っ払うなんて珍しいものを見られたからね」

　頭を下げて謝るチドリに、店長は気にするなと笑い返す。

「それで、坊主のテクニックは凄すごかったかい？」

「ま、待ってくれ、いかがわしい事は何もなかったのだ！」

　チドリが真まっ赤かになって弁べん明めいすると、店長は驚いて目を丸くした。

「あれの血が入っているとは思えない真面目君だとは思っていたが、据すえ膳ぜんにも手を出さないとは。祖母がさぞや厳きびしく躾しつけたのか、それとも反面教師ってやつかね」

「店長？」

　アルバの素す性じようを知っているような口調に、チドリは疑惑の視線を向ける。

　すると、店長は露ろ骨こつに話を逸そらした。

「はははっ、乙女を捨てられなくて残念だったね。今度は清せい酒しゆだけじゃなく、あっちが元気になる秘薬も用意しておいてやるよ」

「いらぬお世話だっ！」

　尾び籠ろうな笑みに対して、チドリは青あお筋すじを立てて怒ど鳴なり返す。

「しかし、何もなかったとすると、余よ計けいな事を言っちまったかね」

「何の事だ？」

「乙女の嫉妬は恐ろしいって話さ」

　チドリには意味不明な事を呟いて、店長はニヤリと人の悪い笑みを浮かべる。

　そんな彼女達を眺ながめて、他の客達が小声で囁き合う。

『神速のチドリって処女だったのか。意外──でもないな』

『あの生き真ま面じ目めそうな顔で男だん娼しようを買っていたりしたら、流石にショックだわ……』

『チドリお姉様、信じておりました』

「うぐっ……」

　好奇の視線が突つき刺ささってきて、チドリはまた顔を赤くして、早くこの場から逃げ出そうとする。

　だが、出入り口に向かう彼女の背中を、店長が慌てて呼び止めた。

「待ちな。吐と瀉しや物ぶつの清掃代、銀貨一枚だよ」

「守しゆ銭せん奴どめ！」

　珍しいものを見られたとか言っていたくせに、結局は金を取るのかと、チドリは怒りを込めて銀貨を投げつける。

　だが、常人なら殺せるほど勢いのついた銀貨を、元六階級の店長は軽々と二本の指で受け止めるのだった。

「まいどあり」

「ふんっ！」

　チドリは怒りに鼻を鳴らしながら、勢いよく乙女亭を飛び出していく。

　そして白はく翼よく団だんの屋敷に帰ってきたのだが、仲間達は既に迷宮へ向かったあとのようで、メイドが一人で掃除をしていた。

「お帰りなさいませ」

「余あまり物ものでいいから何か食べさせてくれ。その後で風呂に入りたい」

「畏かしこまりました」

　チドリの要望に応こたえて、メイドは掃除を中断して厨ちゆう房ぼうに向かう。

　そして温め直したスープとパンを食堂に並べると、お湯を沸わかしに風呂場へ向かった。

「アルバ殿に嫌われただろうか……」

　吐はいて空からっぽになっていた腹に温かい食事を収めつつ、チドリは悲しげに眉まゆを曲げる。

　酔って醜しゆう態たいを晒さらした程度で、彼が愛あい想そを尽つかすような薄情者とは思っていないが、やはり女としては恥ずかしい。

　思い出してまた赤面しつつも料理を食べ終えると、丁度良くメイドが現れた。

「お風呂のご用意ができました」

「ありがとう」

　チドリは礼を言って風呂場に向かう。脱衣所で衣服を脱ぎ、まずはかけ湯で体の汚れを落としてから、たっぷりとお湯の張られた木き桶おけ風ぶ呂ろに浸つかった。

「ふぅ～、蘇る」

　オヤジ臭いと思いつつも、気持ちよくてつい声が漏もれる。

　駆け出しの宿屋暮らしだった頃は、手桶に入れて貰もらったお湯とタオルで体を拭ふくか、公衆浴場で他の客達と共に入るしかなかったのだが、今はこうして一人でゆっくりと湯を楽しめた。

「成なり上あがったものだな」

　僅わずかな路銀と刀だけを手に故郷を飛び出して、この帝都に辿たどり着ついてもう二年以上になるが、昔とは比べ物にならないほどの力と富を手に入れた。

「だからこそ失うのを惜おしむか」

　彼女とて消滅ロストするのは恐ろしい。尻しり込ごみする仲間達の気持ちもよく分かる。それでも──

「チドリ様、入ってもよろしいでしょうか」

　考え事をしていると、風呂場の外からメイドの声が響いてきた。

「どうした？」

「お背中を流しに参りました」

「そうか、では頼む」

　チドリは少し驚きつつも、風呂桶から出てメイドを招まねき入いれる。

「失礼致いたします」

　下着姿で入ってきたメイドに背中を向けて座り、馬ば毛もうのブラシと石せつ鹼けんで垢あかを落として貰う。

「お加減はいかがですか？」

「うむ、心地よい」

　人に体を洗って貰うのは随ずい分ぶんと久しぶりで、チドリは心地よさに目を細める。

　そんな彼女の背中を洗いながら、メイドは落らく胆たんしたように呟いた。

「朝帰りなど初めての事ですから、てっきり大人になられたのだと思っておりましたが、まだ未み通つうのようですね」

「お、お主ぬしっ！」

　それを確認したくて背中を洗いにきたのかと、チドリは振り返って抗議の声を上げる。

　しかし、年上のメイドは涼すずしい顔で聞き流した。

「主あるじの身を案じるのも女中の仕事にございます。いい歳にもなって王子様など夢見ている乙女が、悪い男に騙だまされたのではと心配するのは当然です」

「いい歳は余計だ！」

　本当は好奇心から探っただけだろうと、チドリは怒って言い返す。

　すると、メイドは手を止めて、急に真面目な顔になった。
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「立場をお考えください。神速に取り入り甘い汁を吸おうとする輩は、決して絶たえる事はございません」

　皇族の権力を笠かさに着て、図ずう々ずうしく寄き生せいしてきた少女達が現れたように。

「……そうだな、心配をかけた」

　確かに不注意がすぎたと、チドリは謝って助言を受け入れる。

　そんな彼女の背中にお湯をかけながら、メイドは普段の調子に戻った。

「まぁ、今回は永遠の乙女亭様からご連絡を頂きましたので、滅めつ多たな事はないと思っておりましたが」

　悪党が酔った女子を連れ込むのを見み過すごすほど、乙女亭の店長は節ふし穴あなではない。

「どうせ抱く気も失せるほどの醜態を晒して、相手に呆あきれられたのでしょう？」

「お主、いちいち毒どく舌ぜつがすぎるぞ」

　大たい概がいにしないと解かい雇こするぞと文句を言いつつ、チドリは再び湯船に浸かる。

　すると、仕事を終えたメイドは風呂場から去ろうとしたが、出入り口の前で振り返って微笑ほほえんだ。

「けれど、少し安あん堵ど致しました」

「何がだ？」

「チドリ様が復讐以外にも目を向けられたからです」

「…………」

　温かい湯ゆ気げの漂う風呂場の空気が、一瞬にして冷たく静まりかえる。

　けれども、メイドは物もの怖おじせずに話し続けた。

「ありきたりな言葉でございますが、復讐は何も生み出しません。すっきり爽そう快かいにはなりますが」

「後半のせいで台だい無なしだな」

「けれど事実でございましょう」

　苦笑するチドリのツッコミに、メイドは真面目に言い返す。

「復讐など憂うさ晴ばらし以外の意味はありません。他に気を晴らせる楽しい事があるのなら、命を賭かけてまで行う事ではないでしょう」

　相手が人間の悪党ならば、世のため人のためにも復讐を遂とげるべきかもしれないが、チドリの場合は違う。

「恋をし、女になり、母となる。そんな普通の幸せを摑つかむ事を、お父上も願っているのではありませんか？」

「どうかな。故郷の知恵捨て侍バーサーカーや戦闘狂のオーク共なら、親の無念は死んでも晴らせと言うだろう」

　メイドが本心から心配してくれていると分かっていながらも、チドリは偽ぎ悪あく的てきな笑みを返してしまう。

　復讐よりも娘の幸せを願う。普通の親ならばそうなのだろう。

　けれど、チドリの父親がそんな人物なのか分からない。分からないからこそ、彼女は帝都に来て冒険者となったのだ。

「…………」

「差し出がましい事を申しました」

　黙だまり込こんだチドリに向かって、メイドは深く頭を下げて、今度こそ風呂場から去っていった。

「情けない」

　善意に後ろ足で砂をかけたようで、チドリは自己嫌悪に襲われて頭までお湯に浸かる。

（分かっているのだ。幼よう稚ちな自己満足である事くらい）

　けれど、答えを得て満足するためだけに、今までの人生を剣に捧げてきたのだ。

　今さら死を恐れて逃げ出せば、チドリは己おのれを失って生ける屍しかばねになってしまう。

「だから、暗あん黒こく騎き士しを倒さねばらぬ」

　チドリは湯船から立ち上がり、険しい顔で断言する。

　だがそれは、心の中に迷いがあるからこそ出たものだった。

　自分と互角に打ち合えるほど優すぐれた剣士で、しかも好みの美男子に出会って、女として褒ほめられるのが嬉うれしかった。

　けれども、復讐を誓ちかった侍さむらいとして、色事に浮かれている暇ひまなどない。

　女と侍、二つの自己に挟まれてチドリは葛かつ藤とうをする。

　そして、お湯がぬるくなるほど悩んだ末に、険けわしい表情で風呂場を後にした。
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　酔って眠ってしまったチドリさんをベッドに寝かせると、僕は壁に背を預あずけて目蓋を閉じる。

　チドリさんのためにもう一つ部屋を取ろうかとも考えたけれど、昏こん睡すいしている彼女に何かあったら申し訳ないので、こうして同じ部屋で眠る事にした。

　故郷を出て帝国に辿り着くまでの間に、何度か野宿をした事があるので、僕はベッドがなくても眠れるし、仮に泥棒が入って来ても気がついて起きられる。

　そうして僕も眠りにつき、朝日が昇のぼる頃に目を覚ましたのだが、チドリさんはまだ安らかな寝息を立てていた。

「そっとしておこう」

　無理に起こすのも悪いので、僕は静かに漆しつ黒こく鎧よろいを身に着け、赤い大剣を背負って部屋を出た。

　扉の鍵もしっかり閉めておく。部屋の中からは鍵がなくても開けられるので、閉じ込められるような事もない。

「チドリさんなら二階の窓から飛び降りるのも、素す手でで壁を破るのも余裕だろうけど」

　ただ、そんな事をしたら店長さんに怒られてしまうだろう。

　そんな事を考えつつ永遠の乙女亭を出て、ルーファ達の借家に向かって歩き出す。

「あっ、メモか伝言でも残しておくべきだった」

　これでは起きたチドリさんが困こん惑わくしてしまうかもしれない。

「きっと店長さんが説明してくれるか」

　僕はそう思い直し、引き返さずルーファ達の元に向う。

　彼女達も既に起きていて、いつも通り玄関先で僕を待っていた。

「アルバ様、おはようございます」

「おはよう」

　輝くような笑みを浮かべるルーファに、僕も挨あい拶さつを返して──

「昨夜はお楽しみでしたね？」

　禍まが々まがしい殺気を浴びて、ゾクッと震ふるえ上あがった。

　えっ、何で爺じいちゃんの浮気が発覚した時の婆ばあちゃんみたいな、冷ややかな目をしているのっ!?

　急に変へん貌ぼうしたルーファに怯おびえて、その横に立つガーネットに助けを求める。

　すると彼女は呆れた顔をしながらも、淀よどんだ空気を変えるように咳せき払ばらいをした。

「ごほんっ。まず確認させて貰うが、お主は昨夜、神速のチドリ嬢じようを己の部屋に連れ込んだか？」

「あぁ」

　何で知っているのだろうかと不思議に思いつつも、僕は素す直なおに頷うなずき返かえす。

　すると、ルーファの視線が五割増しほど険しくなった。

「へー、やっぱりですか。チドリ様は見み目め麗うるわしく、何よりお胸が豊ほう満まんですからね。どこかのまな板エルフと違って」

　目から血の涙でも流しそうな表情で、ルーファは木の杖つえを折れそうなほど握にぎりしめる。こ、怖い……。

「自じ虐ぎやくにしても痛々しいぞ」

　ガーネットはしっかりツッコミを入れてから、改あらためて僕の顔を見上げてくる。

「それで、チドリ嬢を抱いたのか？」

　抱く？　ベッドまで運ぶために抱き上げたけど、その事かな。

「言い方が悪かったの。チドリ嬢と男女の営いとなみ、つまり性せい交こうをしたかと聞いておるのじゃ」

「何っ!?」

　僕は驚いて思わず声を上げてしまう。

　まったく何て事を言うんだ。酔って抵抗のできない女性にふしだらな真ま似ねをするなんて、僕がするわけないじゃないか！

　爺ちゃんだっていつも言っている、「愛のない交まじわりは虚むなしくなるだけだ」と。

　まぁ、愛が芽め生ばえた合意の上だからといって、婚約者のいる女性や人妻とさえ同どう衾きんするのは許されないと思うけど。

　僕が無言でそう訴うつたえると、ガーネットは安堵した様子で肩の力を抜いた。

「念のため言葉にしておくが、チドリ嬢と性的な事はしておらず、酔い潰れたのを介かい抱ほうしただけ。それで合っておるか？」

「あぁ」

　僕は強く頷き返す。変な噂うわさが流れてしまったら、僕はいいとしてもチドリさんに迷惑が掛かかってしまうので、しっかり否定しておかなければならない。

「うむ。というわけじゃが、何か言う事はあるか？」

　ガーネットも深く頷いてから、隣となりのルーファに目を向ける。

　すると、彼女は邪じや気きの欠片かけらもない笑顔を浮かべて告げた。

「アルバ様が真面目な紳しん士しだと、最初から信じておりました」

　うん、分かってくれたのは嬉しいんだけど、何て言うかこう、喉のどにつっかえる物があるというか……。

「横取りされたとベッドの上で悔くやし泣なきしていた奴がよう言うわ」

「お黙りなさい！」

　呆れ顔で溜息を吐くガーネットの臑すねに、ルーファは怒って杖を振り下ろすが、大盾であっさりとガードされる。

「というか、アルバにチドリ嬢をこまして貰って、仲間に引き抜いた方が良かったのではないか？」

「その手が有効なのは分かりますが……」

　ガーネットに何やら耳打ちされたルーファが、不安そうにこちらをチラチラと見てくる。

　何か不ふ穏おんな気配を感じるし、誤解が解けたのならこの話題は打ち切った方がいいかな。

「行こう」

　僕がそう言って迷宮に向かって歩き出すと、ルーファ達も慌てて後を追ってきた。

「はい、参りましょう！」

「まったく、帝都二十万人のためなら命も惜しまぬと誓った覚悟は、どこへ行ったのやら……」

　ガーネットは不満そうに愚ぐ痴ちっていたが、その瞳ひとみは子供を見守る親のように優しかった。

　うん、やっぱり僕らのお母さんは偉い大だいだな！

「大概にせんとお主の漆黒鎧をピンク色に塗りつぶすぞ？」

　ごめんなさい。もう二度とお母さんとか思いませんので、それだけは勘かん弁べんしてください。

　本気の目をしていたガーネットに、僕は土下座をする勢いで謝った。

　そうして迷宮に入り、昨日と同じように地下二階に下りたのだが、今日は珍しく先客の姿があった。

「北も西も南も外れかー。じゃあ最後は東側だな」

「赤[image: ]豚グラツトンに遭そう遇ぐうすると思うけど、いいの？」

「倒す。メダルが増える、嬉しい」

　男魔剣士、女魔術師、男戦士といった格好の三人組が、まるで散歩でもするような気楽さで、お喋しやべりしながらこちらに歩いてくる。

　あれ？　この人達、どう見ても二階級の実力じゃないよね。

　三人の体を流れる霊気の強さに、僕が違い和わ感かんを覚えていると、ルーファが驚いて声を上げた。

「あっ、『蒐しゆう集しゆう会かい』の皆様っ!?」

　蒐集会？　クランの名前だろうか。

　僕が首を傾かしげていると、三人組の方もこちらに気づいて声をかけてきた。

「あれっ、姫様じゃないか。こんちはー」

「こんにちは、お元気そうでなによりだわ」

　二十代後半の外見に反して言動が軽い男魔剣士さんと、妙に色っぽい女魔術師さんが挨拶してくる。そして──

「黒い鎧、赤い大剣、いい」

　大柄な男戦士さんが、妙に熱い視線を僕の装備に向けてきた。

　褒めて貰えるのは嬉しいが、熱烈すぎて怖いんだけど……。

　思わず一歩後ずさる僕を見て、女魔術師さんが声を上げて笑う。

「ふふふっ、盗とったりしないから安心して。その人は自力で集めた魔導具にしか興味がないから」

「盗む、駄目。達成感、ない」

　男戦士さんも両手で大きな×を作り、全力で無害を主張してくる。

　うん、悪い人達ではないと思うのだけど、かなり変人っぽい。

「お主が言うな、とツッコみたいところじゃが、この御ご仁じんらは間違いなく変人じゃろう」

「いやー、照てれるね」

　ガーネットが断言すると、男魔剣士さんはむしろ嬉しそうに照れ笑いを浮かべた。

「流石は蒐集会のトップを張る方々。図ず太ぶとさも六階級ですか」

　ルーファが感かん服ぷくした様子で呟く。あぁ、この人達って六階級冒険者だったのか。どうりで強そうだと思った。

　けれど、そんな人達がどうして地下二階なんて浅い所に居るのだろう？

「おそらく、そちらの御仁の趣しゆ味みじゃろう」

　僕の疑問を察したガーネットが、そう言って男魔剣士さんを指さす。

「趣味かー。間違ってはいないけれど、どうせなら生き甲斐ライフワークと言って欲しいな」

　男魔剣士さんはそう言って、とても楽しそうな笑顔で近づいてきた。

「流りゆう星せい同どう盟めいの子達から聞いたよー。君達があれを倒したんだろう？」

　あれって何だろう、と首を傾げる僕に、ルーファが教えてくれる。

「昨日、私達が遭遇した、地中から襲ってきた『潜伏植物ヒドウン・プラント』の事です」

　あの魔物か。ヒドゥン・プラントって名前とは知らな──

「かーっ、もう名前付けちゃってたのかっ！」

　男魔剣士さんが急に大声を上げたので、僕はビックリして背を震わせてしまう。

「いやいや、命名権は第一討とう伐ばつ者しやにあるべきだと思うから、文句は全くないよ。でも悔しいなー、名付けたかったなーっ！」

　そう言って、男魔剣士さんは本気で悔しそうに地じ団だん駄だを踏ふむ。

　えーと、どういう事？

「申し訳ありません、アルバ様。説明が遅れてしまいましたが、あのヒドゥン・プラントは今まで迷宮にいなかった、新種の魔物だと思われるのです」

　へー、じゃあ大発見だったのかな。

「事はそう単純ではないのじゃが、この御仁にとって『新種の魔物』というのが、金貨の山よりも価値があるのじゃよ」

「端たん的てきに申しますと、この方は魔物を調べて情報を集めるのが大好きなのです」

　ガーネットとルーファが口々に説明してくれた。つまりこの人は──

「魔物博士？」

「そう、魔物分類学の超新星・ウィーゼルとは俺の事だ！」

　男魔剣士さんは格好良いポーズまで決めて堂々と名乗る。

「それで、君達が遭そう遇ぐうしたヒドゥン・プラントって新種の植物系は、いったいどんな姿形だった？　蔓つるの数は？　長さや太さは？　肌はだ触ざわりは？　全身を絞しめてくるそうだけど、どのくらいの強さだった？」

　ハァハァと息を荒げて迫せまってくる男魔剣士さん。本当に魔物の事が大好きなのは分かるけど、ちょっと気持ち悪い。

「ほら、その辺にしておきなさいな」

　気け圧おされる僕を見かねたのか、女魔術師さんが男魔剣士さんの首根っこを摑んで引き離してくれる。

「ごめんなさいね、魔物が絡からむとこの通りで。今日もその新種を一目見ようって、朝早くからうるさいのよ」

　あぁ、それで六階級なのにここを探索してたんだ。

　今さら地下二階で戦っても霊気は鍛きたえられないし、手に入る魔ま石せきだって大した金額にはならないだろうに、よくやるなー。

　その執しゆう念ねんに感心していると、今度は女魔術師さんが絡みつくような視線を送ってきた。

「ところで、その新種はどんな魔石を落としたの？　よかったら見せて貰えないかしら」

　いや、地中にいる所を倒しちゃったから、土で埋うまって回収できなかったんですが──というのを身み振ぶりで説明すると、女魔術師さんはガッカリして肩を落とした。

「そうなの、残念だわ……でも、新種の魔石を初めて見るのが私というのは、ちょっと興奮するわね」

　女魔術師さんはそう言って、赤い舌で唇くちびるをペロリと舐なめる。

　常識人かと思っていたけど、この人も割と変わっているようだ。

「魔石の魔女・アイビス。渾あだ名なの通り様々な色や形の魔石を集めている御仁じゃ」

　ガーネットの説明を聞いて、僕は何となく察しがついてきた。

　魔物の情報を集める男魔剣士さん。魔石を集める女魔術師さん。男戦士さんは魔導具を集めるのが好きなんだろう。つまり──

「何かを蒐集する事に執着する奇人変人の集まり。それがクラン『蒐集会』の方々なのです」

「そこを束たばねるトップの六階級冒険者が、このお三方という事じゃな」

　ルーファ達は揃そろって疲れた顔をしながら説明してくれた。

　なるほど、コレクターの集まりだから蒐集会って、実にストレートな名前だな。

「ちなみに、物が何であろうとコレクトする熱い魂たましいの持ち主なら、うちは誰だれでも入会ＯＫだよ！」

　男魔剣士さんはそう言って、親指を立てながらキメポーズを取る。

「流石にエルフの耳やドワーフの髭ひげを集めるとか、そういう猟りよう奇き的てきなのは駄だ目めよ？」

　女魔術師さんが涼しい顔で怖い事を言うので、ルーファは自分の耳を手で隠し、ガーネットは微妙な顔で付け髭を撫でた。

「犯罪、禁止。マナー、守る。楽しく、蒐集」

　男戦士さんは爽さわやかな笑みを浮かべて、コレクターの心得を説といてくる。

　うん、やっぱり悪い人達ではない。間違いなく変人だろうけど。

「じゃあ、あんまり問い詰めても悪いし、実物を探すので忙しいから」

　男魔剣士さんはそう言い残して、仲間と共に東側の通路へと駆けていった。

　嵐あらしのように去っていった三人の背中を見送り、ガーネットがぼそっと呟く。

「あの調子じゃと、草一本残さず調べ尽くしそうじゃな」

「北も西も南も探索済みと言っていましたから、ほぼ壊かい滅めつ状態でしょうね」

　溜息を吐くルーファを見て、僕もようやく気がつく。

　新種と遭遇するために、蒐集会の三人は迷宮内を駆け回り、六階級のパワーで根こそぎ魔物を倒してきたのだろう。

　そのせいで、僕達の戦う分が残っていない可能性が高いのだ。

「マナーを守って楽しく蒐集と言っておきながら、思い切り迷惑を振りまいているではありませんか……」

「警けい報ほう漁りようなんてやらかしたワシらに、責せめる権利はないがのう」

　僕達は揃って肩を落としながら、とりあえず西側の通路に向かった。

　しかし、予想通り魔物はろくに残っておらず、何とか四体ほど見つけて倒したところで、今日はもう諦めて帰る事になった。
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　ルーファ達と別れて永遠の乙女亭に帰ってきた僕は、お昼ご飯を食べてから少し休憩すると、鎧を脱いで木刀を握り、再び迷宮入り口に向かう。

　チドリさんとの待ち合わせ時間にはまだ早いけど、今日はろくに戦えず体力が余っているから、素す振ぶりでもしておこうと思ったのだ。

　けれど八番地の隅すみに向かうと、既にチドリさんの姿があった。

「今日も早かったのだな」

　少し驚いた顔をするチドリさんは、いつもの動きやすい袴はかま姿すがたではなく、何な故ぜか鳥柄の美しい着物を身にまとっている。

　木刀も持っていないし、今日の手合わせは休みなのだろうか？

　僕は首を傾げつつも、爺ちゃんの教えを思い出して彼女の衣装を褒める。

「綺き麗れいだ」

「ありがとう」

　チドリさんは笑って礼を告つげたが、その表情はどこか硬く、何か思い詰めているようだった。

「どうした？」

　僕が心配して尋たずねると、チドリさんは嬉しさと辛つらさが交まじったような顔をしてから、鋭するどい戦士の表情を浮かべた。

「アルバ殿、申し訳ないが少し付き合って頂けないだろうか」

「あぁ」

　僕は即そく座ざに頷き返す。どんな内容かは知らないけれど、これほど真剣な頼みを断っては男が廃すたるというものだ。

「感謝致す」

　チドリさんは深々と頭を下げると、宿屋街の方に向かって歩き出す。

　僕はその背中を追いながらふと考える。そういえば爺ちゃんが、東方の民族衣装──着物を着るときは下着を穿はかないと言っていたけれど、はたして本当なのだろうか？

　仮に本当だとすると、東方人は半はん裸ら主義という事になる。全裸主義のエルフと何か文化的な繋つながりがあるのだろうか？

　少し気になって背中を凝視していると、チドリさんが振り返って悪戯いたずらっ子このような笑みを浮かべた。

「下着の有う無むが気がかりか？」

「あっ、すまない」

　ジロジロと見るのは失礼だったと気がついて、僕は慌てて頭を下げる。

　すると、チドリさんは嬉しそうに顔を綻ほころばせた。

「ふふっ、邪な視線など今までは煩わずらわしいだけだったが、アルバ殿に女として見られるのは、面おもはゆいが悪くないな」

　口元に手を当てて微笑む仕草に、思わずドキッと胸が高鳴ってしまう。

　普段の凜々しい侍の表情と、時折見せるポンコツな言動で忘れがちだけど、チドリさんって凄く美人で魅み力りよく的てきな女性なんだよな。

『うぎぎっ、着物姿でアルバ様の気を引こうだなんて汚い！　侍のくせに汚いですよ！』

『痴ち女じよめいたドレスで似た真似をしておった姫が、どこぞに居おったのう？』

　うん？　遠くから聞き覚えのある声がしたような気がする。

　僕はキョロキョロと辺りを見回すが、周囲に人の姿はない。まさか物もの陰かげに隠れながら『遠見ビジヨン』の魔術で監視するなんて手の込んだ真似を、僕ごときにする暇人もいないだろうし、きっと気のせいだろう。

　僕は思い直してチドリさんの後を追い、七番地・宿屋街に戻る。

　そして、彼女は寺院の向かい側にある停留所へ行き、馬車の御ぎよ者しやに呼びかけた。

「二番地まで頼めるか」

「あいよ」

　チドリさんが小鳥の刺し繡しゆうが入った財布を開き、金貨を数枚握らせると、御者は大喜びで馬車の扉を開ける。

　僕は促うながされるままその中に入り、チドリさんと向き合って座ると、馬車は勢いよく走り出した。

　そういえば馬車に乗るのは初めてだな。帝都に来るまでは旅費を節約したかったし、急ぐなら自分の足で走った方が速かったし。

『御者さん、前の馬車を追ってください！』

『まさかその台詞せりふを言われる時がくるとは。任まかせてください、姫様！』

『意気込むのは構かまわぬが、安全運転で頼むのじゃ』

　う～ん、やっぱり聞き覚えのある声がするような……幻げん聴ちようが聞こえるほど疲れている覚えはないんだけど。

　僕は首を傾げつつも、初めての馬車に興奮して、窓を流れる景色に見入ってしまう。

　その間、チドリさんは何も言わず、目を閉じて考え込んでいる様子だった。

「着きましたぜ」

　暫しばらくして馬車が止まり、僕達は揃って外に出る。

　目の前に広がるのは緑の芝生しばふと樹木、そして等とう間かん隔かくで並ぶ死者を弔とむらう石せき碑ひ。

　二番地・墓ぼ所しよ。約千年の歴史を刻きざんできた帝都の人々が、この下に眠っていた。

「こちらだ」

　迷いなく進むチドリさんの後を追いながら、僕は周囲の墓石に目を向ける。

　視界の果てまで延えん々えんと墓石が並んでいる。とても広い場所でありながら、荒れている様子は全くない。墓はか守もりさんが毎日手入れをしているのだろうけど大変そうだ。

　と思っていたら、丁度芝しば刈かりをしている人影が目に入ったのだけど……あれ、人間じゃない？

「墓守が操あやつっている清掃用の自動人形ゴーレムだな」

　動く人型の土つち塊くれ──ゴーレムを見て驚く僕に気がついて、チドリさんが説明してくれる。

「帝都は豊かであるため、墓所の埋まい葬そう品ひんも豪華だと聞く。故ゆえに墓荒らしが多く、それを防ぐために元冒険者の魔術師が雇やとわれているのだそうな」

　へー、それで警備員と清掃員を兼かねたゴーレムが配置されているんだ。

「名のある冒険者の墓ともなれば、愛用の魔導具が共に眠っている事もあるという。売れば金貨何千枚という逸いつ品ぴん、庶民が生しよう涯がい働いても稼かせげぬ大金が手に入るのだ。行き詰まった冒険者が盗人ぬすつとに落ちる事さえ珍しくないらしい」

　世せ知ち辛がらい話だと、チドリさんは目蓋を伏せる。

　蒐集会の人達じゃないけれど、やっぱり泥棒は駄目だよね。お金はちゃんと自分の手で稼がないと。

　そう考えていると、チドリさんは遠くを見ながら寂さびしそうに呟いた。

「お前のような強者には分からない」

「えっ？」

「そう言われた事があるのだ。某それがしの財布を掏すろうとしたので殴なぐり倒たおしたスリにな」

「…………」

　僕は思わず黙り込んでしまう。チドリさんに他意はなく、自嘲から出た言葉なのだろう。

　けれど、僕も自分の力によって、誰かに嫌な思いをさせていたのだろうか？

「すまぬ、余計な愚痴を聞かせてしまった」

　ちょっと落ち込む僕を見て、チドリさんは謝って進む足を速めた。

　そうして、僕達は一つの墓石の前に辿り着く。

　周囲にある横長な板状の石と違い、縦に長い四角柱の形をしたその石は、おそらく東方風の様式なのだろう。

　その形状から何となく察した僕に、チドリさんは静かに答えた。

「ここに某の父上が眠っている。遺体もない空っぽの墓だが」

「空っぽ？」

　前半はともかく後半は予想外で、驚いて目を剝むく僕に、チドリさんはさらに衝撃的な事実を告げた。

「父上は冒険者だったが死んだのだ。憎にくき地下六階の守護者・暗黒騎士に敗やぶれてな」

　そんな、知らなかった……地下六階の守護者も暗黒騎士って呼ばれていたのっ!?

　名前からして超格好良い漆黒の鎧を着ているんだよね？　くっ、同好の士が敵だったなんて悲しすぎる！

　残酷な運命を恨うらむ僕の前で、チドリさんは静かに語り続けた。

「父上達は暗黒騎士に挑いどむ際、歴代の挑戦者達がそうしてきたように、保険として『帰還予約リターン・リザーブ』の魔法をかけていた」

　えーと、死んだ時に遺体を地上に戻してくれる魔法だっけ？

「だが、暗黒騎士に敗れて発動したその魔法が失敗したのだ。パーティーの内五人の遺体は地上に戻ってきたが、父上の遺体だけはどこか想定外の場所に飛ばされてしまい、遂ついに見つからなかった」

　それで、蘇そ生せい魔法すら使いようがない真の死──消滅ロストを迎えてしまったという事か。

　チドリさんは空っぽだという墓石を見つめて、感情を押し殺すように目を細める。

「『帰還予約』を唱となえた魔術師が悪かったわけではない。元々無理をしている魔法であるため、どうあっても低確率で失敗するのだそうだ。だから恨んではいない」

　自分達五人は無事に蘇られたのに、大切な仲間の一人はどんなに探しても見つからず、諦める他になかった。

　そんな彼らの気持ちを思えば、恨んだり責めたりなどできるはずもない。

「恨むとするならば、父上を殺した暗黒騎士しかおらぬ」

　憎にく々にくしげに歯を嚙かみしめるチドリさんを見て、僕はふと悟さとる。彼女と初めて出会った時、急に斬きりかかられたのって、暗黒騎士の同類と思われていたせいかっ!?

　それは良くない。中の人が憎くても漆黒鎧に罪はないんだから！

　心の中でそう訴えながらも、流石に空気を読んで黙り込む僕を余よ所そに、チドリさんはふと自嘲するように息を吐いた。

「六人で挑んできた父上達を、たった一人で正々堂々と返かえり討うちにした奴を憎むのは、逆さか恨うらみにもほどがあると分かってはいるのだがな」

　侍として真剣勝負を汚けがしたくはないが、肉親として恨みが捨てられないという事か。

「だから、某は暗黒騎士の首を線香代わりに供そなえたいのだ」

　チドリさんが花の一つも持たずにここへ来たのは、そういう意味だったのか。

　娘の自分が暗黒騎士を討つ事で、父親の名誉を回復したいと。実に侍らしい考え方だ。

　それに、相手は魔物なので蘇ってしまうけれど、倒す事で憎しみに区切りを付けたいのだろう。

　僕は納得して頷くが、それは少し早そう計けいだった。

「だが、某は仇かたきを討つ以上に、地下七階へ辿り着きたいのだ」

「えっ？」

　驚いて思わず声を上げてしまう。地下七階に行きたいというのは、『何でも願いが叶かなう』という噂を信じているからだろうか。

「どうして？」

　青春の大半を剣に捧げ、命を賭として深き迷宮に潜もぐってまで叶えたい願いとは。

　問いかける僕を見て、チドリさんは寂しそうに笑う。

「父上は故郷でも無双の剣士として名高かった。将軍からの覚えもよく、白はく陽よう流りゆうの門下生も多く、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったと聞く」

　そして、奥さんと娘さんもいたわけか。娘のチドリさんを見るに、奥さんも美人で善いい人なのだろう。

「だが、某が五歳の時に、父上は何一つ言わずに姿を消して、帝国に渡り冒険者となった」

　あぁ、だから彼女は怪しい噂に縋すがってでも知りたいのか。

「何故、父上は私を捨てたのだ？」

　そう告げるチドリさんの顔は、泣き出す寸前の子供みたいにクシャリと歪ゆがんでいた。

「もうすぐ十九歳にもなろうという侍が、女々しいにも程があるとは分かっている。だが、それでもっ！」

「…………」

　血を吐くように告げるチドリさんを、僕はどうにか慰なぐさめたかったのだけれど、何を言っても傷つけてしまいそうで黙り込むしかなかった。

「周りの者達は口を揃えて言った、『戦いくさが生いき甲が斐いのような人だったから、平和になった和ノ国に飽あきて、新たな戦場へ旅立たれたのだろう』と」

　戦場を求めて彷徨さまよう侍か。男心に痺しびれる格好良さがあるけれど、チドリさんの気持ちを思うと口にはできない。

「父上が失しつ踪そうした後、風カザ間マの血を唯ゆい一いつ引き継ぐ者として、某は白陽流剣術を学んだ」

　そう語るチドリさんの表情に陰かげりはない。自分から望んだ事で、誰かに強制されたわけではないのだろう。

「剣を学び強くなるのは楽しかった。某はやはり侍の子なのだろう」

　それが父親との繋がりに感じられて、チドリさんは嬉しかったのだろうか。

「だから、帝国に渡って冒険者となった父上の気持ちが、全く分からぬとは言わぬ」

　自分も同じ冒険者となった今だからこそ、理解できたのだろう。

「魔物という強敵と戦い、霊気という超常の力を鍛え、一騎当千の猛も者さへと成り上がるのは、どんな美酒にも勝る恍こう惚こつ感かんだった」

　それは僕にも分かる。爺ちゃんに妖精空から手てを教わり、師匠から黒くろ陰かげ流りゆう剣術を学び、イフリート先生達と戦ってきた修行の日々は、辛い事もあったけれど凄く充実していた。

「醜しゆう悪あく極まるが、強くなって他者より上に立てたという、優越感に酔っていたところもある」

　チドリさんは苦い顔をして、自らの恥ち部ぶを吐と露ろする。

　けど、それは人間なら誰にでも、僕にだってある感情だと思う。

「人の心から、負の感情は消せない」

「えっ？」

「だからこそ、危険な刃やいばを御ぎよするために己を磨みがく──と師匠が言っていた」

　心の道も剣の道も同じ、とか何とか。ようは悪い所を自覚しているのなら、直すように頑張ろうという事だろう。

　僕がそう告げると、チドリさんは目を丸くした後で優しく微笑んだ。

「善い師に恵まれたのだな」

「あぁ」

　僕は深く頷き返す。師匠には剣術だけじゃなく、とても沢山の事を教えて貰ったのだ。

「某もそのような善き師に巡めぐり会あえていたら、あるいは……」

　チドリさんは遠くを見つめてから、幻まぼろしを振り払うように首を横に振った。

「戦場と力を求めた父上の気持ちが、某も少しは分かる。だがそれは、妻や娘を捨ててまで求めるものなのかっ！」

　また泣き出しそうな顔になって、チドリさんは叫さけぶ。

　それこそが父親と彼女を分かつ境さかい目めだったのだろう。もっと言えば、男と女の違いなのかもしれない。

「故郷に平和をもたらすためとか、やむにやまれぬ理由があるならば納得もしよう。だが、和ノ国は戦もなく平和だったのだ。なのに何故っ!?」

　家族を捨てて、戦いを求めて冒険者になり、二度と故郷に戻る事がなかった。

　それこそが理解できない。いや、認めたくないのだろう。

「父上にとって私は、戦いよりも価値がなかったのか？」

　そんなにも軽い存在だったのかと、愛されていなかったのだと認めるのが怖い。

　いっそ本人に断言されたのなら諦めもつくのだろうけれど、彼女の父親はもうこの世にいないのだ。

　だから、チドリさんは深き迷宮の奇跡によって、亡くなった父親の真意を確かめたいと、そういう事だったのか。

　……どうしよう。苦しそうに胸を掻かき毟むしる彼女に、地下七階に辿り着いても願いは叶わず、世界を滅ぼす終しゆう焉えんの魔神が居るだけとは言えない。

　でも、いい加減な慰めの言葉なんかじゃ届かないし……そうだ！

「昔々、ある所に一人の少年がおりました」

「えっ？」

　急に昔話を始めた僕を見て、チドリさんが驚いてポカーンと口を開けてしまう。

　うん、呆あきれ果はてる気持ちは分かるけど、最後まで聞いてくれれば分かるから！

「少年の国は常に戦が絶えず、人々は長く苦しんでおりました。そして、少年の故郷も戦火に焼かれ、両親や沢山の友人を亡くしてしまったのです」

「惨むごいな……」

　チドリさんは痛ましそうに顔を歪める。僕も戦争に遭あった事はないので想像するしかないけれど、本当に酷ひどい有あり様さまだったのだろう。

「少年は山奥で暮らす親戚の元に引き取られ、そこで一いつ子し相そう伝でんの暗殺剣を学び、鬼のように強い青年へと成長しました」

「急に話の雰囲気が変わったな」

　リアリティーがないと思ったのか、チドリさんは少し胡う散さん臭くさそうな顔をする。

　う～ん、山奥で暗殺剣を学ぶなんて、超ロマンがあると思うんだけどな。

「青年は山を下りて滅ほろびた故郷へ向かうと、そこで生き別れとなっていた親友と再会し、長き戦乱を終わらせるため、共に戦う事を誓いました」

「戦を終わらせるために戦うか、何とも皮肉だな」

　確かにその通りだけど、殺し殺されて恨みが積もり積もった人々を止めるのに、綺麗事など無力だったのだろう。

「親友の見事な采さい配はいと、青年の鬼神が如ごとき活躍によって、彼らは次々と勝利を収めていきました」

　ここの所は長くなるので、誇こ張ちようしながら短たん縮しゆくしておく。

　実際には味方に裏切られて敗走し、青年が殿しんがりを務つとめて自軍を無事に逃がしたりする事もあったという。

　それに正々堂々の合戦だけではなく、青年が闇やみ夜よに紛まぎれて敵陣へと忍び込み、暗殺剣によって敵大将の首を狩り取るという、卑ひ劣れつな真似もしてきたらしい。

　だが、その手を血で汚し続けた甲斐はあった。

「ついに戦乱の火は潰ついえ、大将軍となった親友の元に天下は統一され、太平の世が訪れたのです」

「もしや今の話は、某の故郷である和ノ国の事だったのかっ!?」

　チドリさんは驚いて声を上げる。うん、正解。実はこれ二十年前の和ノ国の話だったのだ。

「アルバ殿が和ノ国の歴史をご存じだったとは。さてはお師匠殿からお聞きになったのか？」

「あぁ」

　僕は頷いて認める。というか、青年って師匠の事なんだけどね。

　だから暗殺剣──黒陰流剣術も噓うそじゃないのだけど、存在を隠すために表向きは別の看板を掲げていたとか言っていたし、詳くわしく話すのは止めておこう。

「平和になって皆に笑顔が戻ると、青年も剣を置いて結婚し、幸せに暮らしていました」

　めでたしめでたし──と終われば良かったのだろうけど、残念ながらそうはいかなかった。

「戦が遠ざかり、平和が日常と化していくうちに、周りの人々が青年を冷れい遇ぐうするようになったのです」

「何と恥はじ知しらずな。戦を終わらせた立役者に恩を仇あだで返すなど！」

　チドリさんは憤ふん慨がいして声を荒らげる。僕も同じ気持ちだけれど、それにはちゃんと理由があるのだ。

「周りの人々は恐ろしかったのです。鬼のように強く、たった一人で戦局を覆くつがえしてきた青年が、いつか自分達に刃を向けるのではないかと」

「あっ……」

　冷遇された理由を悟って、チドリさんは言葉を失う。

　彼女に「お前のような強者には分からない」と言ったスリではないけれど、弱い普通の人々は、強すぎる青年の心が理解できなくて、ただ恐ろしかったのだろう。

「戦が終わってから青年が人を斬った事はありませんでした。けれど、今まで何百人と斬り殺してきたのだから、これから何千人も斬り殺すだろうと、人々は勝手に恐れてしまったのです」

　実際問題として、青年こと当時の師匠にそこまでの実力はなかったそうだ。「あの頃は百人斬りが限界だったな」と笑って言っていたし、数に物を言わせれば損そん害がいは出ても倒せる程度だったという。

　ただ、戦を早く終わらせるために『千人殺しの無む双そう鬼おに』といった、誇張した噂を意い図と的てきに撒まいて、敵の戦意を挫くじくような真似もしてきたから、実体以上に恐怖が膨ふくらんでいたのだという。

「ありもしない恐怖に駆られた何者かが、ついには青年の元へ刺し客かくを送り込みました」

「何と卑ひ劣れつな、許せん！」

「青年はやむにやまれず刀を手に取り、大勢の刺客達を殺す事もなく、瞬またたく間まに撃退したのです」

「敵にまで情けをかけるとは、実に天あつ晴ぱれな御仁だ」

　話にのめり込んだチドリさんは嬉しそうに手を叩たたく。こんなに喜んでくれると話し甲斐があるな。

「太平の世に慣れた刺客など、青年は怖くもありませんでした。けれども、自分が平穏を乱す火種と化している事を憂うれい、何より大切な人達に害が及およぶのを恐れたのです」

　師匠は強かった。けれどもそれは敵を打ち倒す攻めの強さで、家族や友人といった大勢を守るのに、たった一人の手では足りなかったのだ。

「青年は大将軍となった親友に相談し、結論を下しました。自分が国を去る事で火種を消し、大切な人達を守ろうと」

「…………」

　チドリさんは悲痛な顔で黙り込む。平和の功労者を追い出すなんて非道は許せないけれど、他に妙案が思いつかないから何も言えないのだろう。

「そうして、青年は大切な人達と別れて一人で海を渡ると、二度と故郷へ戻る事はなかったのでした」

　これでこの話はお終しまいだ。全くめでたくはないけれど、不幸と決めつけるのも失礼だろう。

　会えなくても妻子が生きていればそれでいいと、満ち足りた顔で笑っていた師匠は格好良いと思う。

　あと、今も独ひとり身みを貫つらぬいている男気を、爺ちゃんも少しは見習って欲しい。

　そんな事を考える僕に、チドリさんが静かに問いかけてくる。

「つまり、アルバ殿はこう言いたいのだな。父上は某を見捨てたのではなく、愛している故に側を離れたんだと」

「あぁ」

　僕は力強く断言する。本当の所は分からないけれど、そうであったらいいなと思う。

「……信じられん」

　チドリさんは暫く考え込んでから、力なく首を横に振った。

「故郷の人々は皆、口を揃えて『あの人は剣の鬼だ』と言っていた。帝都に残っていた知人とて『無口で無ぶ愛あい想そうな奴だ』と言っていた」

　そうか、チドリさんの年齢を考えると、父親が亡くなったのは十数年前だろうから、普通に知っている人も残っているのか。暗黒騎士と戦った六階級冒険者なら有名人だったろうし。

　けれど、彼女の台詞にちょっと違和感を覚えたので突っ込んでみる。

「仲間達は」

「えっ、父上がパーティーを組んでいた仲間達か？」

「あぁ」

「それなら、某も会って話を聞きたかったのだが、父上を失った事が切きっ掛かけで皆揃って冒険者を辞やめてしまい、行方ゆくえが知れなかったのだ」

　なるほど、親しい人達からの話ではないのか。

「母親は」

「母上は何を聞いても『あの人は優しい人だから』と……」

　目蓋に張り付いていた鱗うろこが取れたように、チドリさんは目を見開く。

　きっと不安で堪たまらなかったから、父親をよく知らない人達からの悪い噂ばかりを信じ込んでしまっていたのだろう。婆ちゃんも「人の世は事実か否いなかよりも、口の数によって真実と決めつけられやすいので注意なさい」と言ってたし。

　実際、津波のように喋る幼おさな馴な染じみに、口で勝てた事が一度もないしな……やめよう、思い出すだけで悲しくなる。

「貴方あなた自身は」

　最後の問いを投げかけると、チドリさんは赤くなってきた空を見上げて、こぼれ落ちるように答えた。

「父上が姿を消した五歳までの記憶など、もう朧おぼろげでろくに思い出せないが……いつも静かに笑っていた人だったと思う」

　うん、そもそも子供を顧かえりみない嫌な父親だったら、捨てられたと気に病やむ事もなかったと思ったのだ。

「どうして忘れていたのだろうな……」

　まるで懺ざん悔げするように呟きながら、チドリさんは空から視線を下ろす。

「真実が何であろうとも、今まで歩んできた道を無意味にはできぬ。故に、某は暗黒騎士を必ず討つ。それは今までと何一つ変わらない。ただ──」

　彼女は一度言葉を切り、僕の目を真っ直ぐ見つめて、幼おさな子ごのように笑った。

「貴方と話せたこの日を、私は生しよう涯がい忘れない」

　赤い夕焼けを背に微笑むその姿は、どんな宝石や名画よりも美しくて、僕もきっと一生忘れないだろう。

「しかし、和ノ国の歴史をご存じだったとはいえ、父上の事を少し聞いただけであのような作り話を思いつくとは、アルバ殿は作家の才能がおありだな」

　チドリさんは急に引き締まった侍の顔に戻り、茶化すようにそう言った。いや、あれは師匠の実体験なんだけど……うん？
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『ガーネット、そこを退どきなさい。あの雌めす鳥どりが殺せません！』

『このドアホウ、返り討ちに遭うに決まっておるじゃろうが！』

　何か閃ひらめきかけたと思ったら、遠くの方から聞き覚えのある声が響いてきた。

　ルーファとガーネットだよね。何でこんな所にいるんだろう？

「知人でも居られたか？」

「あ、うん」

　不思議そうに首を傾げるチドリさんに、僕は曖あい昧まいに返事をする。

　何故だろう、別に疚やましい事はないはずなのに、この場で彼女とルーファが鉢はち合あわせるのは非常にマズいような気がする。

　そんな予感がして顔色が悪くなる僕を見て、チドリさんは良い方向に勘違いしてくれたらしい。

「某はもう少し、一人で父上を偲しのぼうと思う。アルバ殿、本日はお付き合い頂き誠まことに感謝致す」

　そう言って頭を下げ、話は終わったから知人の所に行ってくれと促してくれた。

「こちらこそ」

　チドリさんの事を知られて良かったと告げると、僕は挨拶もそこそこに、ルーファ達の声がした方向に駆けだした。

『はっ!?　アルバ様がこちらに向かってきます。見つかる前に逃げますよ！』

『いや、とっくにバレておるじゃろ』

　何故か遠ざかっていく声を追いながら、僕は一度だけ背後を振り返る。

　父親の墓石と向き合うチドリさんの背中は、凜りんと真っ直ぐに伸びていて、神速の侍に相応ふさわしい格好良さだった。けれど──

「可愛かわいい姿の方も好きだけどな」

　本人に言ったら怒られそうなので、これは僕の胸にしまっておこう。
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　遠ざかっていくアルバの背中を未み練れんがましく追わないように、チドリは父親の墓石を見つめながら口元を綻ほころばせる。

「話せて良かった」

　本当は仇討ちの覚悟を改めて、彼への未練を断ち切るつもりだったのに、気がつけば白翼団の仲間にすら隠していた本心を晒していた。

「いや、欺ぎ瞞まんだな」

　母親から授かった一いつ張ちよう羅らの着物を引っ張り出してきた時点で、女としての自分を捨てる気などなかったのかもしれない。

「父上、貴方が何を考えていたのかはやはり分からない」

　思い出した記憶通りの優しい人で、アルバが語ったような理由があったのだと思いたいが、結局、死人に口はないため断定はできない。

「ただ、某は女で侍のようだ」

　恋れん慕ぼや感傷に振り回される不ふ甲が斐いなさも、剣に生きたひたむきさも等しく自分で、片方を切り捨てる必要などないと気がつけた。

「まったく、父上が何か一言でも残してくだされば、ここまで拗こじらせる事もなかったであろうに」

　チドリは不満をぶつけるように、墓石の頭を撫でる。

　人々が口にしていた良くない評判も、決して間違いではなかったのだろう。

　彼女の父親は無口で無愛想な剣の鬼で、そして家族思いの優しい男だった。それでいい。

「親子揃って面倒臭い性格だな」

　それも一つの絆きずなかと、チドリは苦笑を浮かべる。

　そして、急に顔から笑みを消すと、足下に転がっていた小石を拾い、遠くの植木に向かって投げつけた。

「出てこい。それとも引きずり出されたいか？」

　植木の陰に隠れている気配に向かって、背筋が凍こおりつくほどの殺気を放つ。

　アルバと話していた時から、二組ほどこちらを窺うかがっているのには気がついていたが、かなり距離が離れていたので無視していた。

　その一組は彼の知り合いだったらしく、先程遠ざかっていったのだが、もう一組は気配を断たって近づいてきたのだ。

（三人か。見事な足音の消し方からして素人しろうとではあるまい）

　かつてのスリでもないだろうが、彼女に悪意を抱く者だろう。

「得え物ものがない今なら好機だとでも思ったか？」

　チドリは冷たい声を上げながら、右手を霊気で光らせる。

　六階級ともなれば素手で鉄板を引ひき裂さけるのだ。動きにくい着物姿である事すら足あし枷かせにもならない。

　彼女が殺気と共に一歩踏み込むと、植木の陰に隠れていた者達は慌てて姿を現した。

　それは見覚えのある少女達──エクレア、ジャム、クラッカーの三人であった。

「貴様らか、いったい何のつもりだ？」

　返答しだいでは叩き斬ると、警戒を緩ゆるめないチドリの前に、エクレア達は慌てて駆け寄り、勢いよく頭を下げてきた。

「申し訳ございません。チドリ様の事が心配だっただけで、悪気はなかったのです」

「……説明しろ」

　チドリは訝いぶかしげに睨にらみながらも、右手の霊気を消して話を聞く姿勢を取る。

　すると、エクレア達は顔を上げて、代わる代わる説明を始めた。

「まず、今日も白翼団の皆様と地下五階に赴おもむき、鍛えて頂いていたのですが、そこでちょっとトラブルが起きまして……」

「私が窮きゆう地ちに陥おちいった所を、聖騎士レオン様がお救いくださったのですが、それを見た女魔術師カナリア様が激怒なされて」

「もうお前達の面倒なんて見ていられるかと、迷宮から追い出されてしまったのです」

「あぁ……」

　チドリは呆れ顔で納得する。いつか嫉妬を爆発させるだろうとは思っていたが、丸三日は保もたなかったらしい。

　彼女も白翼団に入った当初は警戒されて、『某は同年代の美形な王子様が好みで、父親ほど歳が離れた男に興味はないのだ』と必死に説明した事があった。

　そのお陰で嫉妬される事はなくなったものの、『レオンの良さが分からないなんて目が腐くさってるの！』と絡まれて、辟へき易えきした事は今でも覚えている。

「災難だったな」

「いえ、元々今日までの約束でしたし、十分に鍛えて頂けましたので」

　同情するチドリに苦笑を返すエクレア達は、確かに二日前から急激に霊気が成長していた。

　既に五階級の力はあるだろう。真面目に何年も努力を重ねてきた者達が、馬鹿馬鹿しくて引退するような早さである。

「それで迷宮から出てきたら、チドリ様があの男と一緒にいる姿をお見かけしたのです」

　エクレアはそう言って憎々しげに顔を歪めた。

「アルバ殿の事か？」

　人じん畜ちく無む害がいを絵に描かいたような彼に、何故そのような憎しみを向けるのか。全く分からず首を傾げるチドリに、エクレアは血を吐くように叫んだ。

「あの男はとんでもない外道なんです。人の皮を被った畜ちく生しようです！」

「私達が冒険者になる前、まだ故郷の村で静かに暮らしていた頃、あいつが突然現れて……」

「金目の物を全て奪うばい、家は焼き払われ、私達は両親や恋人の前であの男に、うぅ……」

　三人は涙を流してアルバの非道を訴えるが、チドリの顔は白けきっていた。

（本気で言っているのか？）

　平和になった和ノ国ならともかく、今も領土拡大のために戦争を続けている帝国の事だ。敗残兵が夜盗と化して村を襲うなんて事は、そう珍しくもないのだろう。

　だが、どう考えても真面目なアルバとは結びつかない。

　チドリから向けられる疑いの目に、エクレアは傷ついた顔をしながらも必死に言い返した。

「本当の事なのです。何故なら、あの男こそが今噂になっている、街に現れた暗黒騎士だからです！」

「何っ!?」

　チドリの顔が初めて驚きよう愕がくに歪む。それを好機と捉とらえたように、エクレア達は一気にまくし立てた。

「間違いありません。私達はあの暗黒騎士が鎧を脱いだ姿をこの目で見たのです！」

「あいつは親切な態度を装よそおって、私達に近づいてきたのです。そしてまた無理やり……」

「以前、あれだけの仕打ちをしておきながら、あの男は私達の顔など忘れていました。でもそのお陰で、こうして復讐する機会を得られたのです！」

　三人が吐き出す憎しみを耳にしながら、チドリはそう古くもない記憶を掘ほり起おこす。

　歓楽街の高級菓子屋で鉢合わせた時、第七皇女ルーファは暗黒騎士を庇かばいながら、確かに「アルバ様」と呼んでいた。

　彼と共にいるのが楽しくて、無意識に避さけていたのだろう。だが、冷静に考えれば暗黒騎士の中身はアルバ以外にありえない。

　チドリと互ご角かくに打ち合えるような凄すご腕うでの剣士ならば、既に名が知れ渡っているだろう。

　だが、彼女はアルバの顔を知らなかった。そして、チドリが放った居い合あい斬ぎり──白陽流剣術・朧おぼろ重がさねを、あの暗黒騎士は見切ってみせた。

　あれほどの技量を持ちながらも無名の剣士が、同時に二人も現れる可能性よりも、両者が同一人物だという方が遙はるかに現実的であろう。

「では、本当にアルバ殿が……」

「はい、国家転てん覆ぷくを企たくらむ大罪人である、あの暗黒騎士なのです」

　血の気けが失せた顔でよろめくチドリに、エクレアはさらに衝撃的な情報を叩きつける。

「どこであれほどの霊気と、暗黒騎士にそっくりな装備を手に入れたのかは分かりませんが、あの男は手にした力に驕おごり、あまつさえ帝国の簒さん奪だつを目もく論ろんでいるのです」

「ルーファ様を抱え込んでいるのもその一環です。国民にも有名で人気のある第七皇女を妻とする事で、自分こそが正当な帝位の後継者だと言い張るつもりなのでしょう」

「姫様は騙されているとも知らず、あの男に利用されて……」

　お可か哀わい想そうにと、三人はまた涙を浮かべた。

「私達はその事を衛兵に通報したのです」

「門前払いも覚悟していましたが、丁度その場におられた近衛兵のオックス様が話を信じてくれて、協力を申し出てくれました」

「それで、あの男を倒すために皇族の方──いえ、もうハッキリ明かしますと、皇帝陛下を説得してくれて、書状と多額の魔石まで用意して貰えたのです」

　そして、寄生という汚名を背負ってでも暗黒騎士を倒し、第七皇女を救い出すために、白翼団に協力を申し込んだのだ。

　エクレアはそう説明を終えて、混乱しているチドリの目を真まっ直すぐに見つめた。

「信じられないかもしれませんが、全て本当の事なのです。お疑いでしたらオックス様にご確認ください」

　近衛兵が話を信じ、皇帝の協力まで取り付けた。事実だという裏取りがなされていなければ、そんな事が起きるはずもない。

　だから信じて欲しいと、エクレア達は必死に懇こん願がんする。

「今まで事情を明かせなかった事は謝ります。ですが、これでチドリ様の事が心配で後をつけてしまった理由は、分かって頂けたでしょうか？」

「そして、改めてお願い致します。どうか私達にチドリ様の力をお貸しください」

「何としてもあの男を討ちたいのです！」

　父親の仇を取るために戦い続けてきた貴方なら分かるだろうと、必死に懇願してくる三人を前に、チドリは長い沈ちん黙もくの末に答えた。

「……分かった」

「「「ありがとうございます！」」」

　エクレア達は揃って深く頭を下げる。

　だから、チドリの目にそれは映らなかった。

　夕日を背に影となった彼女達の口元が、三日月のように吊つり上あがっていたのを。
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　ルーファ達に追いついて話を聞くと、ガーネットの祖そ父ふの墓はか参まいりに来ていたとの事だった。

「いや、ワシの祖父殿はまだ生──」

「アルバ様は何な故ぜこちらに？」

　ガーネットの口を塞ふさぎながら尋たずねてきたルーファに、僕は正直にチドリさんとの事を話した。

　といっても、頼まれて墓参りに行った事だけで、そこでした会話の内容は言わない。プライベートな話だからね。

「チドリ様と随ずい分ぶん仲良くなられたのですね。羨うらやましいです」

　ルーファはそう言って笑ったが、口の端はしがヒクヒクと痙けい攣れんしているように見えたのは気のせいだろうか。

　そんな彼女を心配したのか、ガーネットが背伸びをして耳打ちした。

「お主ぬしな、そこは素直に妬やけると言った方が可愛かわいげがあるぞ？」

「けど、嫉しつ妬として後をつけ回す重い女だと思われたくないですし……」

「既すでに十分重くてキモい女じゃろが」

「付つけ髭ひげドワーフに言われたくないです！」

　急に落ち込んだかと思うと、今度は顔を赤くして怒ったりと、ルーファはどうも情緒不安定なようだ。

「大丈夫？」

「頭なら大丈夫ですよっ!?」

　僕が心配して声をかけると、ルーファは素すっ頓とん狂きような声で返事をする。うん、これは大丈夫じゃない反応だ。

　でもこういう時、無理に問とい質ただそうとすると、相手も意地になって喧けん嘩かになってしまう事は、幼おさな馴な染じみとの間で学習済みである。

　そして、解決策の方も爺じいちゃんから伝でん授じゆされているのだ！

「ルーファ」

　僕は名を呼びながら彼女の肩に触ふれる。

「は、はい！」

「何か、ない？」

「えっ？」

「僕にして欲しい事」

　戸と惑まどって首を傾かしげるルーファに、僕は優しく微笑ほほえみかける。

「きゅ、急にそんな事を言われましても、何故ですか？」

「いつもお世話になっているお礼」

　頰ほおを赤くして慌あわてる彼女に、僕は本心から告げた。

「ルーファのために、何かさせて？」

　そう言って僕は甘えるように頼み込む。これぞ爺ちゃん直じき伝でん『押して駄だ目めなら拝おがみ倒たおせ』だ。

「話して」と上から目線で迫せまるのではなく、こちらが下になって頼み込む事で、相手の隠している要望を引き出すというテクニックである。

「……このスケコマシが」

　ガーネットがまた渋しぶい顔をしているけれど、気にしたら負けだ。

　僕が静かに見つめ続けると、ルーファは根こん負まけしたのか、モジモジと恥はじらいながら口を開いた。

「では、今後は素顔で出歩くのを控ひかえて頂いただけますか」

「えっ？」

「チドリ様の事といい、不安になってしまうのです」

　ルーファはそう言って物もの憂うげに目ま蓋ぶたを伏ふせる。

　それってまさか……僕が妖精との交雑種ハイブリツドだとバレないか不安だって事っ!?

　というか、ルーファは既に気づいていたのか。その上で知らないふりをしながら、今こうして注意をしてくれるなんて、何て気き遣づかいの達人なんだ！

「此こ奴やつ、また器用に誤解しとるな」

　ガーネットが深い溜ため息いきを吐ついているけど、やっぱり彼女も気がついていたのだろう。

　背中の羽さえ生やさなければ大丈夫だなんて、注意を怠おこたっていた自分を殴なぐってやりたい。

「分かった、素顔で出歩かない」

「本当ですか？　よかった……」

　僕が頷うなずき返かえすと、ルーファは安あん堵どして胸を撫なで下おろした。こちらの落ち度で彼女を心配させていたなんて本当に申し訳ない。約束は必ず守ろう。

　チドリさんにも事情を説明して、明日からは鎧よろいを着た状態で手合わせして貰もらおう。

　そう誓ちかう僕の腰を、ガーネットが指で突つついてきた。

「ところでアルバよ、一つ気になっておったのじゃが、お主は自分の事をちゃんとチドリ嬢じように説明したのじゃろうな？」

　急に何を言い出すのかと思えばそんな事か。挨あい拶さつもできない子供みたいに思われていたなんて心外だ。

「あぁ、ちゃんと名乗った」

「本当か？　本当じゃろうなっ!?」

　僕が頷き返したのに、ガーネットはしつこく確認してくる。まったく、ママは心配性だな。

「よし、お主の鎧は明日からピンクの水玉模様じゃ」

　こういう時に限って僕の内心を正確に読み取ったガーネットは、宿屋街の方向に全力で走り出した。お代官様、それだけはご勘かん弁べんください！

「ふふっ、二人とも元気ですね」

　慌てて追いかける僕の後ろで、ルーファが可お笑かしそうに笑みを漏もらす。

　とりあえず、彼女がもう大丈夫そうで安心した。その代わり、僕の漆しつ黒こく鎧よろいが大丈夫でなくなりそうだが。
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　ガーネットを拝み倒して漆黒鎧を守った翌日も、僕達は迷宮に向かった。

　三日も連続で潜もぐるのは本来なら良くないのだが、昨日と一昨日おとといはあまり戦えず足あし踏ぶみしてしまったので仕方がない。

「さて、今日は南側を探索しましょう」

「昨日、蒐しゆう集しゆう会かいのお三方が赤[image: ]豚グラツトンを倒したようじゃから、今日は初期位置の北側にいるはずなのじゃ」

　へー、迷宮内を動き回っているけれど、復活する場所は固定なんだ。

　そんな事を話しながら南側を探索し、今日は何事もなく魔物を五十体ほど狩る事に成功した。

「あの潜伏植物ヒドウン・プラントは現れなかったのう」

「大量に出現されても問題ですが、全く出ないと迷宮の異常が他の冒険者達に伝わらなくて、それも困りますね」

　居ても居なくても困るか。魔ま石せきが回収できない事といい、本当に厄やつ介かいな魔物だ。

「しかし、一段上の強敵じゃからのう。倒した時に浴びられる魔力は──むっ？」

　ガーネットが急に驚いた顔をしたかと思うと、身を屈かがめて地面に耳を押し当てた。

「どうかしまし──えっ？」

　訝いぶかしんでいたルーファも、長い耳をそばだてて顔を強こわ張ばらせる。

「何か巨大なモノがこちらに迫っている……まさかっ!?」

「それしかあるまい」

　ガーネットは苦にが々にがしい顔で立ち上がり、大盾とメイスを構かまえる。

　地下二階の魔物は植物とか昆虫とか、比較的静かな魔物が多かったのに、姿も見えない遠方から騒そう音おんを撒まき散ちらしてくる奴なんて──

「ブオォォォ───ッ！」

　僕の想像に正解だと答えるように、重々しい嘶いななき声を鳴り響かせて、それは現れた。

　通路を埋うめ尽つくすほど丸々と太った胴どう体たいと、それを支える強きよう靱じんな四本の足。

　大きな鼻は愛あい嬌きようがあるけれど、口元から伸びた血のように赤い禍まが々まがしい牙によって、恐怖しかかき立てられない。

　それは迷宮の中を徘はい徊かいするという変わり種の守護者。

「『暴食の赤[image: ]豚』が何でこんな所にっ!?」

　ルーファの悲鳴を聞きつけたのか、赤[image: ]豚は上下の牙をガチガチと打ち鳴らしながら、僕達を睨にらみつけてきた。

「誰だれぞが手を出して怒らせたくせに、勝てぬとみて逃げ出して、ここまで牽けん引いんしてしまったのじゃろう」

　ガーネットが推すい測そくを語りながら舌打ちする。仕方がないとしても迷惑な話だ。

「アルバ様はともかく、私達はまだ守護者と戦うには力不足ですのに……」

「こうなっては腹をくくるしかあるまい」

　逃げようにも地下一階への転移魔方陣は、赤[image: ]豚の背後にあるのだ。迂う回かい路ろを探し回る余裕があるとは思えないし、倒して押し通るしかない。

「アルバ様、申し訳ありませんがお願い致します」

「赤[image: ]豚はその体重を生かした突進攻撃が強力で、分厚い皮ひ膚ふによって恐ろしくタフだと聞くが、それだけなのじゃ」

「分かった」

　ガーネット達の説明に頷き返して、僕は大剣を構えた。

　動きが遅くなる白角熊スロウスの咆ほう吼こうみたいな搦からめ手てはなく、純粋なパワータイプなのか。ならばこちらも真っ正面から相手をしよう。

「ブオォォォ───ッ！」

　地響きを上げて突進してくる赤[image: ]豚に向かって、僕は大剣を横よこ一いち文もん字じに薙なぎ払はらう。

　黒くろ陰かげ流りゆう剣術・稲いな薙なぎ

　大剣の先から伸ばした黒い霊気の刃やいばを、赤[image: ]豚の鼻面に叩たたき込こむ。

　すると赤い禍々しい牙が吹き飛び、大きな鼻が真まっ二ぷたつになって、赤[image: ]豚は悲鳴を上げた。

「ヴフゥゥゥ───ッ！」

「浅いか」

　重傷を負わせたが致命傷には足りない。もしも倒し切れなかった時、赤[image: ]豚の突進にルーファ達が巻き込まれるのを恐れて、距離を詰めずに放ったのが原因だろう。

　だが、一撃で倒せないなら二撃目を放つまで。僕は再び大剣に霊気を集中し──

「ブオォォォ───ッ！」

　追撃を放つ前に、赤[image: ]豚が急反転して背後に突進──つまり逃げた。

「……えっ？」

　僕は呆あつ気けに取られてしまい、思わず追撃の機会を見逃してしまう。

　だって、魔物が逃げた事なんて今まで一度もなかったのだ。しかも階層のボスである守護者が逃げるだなんて思いもしない。

　魔物は魔力の塊かたまりであって生物ではない。だから生物ならば当然持っている食欲や性欲、そして生存本能すらなく、ただ人間に襲いかかってくる。

　そのため、一番弱い小型犬人コボルトだろうと、こちらが強くても逃げる事なんてなかったのに……。

「ガーネット、これはどういう事ですか？」

「ワシに聞かれても困るのじゃ」

　赤[image: ]豚のあり得ない行動に、ルーファ達も困こん惑わくしきっている。

「追おう」

　僕はそう言って、急いで赤[image: ]豚が逃げた方向へと走る。帰り道がそちらにあるから、嫌でも後を追うしかないのだけれど、妙に嫌な予感がして堪たまらないのだ。

　そうして、地下一階に戻れる魔法陣がある、中央の広場に戻ってきたのだが、そこには信じられない光景が広がっていた。

「食ってる？」

　手て負おいの赤[image: ]豚が、樹木の壁を食い散らかしていたのだ。

　巨大な顎あごで嚙かみ砕くだかれる度に、樹木が光の粒りゆう子しとなって吸い込まれていく。そうか、この樹木壁も地下一階の石壁と同じように、魔力でできているのか……ってマズい！

「迷宮の魔力を取り込んで回復している？」

　ルーファの呟つぶやきに応こたえるかのように、赤[image: ]豚は樹木を食べるのを止やめて痙攣をし始める。

　そして、首の両側が腫しゆ瘍ようのように膨ふくれ上あがり、見る間に新たな二つの頭と化した。

「三つ首じゃとっ!?」

「まるで地獄の番犬ケルベロスではありませんか……」

　名付けるなら赤[image: ]豚グラツトン・三つ首形態ケルベロスモードだろうか。ちょっと格好良い。

　だが、男の子心を刺激されている場合ではない。魔物が進化したなんて異常事態を人々に伝えるためにも、あいつを倒して地上に帰らないと。

「ルーファ、ガーネット」

「はい、取り乱して申し訳ありません」

「首が三つに増えようが、やる事は同じじゃな」

　僕の呼びかけに応えて、二人も武器を構え直す。

「「「ブオォォォ───ッ！」」」

　赤[image: ]豚の方も三つの頭で嘶いて、再戦の準備が整った事を告げていた。

「行くぞ」

　駆け出す僕とガーネットの背後で、まずはルーファが仕し掛かける。

「炎よ、立ち上り、行く手を阻はばめ、『火炎の壁フアイア・ウオール』」

　赤[image: ]豚の視界を遮さえぎるように炎の壁がそびえ立つ。これで突進攻撃を牽けん制せいできると思ったのだが──

「「「ヴォッ！」」」

　赤[image: ]豚は一声鳴くと、三つの口で炎の壁に嚙みつき、そのまま吸い込んでしまった。

「魔術を食べたっ!?」

「暴食にも程があるじゃろ」

　ルーファが驚きよう愕がくの声を上げるなか、ガーネットは赤[image: ]豚の左側に回り込み、右手のメイスで左手の大盾を叩き鳴らす。

「ほれ、こっちを向くのじゃ豚野郎！」

　一部の人達が喜びそうな罵ば声せいの意味を、赤[image: ]豚が理解しているのかは分からない。

　ただ、ゆっくりとガーネットの方を向き、嘔おう吐とするように喉のどを痙攣させて、三つの口から炎を吐き出した。

「ぬおっ！」

「ガーネットッ!?」

　予想もしなかった火炎の津波に、逃げる暇ひまもなく呑のみ込こまれる親友の姿を見て、ルーファが悲鳴を上げる。

　僕はというと、今すぐ助けに行きたい衝動を堪こらえて、赤[image: ]豚の背後に回り込む。

　せっかく作ってくれたチャンスを潰つぶす方が、ガーネットが怒ると分かっているからだ。

　火炎を吐き終えて動きが止まった赤[image: ]豚の左後ろ足に、僕は渾こん身しんの一撃を見舞う。

「倒れろ！」

　頭が三つに増えたところで足は四本しかない。そして、巨大なものほど体を支える脚部が弱点となるのだ。

「「「ヴヒィィィ───ッ！」」」

　足を両断された赤[image: ]豚が悲鳴を上げて横転する。急に頭が増えた事で、バランスが悪くなっていたのも災わざわいしたのだろう。

　少し哀あわれに思わなくもないが容よう赦しやはしない。

「回復の暇など与えん」

　新たな足を生やされる前に、僕は赤[image: ]豚の巨大な背中にありったけの斬ざん撃げきを見舞った。

　斬きり落おとし、斬り上げ、袈け裟さ斬ぎり、逆ぎやく袈け裟さ、突いて、そのまま薙ぎ払う。

　だが、背骨を断たち斬きるほどの大おお怪け我がを負わせたのに、赤[image: ]豚はまだ消滅しない。タフだといっても異常すぎる。

　首が増えただけでなく、頑がん丈じようさまで進化していたのだろうか？

　そう思いながらも、さらなる攻撃を繰り出したその時だった。

「「「ブオォォォ───ッ！」」」

　赤[image: ]豚が咆吼を上げて、何かを吹き出すような音が響いたかと思うと、横倒しになって背中を向けたまま、僕の方に凄すごい勢いで迫ってきたのだ。

「なっ!?」

　丁度大剣を突き刺した直後だったため避よける暇もなく、僕は赤[image: ]豚の傷口に呑み込まれるように轢ひかれて、そのまま樹木の壁に叩きつけられてしまった。

「ぐっ……！」

　衝撃で一瞬息が詰まる。爺ちゃんがくれたこの漆黒鎧『摂理の守護者プロビデンス・ガード』でなければ、紙のようにペチャンコになっていただろう。

　しかし、横転して足が地面についていない状態から、どうやって背後に突進なんてできたのだろう？　まさか、三つの口から大量の空気を吐いて、その勢いで動いたのか？

　その推すい測そくに正解だと答えるように、赤[image: ]豚がまた咆吼を上げて、僕を押しつぶしにかかってきた。

「「「ブオォォォ───ッ！」」」

「こいつ……っ！」

　肉の壁と樹木の壁に挟まれても、漆黒鎧はビクともしない。

　だが、自分でつけた赤[image: ]豚の傷口に埋まっているこの状況がマズい。鎧は無事でも中身の僕が窒ちつ息そく死ししかねなかった。

　それにしても、魔物にも痛覚があるっぽいのに、怪我すら利用して相手を倒そうだなんて凄いど根性だ。

「いいだろう、我が慢まん比くらべだ」

　僕が窒息するのが先か、敵が倒れて消滅するのが先か勝負だ。

　赤[image: ]豚の体に根元まで埋まっていた大剣に、僕はありったけの霊力を注ぎ込む。

　黒陰流剣術・爆ばく針しん

　大剣の先から霊気の針を無数に放ち、赤[image: ]豚の巨体を内側からズタズタに引ひき裂さく。

「「「ヴヒィィィ───ッ！」」」

　赤[image: ]豚は悲鳴を上げて身もだえるがまだ倒れない。だから、僕は二度、三度と息が続く限り霊気の針を炸さく裂れつさせ続ける。

　そして五発目を撃とうとしたその時、目の前を埋うめ尽つくしていた肉の壁が消滅して、視界が眩まばゆい魔力の光に包まれた。

「勝った？」

　呆ぼう然ぜんと呟く僕の足下に、赤いメダルが落ちて転がる。

　これが地下二階の守護者を倒した証あかしであり、地下三階に行くための鍵かぎに違いないが、今はそれを喜んでいる場合ではない。

「ガーネット！」

「そんな大声を出さんでも大丈夫なのじゃ」

　慌てて顔を向けると、ガーネットは地面に座り込みながらも、元気に手を振ってくれた。

　赤い髪の先が焦こげて、手足に軽い火傷やけどを負っているが、命に別状はなさそうだ。横に転がっている黒焦げの大盾が、主あるじの身を守ってくれたのだろう。

「よかった……」

「お主の方がよほど酷ひどい目に遭あっておったじゃろうが」

　ほっと胸を撫で下ろす僕を見て、ガーネットは呆あきれたように苦笑する。

　そんな僕達の元に、ルーファが慌てて駆け寄ってきた。

「二人とも無事で安心しました。危うく心臓が止まるかと思いましたよ」

「ごめん」

　心配のあまり顔を青くしていたルーファに、僕は頭を下げて謝る。

　すると、彼女は慌てて頭を下げ返してきた。

「私の方こそお役に立てないどころか、敵を利するような真ま似ねをして申し訳ありません」

「いや、魔術を食らって吐き返してくるなど、流石さすがに分からんじゃろう」

　だから気にするなと、ガーネットは笑ってルーファを励はげました。

　そもそも、守護者が三つ首に進化するなんて異常事態に遭そう遇ぐうしながら、皆が無事に生き残れただけでも僥ぎよう倖こうだろう。

「ほれ、悪いと思うなら早く治ち癒ゆ魔術をかけるのじゃ」

「はいはい、仰おおせのままに」

　火傷した手を振るガーネットに、ルーファが苦笑しながら歩み寄り、それを見て僕は微笑みを浮かべる。

　想定外の事態ばかりで驚いたけれど、とにかく地下二階の守護者を倒す事ができた。

　僕はようやく湧わいてきた達成感を嚙みしめながら、足下に転がる赤いメダルに手を伸ばし──風かざ切きり音おんに気がついたその時には、全身に衝撃が走って蹌よ踉ろめいていた。

　えっ、攻撃された？　矢が落ちているって事は狙そ撃げきされた、何で？

　混乱する僕に向かって、再び五本の矢が飛んでくる。

「くっ！」

　僕は大剣を盾にして三本までは防いだが、残り二本が両足に命中してしまい、衝撃に耐えられず膝ひざをついてしまう。

　地面に転がった矢をよく見れば、鏃やじりが平たく潰されている。この漆黒鎧を貫つらぬけないと知った上で、中身の僕に打撃を与えようと改造した物のようだが、いったい誰が……。

「アルバ様ッ!?」

　ルーファの悲鳴を横に、僕は矢が飛んできた北側の通路に目を向ける。

　すると、樹木の陰に見覚えのない顔をした、だが知っている少女が潜ひそんでいた。

「ひひひっ、五階級の攻撃ともなれば、暗あん黒こく騎き士し様もこの通りかよ」

　化粧やカツラで変装しているようだが、おそらく間違いない。

　かつて僕を謀ぼう略りやくにかけて殺そうとした少女達の一人、猟りよう兵へいのエクレアさんが巨大な弓を構えながら、獲物をいたぶる猫のように笑っていた。

　あれからまだ一週間と経たっていないのに、彼女の体に漲みなぎる霊気は格段に強くなっている。いったい何があったんだろう？

　しかし、その疑問に答えが与えられるよりも早く、また聞き覚えのある声が響いてきた。

「光の神オードよ、我らが敵を縛しばり上あげたまえ、『聖なる呪縛ホーリー・バインド』」

　西側の通路から神官ジャムさんの呪じゆ文もんが響き渡り、光り輝く鎖くさりがルーファとガーネットの体を縛り上げる。

「くっ……」

「おのれ！」

　治療の最中だった二人は抵抗する間もなく、全身を拘こう束そくされて倒れ込む。

　光の鎖は僕の体も縛ろうとしたが、大剣『悪魔[image: ]いデーモン・イーター』の赤い刃で斬り裂き、何とか事なきを得た。だが──

「その剣まで本物と同様に、魔術が効きかないのだな」

　今度は東側の通路から、ここ数日ずっと顔を合わせていた人の声が響いてきた。

「チドリさん？」

　東方風の鎧を身にまとって腰に太た刀ちを吊つるした、完全武装の彼女と向き合うのは、永遠の乙女亭で初めて出会った時以来だろうか。いや、スイーツ店でも会ったか。

　そんなどうでもいい事を考える僕を、チドリさんは鋭い目で睨んでくる。

「アルバ殿、やはり貴き殿でんが暗黒騎士だったのだな」

　そう言って鞘さやから太刀を抜き放ち、乙女亭の時とは比べ物にならない殺気をぶつけてくる。

　あれっ？　ひょっとしてチドリさんって──

「僕が暗黒騎士だと、知らなかった？」

「このドアホォォォ───ッ！」

　だからちゃんと名乗ったのかと聞いたではないかと、ガーネットから怒声が飛んでくる。

　いやいや、今はそんな事を言っている場合じゃないってば！

　そんな言い訳をしようとする僕に、西側の通路から槍そう兵へいクラッカーさんが駆け寄ってくる。

「さあ、今度こそ終わりだ」

　舌なめずりをする彼女と同時に、チドリさんまで僕に向かって駆けてきた。

　膝をついた不利な態勢で、左右からの挟はさみ撃うち。圧倒的に不利な状況をどう打開するか、頭は冷静に回転を続けながらも、心は疑問に支配されてしまう。

　エクレアさん達はともかく、どうしてチドリさんが僕を狙ねらうんだ？

　昨日まであんなに仲良く話していたのに……漆黒鎧の中身が僕だって事を言い忘れたのが、それほど逆げき鱗りんに触れたのだろうか。
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　悪気があった訳じゃないけれど、それで彼女を傷つけてしまったのなら謝りたい。けれど、ルーファの願いを叶かなえて帝都を救うためにも、この場で殺されるわけにもいかない。

　僕はとにかく身を守ろうと、大剣を盾にして構える。

「死ねっ！」

　そして、先に突き出されたクラッカーさんの槍やりを受け止めるが、背後から迫るチドリさんの太刀を避ける余裕はなく、為なす術すべもなく斬られ──なかった。

　その代わり、繰くり出だされた神速の斬撃が、クラッカーさんの首を刎はね飛とばしていた。

「えっ？」

　間抜けな声を漏らしたのは僕だったのか、それとも宙を舞うクラッカーさんの頭だったのか。

　僕に槍を突き出した姿勢のまま、頭を失った胴体が噴ふん水すいのように血を上げて、ドサッと音を立てて倒れ込む。

　それに一秒ほど遅れて、頭も地面に転がった。

「…………」

　驚いて声も出ない僕を尻目に、チドリさんは再び太刀を構えると、遠くで愕がく然ぜんと固まっていたジャムさんに白い霊気の刃を飛ばす。

「ちょっ、何でっ!?」

　突然の事にジャムさんは避ける事も、防御魔術を唱える事もできず、霊気の刃で胸を斬り裂かれて絶命した。

「どういう事じゃ……」

　術者が倒れた事で光の鎖が解けたガーネット達が、起き上がりながら疑問の声を漏らす。

　それに答えるかのように、チドリさんは僕の方を見て深く頭を下げた。

「アルバ殿、初めてお目にかかった際、無ぶ礼れいにも斬りかかった事を改めてお詫わび致いたす」

　いや、それは別に構わない。父親の仇かたきと似た格好をしているから間違ったのだろうと、今なら事情も分かるし。

　それより、エクレアさん達の味方みたく現れたのに、何で急に仲間割れを始めたのだろうか？

「お、お前、いったい何のつもりだっ!?」

　やはり想定外の事態だったようで、ただ一人残されたエクレアさんの声は動揺で震えていた。

　そんな彼女を、チドリさんは冷たい目で睨みつける。

「どうも何も、某それがしは元より貴様らの味方になった覚えなどない」

「何っ!?」

「第一、数日とはいえ共に剣を磨みがき合あった相手と、権力を笠かさに寄き生せいを強ゆ請すってきた連中の、いったいどちらを信用すると思っていたのだ？」

「くっ……」

　最初から信用されていなかったと知って、エクレアさんは歯ぎしりする。

「だから別に、女を見捨てて男を取ったとか、そういう訳ではない！」

「それは口にせん方がよかったのう」

　堂々と胸を張る神速の侍さむらいに、ガーネットからツッコミが飛ぶ。

　しかし、チドリさんは聞こえなかったふりをして、エクレアさんに太刀の切っ先を向けた。

「さて、某を謀たばかろうとした罰を受けて貰おうか」

「く、くそがぁぁぁ───っ！」

　逃げられないと悟ったのか、エクレアさんは怒声を上げながら次々と矢を放ってくる。

　チドリさんはそれを太刀で打ち落としながら、ゆっくりと近づいていく。

　そしてついに矢が尽きて、腰の短剣を引き抜いて襲いかかってきたエクレアさんを、一刀のもとに斬り伏せた。

「役者が違いますね」

　圧倒的な力量の差に、ルーファの口から感かん嘆たんの溜息が漏れる。

　エクレアさん達の霊気は見違えるほど高くなっていたし、先程受けた矢の衝撃からみても、間違いなく強くなっていた。けれど、戦闘経験の差が大きすぎたのだろう。

　恨うらみ言ごと一つ吐けず絶命したエクレアさんを背に、太刀を振って刃の血を落とすチドリさんの姿は、凄せい惨さんな戦闘の場にありながらも美しかった。
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「チドリさん、ありがとう」

　助けてくれた礼を告げるアルバに対して、チドリは首を横に振る。

「いや、むしろ遅くなってすまない」

　アルバの事を信じていたとはいえ、エクレア達の本性を完全に見抜けていたわけではない。

　それを確認するためとはいえ、赤[image: ]豚をけしかける卑ひ劣れつな作戦や、狙撃による奇襲を許してしまった事は慚ざん愧きに堪たえなかった。

「姫様、アルバ殿の怪我を治して頂けまいか」

「は、はい」

　急に話を振られたルーファは驚きつつも、アルバに駆け寄る。

「治療するほどでは……」

「駄目です。それに赤[image: ]豚との戦闘から良い所なしでしたから、このくらいさせてください」

　ルーファは甘えるように頼み込んで、アルバの体に触れて『治癒ヒール』の魔術を唱える。

　そんな二人の姿を目にして、チドリは胸に刺されたような痛みを覚えながらも、怪我が完治したアルバに太刀の切っ先を向けた。

「アルバ殿、某と真剣勝負をして頂こう」

「えっ？」

「負けた方は勝った方の言う事を何でも聞く。それでよろしいな」

「えぇーっ!?」

　驚いて素っ頓狂な声を上げるアルバを余よ所そに、チドリは太刀を鞘に仕し舞まい、居い合あい斬きりの構えを取る。

「チドリ様、急に何を仰おつしやるのですかっ!?」

「強引なのは百も承知だが、某はこのために来たのだ」

　抗議の声を上げるルーファを、チドリは真剣な顔で睨んで黙らせる。

　エクレア達の企たくらみに乗ったのは、こうして一対一の決闘を行うためでもあったのだ。

「冒険者同士の私闘は禁じられているが、迷宮の中まで法の目は届かぬ。揉もめ事ごとの解決によく行われている事ぞ」

　実際、口では収まらない争いに発展した時は、安全な地下一階の出入り口付近で、立会人を付けて決闘が行われている。それを見物に来る野次馬や、勝敗に賭と博ばくを開くのも冒険者名物であった。

「だが、チドリ嬢とアルバが戦えば無事には済むまい」

「そうだな」

　曇くもり顔がおで懸け念ねんを告げるガーネットに、チドリは素直に頷き返す。

　彼女とアルバは実力が拮きつ抗こうしている故ゆえに、真剣勝負では手加減が利かず、どちらか片方、もしくは両方が必ず死ぬだろう。

　それでも、チドリは退ひく気など全くなかった。

「寺院には二人分の蘇そ生せい費用を予あらかじめ預あずけてきた。お手間を取らせて申し訳ないが、某が敗北したあかつきには、死体の運うん搬ぱんをお願い致したい」

「いや、蘇よみがえるからと言ってもじゃな……」

「お望みとあらば迷惑料でも決闘料でも何でも払う。だから、どうか頼む」

　何とか止めようとするガーネットから視線を外して、チドリはアルバの顔を見つめた。

　先日までとは違い、今は悪魔を模もしたフルフェイスの兜かぶとを被っているため、彼がどんな表情を浮かべているのかは分からない。

　ただ、アルバは少し困ったように首を傾げながらも、彼女の前に出てきてくれた。

「理由は？」

「某が勝ったら白はく翼よく団だんに入って、共に暗黒騎士と戦って頂きたい」

　チドリが答えると、アルバではなくルーファの方が驚いて声を上げた。

「なっ!?　そんなの困ります！」

「姫様達には悪いが、某は何としても暗黒騎士を倒さねばならぬのだ」

「うっ……」

　ルーファの抗議を、チドリはまた鋭い視線で黙らせる。

　アルバほど強力な冒険者が仲間に加わってくれれば、再戦に反対していた聖騎士達も意見を覆くつがえしてくれるかもしれないのだ。第七皇女に恨まれようとも、この引き抜きを邪魔させるわけにはいかなかった。

「それに、貴殿と本気で剣を交まじえてみたかった」

　暗黒騎士と全く同じ装備の彼と戦えば、予行演習になるという意味もあるが、単純に優れた剣士と真剣勝負がしたかったのだ。

　あれこれと理由を付けたが、結局はそれが一番の動機なのだろう。

「それでは駄目か？」

　チドリが懇こん願がんするように問いかけると、アルバは笑うように肩を揺らしてから、大剣を腰だめに構えた。

「いや、分かりやすい」

「感謝致す」

　彼の心遣いに礼を告げながら、チドリは全身の霊気を高めていく。

　もはや止められないと悟ったガーネットが、ルーファを引っ張って離れていくのを横目で確認しながら、チドリはアルバの構えを改めて観察した。

（逆の脇わき構がまえ？）

　まるで彼女と同じように、左足を引いて剣先を後ろに向けた構え。

　得え物ものを隠して間合いを見み誤あやまらせる事で、敵の攻撃を避けてカウンターを叩き込むのには向いた体勢だが、チドリほどの剣豪にそんな小こ細ざい工くが通用すると思っているのなら、愚おろかとしか言いようがない。

（いや、アルバ殿がそんな真似をするはずがない）

　彼はチドリの腕前を十分承知している。その上でこの構えを取ったからには勝算があるのだろう。

　ただ、どんな技を放つ気なのか意図が読めず、それ故に彼女は笑みを浮かべた。

（面白い）

　倒し飽あきた魔物達とは違う、未知の敵との命を賭かけた真剣勝負。それこそが己おのれの剣を一段上へと導いてくれる。

　チドリは歓喜の笑みと共にすり足で間合いを詰めて、それを見たアルバも全身から黒い霊気を滾たぎらせる。

　お互いの霊気がぶつかり合い、空気が張り裂けるほど緊張感が高まっていくなか、チドリから最後の一歩を踏み出した。

「いざ参る！」

　放つのは、暗黒騎士を倒すためだけに考え続けて、ついに編あみ出だした一つの技。

　鞘の中に充じゆう塡てんさせていた霊気を爆発させて、その勢いに乗せて抜刀する。

　圧倒的な強者である暗黒騎士に対して、小こ手て先さきの技など通用しない。ならば剣術の初心に返り、ただ速く強い一撃によって、相手より刹せつ那なでも早く刃を届かせる。

　我が流りゆう・雷らい火か抜ばつ刀とう

　霊気の爆発に耐たえかねた鞘が破裂し、破片が飛び散るものの、それがチドリの鎧に刺さるよりも早く、音速の何倍にも達した刃がアルバに迫る。

　人間の動体視力では反応しようもない、回避も防御も不可能な必殺の一撃。

（殺とった！）

　死を目前とした時のように、思考だけが加速して半分停止したような世界の中で、チドリは勝利を確信する。

　たとえアルバが同じ技量の持ち主であろうとも、この超音速の居合斬りには追いつけない。何故なら、彼の得物である赤い大剣が、チドリの太刀に比べて何倍も重たいからだ。

　魔力の結晶である魔導具だから、同じ体積の鉄てつ塊かいよりは遙はるかに軽いのだろう。それでも彼女の太刀とは比べようもない。

　この差は同じ装備をまとった暗黒騎士にも適用される。故にこそ、その弱点を突く最速の居合斬りをアルバで試したかったのだ。しかし──

（えっ？）

　ゆっくりと流れる視界の中で、アルバは巨大な大剣を振るってもいない。

　大剣の赤い刃を置き去りにして、柄つかを握った右手だけを動かしていたのだ。

（柄が抜けた？　いや、これは刀っ!?）

　大剣の刃という鞘から、より細く軽い刀が姿を現したのだ。

　けれども、驚くべきはそれだけではない。

（同じ技だとっ!?）

　アルバも大剣という鞘の中で霊気を爆発させて、超音速の居合斬りを放っていたのだ。

（相あい打うち）

　もはや剣を止めようもなく、互いの刃が同時に胴体を両断するのを待つのみ。

　予想外の結末にチドリは驚愕し、己の未み熟じゆくさを悔くやみながらも、相手に尊敬を抱く。

　だが、すぐにその考えすら覆された。

（違う、相打ちなど狙っていない）

　アルバは刀の刃をこちらに向けてすらいなかった。

　彼の狙いはチドリの太刀。自らの胴体を両断しようと迫る刃に、刀の柄つか頭がしらを叩きつけてきたのだ。

（柄頭受けっ!?）

　空中で矢と矢をぶつけ合うが如ごとき神技に、チドリの目が再び驚愕で見開かれる。

　全く予想外だった彼女と、狙っていたアルバでは力の入れようが違ったせいだろう。

　刃と柄頭の衝突によって轟ごう音おんと火花が飛び散り、一拍遅れて音速を超えた衝撃波が発生し、土つち埃ぼこりが舞い散るなか、チドリの右手から太刀が弾け飛ぶ。

　空中で何度も回転した太刀が、地面に突き刺さるのと同時に、チドリは剣を振り切っていた体勢を解いて、晴れやかな笑みを浮かべた。

「某の負けだ」
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「やったーっ、流石はアルバ様です！」

「気持ちは分かるが空気を読むのじゃ」

　僕よりも大喜びして飛び跳ねるルーファを、ガーネットが呆れ顔で叱しかりつける。

　それを横目に、僕は兜の中で安堵の溜息を吐いていた。

　柄頭受けが成功してよかった～。失敗したらどうなっていた事やら。

　あの居合斬りをまともに受けていたら、流石の漆黒鎧でも耐えきれず、腸ちようが飛び出る無む残ざんな有あり様さまになっていただろう。

　これもチドリさんと全く同じ技を考案して、その破り方まで編み出していた師匠のお陰だ。

　しかし、ここまで同じだとやはり──

「アルバ殿、某のワガママに付き合って頂いた事、改めて礼を申す」

　考え込んでいた僕の前に、チドリさんが笑顔で歩み寄ってくる。

　そして、まるで斬首を待つ囚しゆう人じんのように座り込んだ。

「武士に二言はない。貴殿の言う事を何でも聞こう」

　そんな切腹でも始めそうな顔で言われても困る。とはいえ、一つだけお願いあったのだ。

「本当に何でもいいんだな？」

「あぁ」

　チドリさんは笑って頷き返す。よし、言げん質ちは取ったからね。

「アルバ様、『くっ、殺せ』プレイがしたいのなら私──」

「お主は黙っておれ」

　何か言いかけたルーファの口を、ガーネットが掌てのひらで塞ぐ姿に首を傾げつつ、僕は願いを口にした。

「一緒に故郷へ来て貰おう」

「……えっ？」

　そんなに予想外の言葉だったのか、チドリさんは目を丸くして固まってしまう。

　いくら幼馴染みに「鈍にぶい」と言われ続けてきた僕でも、流石にこれは分かる。

　チドリさんの父親って、僕の師匠だよね？

　名前を聞いていなかったせいで確信が持てなかったけれど、どう考えても同一人物だよ。だって、経歴やら使っている剣術やら、符ふ合ごうする点が多すぎる。

　師匠はある日突然、斬殺死体の姿で妖精島イ・ラプセルに現れたんだけど、それは暗黒騎士に敗れて『帰還予約リターン・リザーブ』が発動した時に、事故で遙か遠くに吹き飛ばされた結果だったのだろう。

　その後、婆ばあちゃんの蘇生魔法で蘇ったけど、記憶を失っていたのはチドリさんにも話した通りだ。

　だから、妖精島に飛ばされた経けい緯いを詳くわしく聞くのを忘れていたんだよね。爺ちゃん達は察していたみたいだから、僕が詮せん索さくする必要はないかと思っていたのもある。

　それで、暫しばらくして記憶が戻った後も、師匠は大陸に戻らなかった。

　命を救われた恩返しをするためという、侍らしい理由もあったのだけれど、自分が生きていると世間に知られたら、故郷に迷惑が掛かると思っていたからだ。

　帝国の迷宮で力をつけた師匠が、追い出した自分達へ復讐しに戻ってくる──と和わノの国くにの人々が怯おびえて、チドリさんや奥さんに累るいが及ぶのを恐れたらしい。

「死んだ英雄だけが良い英雄と言うならば、某は死んでおいた方が良いのだろう」と、自分が育てたお米から作ったお酒を飲みながら、少しだけ寂しそうに呟いていた。

　そういった訳で、師匠は妖精島から離れられない。けれど、家族と生き別れたままなんて悲しいし、娘さんの方も父親に捨てられたのではないかと気に病んでいる。

　ならばどうするか。チドリさんの方を妖精島に連れて行けばいいのだ！

　妖精島の秘密をバラしていいのか不安が残るから、爺ちゃん達に相談が必要だけど、きっと反対はされないだろう。

　それにしても、我ながら何て冴さえた回答なんだ。これで二度と『阿呆鳥アルバトロスのアルバ』だなんて言わせない。

　心の中で自画自賛しながら、僕は膝をついてチドリさんに手を差し伸べる。

　すると、彼女は頰を真っ赤に染め、目を潤うるませながら微笑んだ後で、三つ指をついて深々と頭を下げた。

「ふつつか者ですが、末永くよろしくお願い致します」

　あれ？　これって確か東方の女性が嫁入りの際にする礼だよね、何で？

　訳が分からず困惑する僕の背後から、ヒタヒタと足音が近づいてくる。

「……アルバ様」

「ひっ!?」

　ルーファの抑よく揚ようがない不気味な声に、僕は思わず悲鳴を上げてしまう。あぁ、これはまた怒られるパターンだ。

　そう覚悟しながら振り返ったのだけれど、背後に佇たたずんでいた彼女は怒っていなかった。

　けれども、顔をくしゃくしゃにして、両目から大粒の涙を流していたのだ。

「私では駄目なのですか？」

「えっ？」

「そんなに黒髪ポニーテールの巨乳お姉さんが好きなのですかっ!?」

「何言ってんのっ!?」

　涙目で胸に抱きつかれて、ちょっとドキッとしたのだけれど、それが吹き飛ぶくらい意味不明な発言だった。

「私、頑張りますから。これから毎日、豊ほう胸きよう体操もしますから！」

「落ち着いて」

　何故か分からないけれど錯さく乱らんしているルーファを、何とか鎮しずめようとする。

　けれどそんな僕の背後で、今度はチドリさんが立ち上がった。

「アルバ殿、某の故郷にも側室の文化はあるし、英雄に色を好むなとは申さぬが、二人同時に愛を囁ささやくのはいかがなものかっ！」

「何言ってんのっ!?」

　チドリさんまでいったいどうしたのだろう。これではまるで、僕が二股をかけている最低野郎みたいではないか。

「無自覚だから質たちが悪いのじゃ」

　二人に詰め寄られる僕を見て、ガーネットは呆れ果てた溜息を吐く。いや、見てないで助けて！

「知らんわボケ」

　ガーネットはあっさりと僕を見捨てて、エクレアさん達の遺体を拾いに向かってしまう。もう駄目だ、お終いだ……。

「アルバ様！」

「アルバ殿！」

　涙目のルーファと頰を染めたチドリさんに迫られて、僕はただただ混乱し続ける。

　教えて爺ちゃん、こういう時はどうしたらいいの？

　二兎を追って仲良く三人プレイに持ち込むのが男のロマンだ──という言葉を思い出したが、それが間違いだという事だけは分かった。
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　消えていたロウソクに火が灯ともされたように、エクレアの意識が死の暗くら闇やみから急激に戻ってくる。

「蘇そ生せいし、げほっ、げほっ！」

　喋しやべろうとした瞬間、口の中に張り付いていた乾かわきかけの血が、喉のどに入ってむせてしまう。

　エクレアは暫しばらく咳せきを繰り返した後で、まず身を起こそうとする。

　だが、両手足や胴体が何かで固定されており、いくら力を込めても動かなかった。

「どうなってやがるっ!?」

　エクレアは激しく混乱しながら、唯ゆい一いつ自由な首を動かして周囲を窺うかがう。

　薄暗い石造りの部屋はおそらく寺院の一室だろう。自分は大の字に寝かせられたまま、Ｕ字形の金きん属ぞく杭くいで床ゆかに固定されているようだ。

「くっ、ここは……？」

「うわぁーっ！　私の首、体が血を噴いて倒れ──」

　ふと神官ジャムと槍そう兵へいクラッカーの声が響いてくる。見えないが二人もすぐ側そばで、同じ格好で磔はりつけにされているのだろう。

「おい、私達にこんな真似をしてタダで済むと思ってんのかっ！」

　自分達を磔にした姿なき首謀者に向かって、エクレアは怒ど鳴なり声を張り上げる。

　すると、聞き覚えのない声が響いてきた。

「死の淵ふちからお救いしたというのに、神への感謝もなしに罵ば声せいを吐はくとは、お伺うかがいしていた以上の悪党ですね。身を封ふうじておいて正解でした」

　おそらく、蘇生魔法を唱となえた高位の神官なのだろう。低い男性の声が嘆なげかわしそうに溜ため息いきを吐ついた。

　それに対して、聞き覚えのある声が応こたえる。

「見ての通りです神官様。ですから、後の事は私にお任せください」

「お姫様かっ!?」

　エクレアの問いに対して、第七皇女ルーファは何も答えず、低い声の神官も無視した。

「えぇ、処しよ遇ぐうは貴方あなたに一任致いたしましょう」

「ありがとうございます。お部屋を貸してくださった事も含ふくめて、このお礼は必ずや」

「光の神オードのご加か護ごがあらん事を」

　神官はお礼の催さい促そくをしたりはせず、ただお決まりの聖せい句くを唱えると、扉を開けて去っていった。

　ガチャリと鍵かぎのかけられた重い音が鳴り響き、部屋の中に薄うす闇やみが戻ると、エクレアの視界にルーファが現れた。

「ごきげんよう、悪人が落ちる地獄はどのような場所でしたか？」

「はっ、ピーピー泣いてた家出娘が言うようになったじゃねえか」

　冷たい目で見下ろしてくるルーファに、エクレアは唾つばを吐きかけるが、それは皇女の顔に届かず落ちてくる。

　自分の唾で顔を汚しながら、彼女は今さら違い和わ感かんに気がついた。

（おかしい、どういう事だ？）

　蘇生した直後で体が弱っているにしても、明らかに力が入っていない。

　五階級の霊気を以もつてすれば、唾を天井にめり込ませるくらい容易たやすく、全身を床に固定している杭とて力任せに抜けるはずなのだ。

　なのに力が入らない。正確には霊気が生まれてこなかった。

「私に何をしやがった!?」

「さっきからピーピーとうるさい方ですね」

　青ざめるエクレアの顔を見下ろして、ルーファの口元が楽しそうに弧こを描えがく。

　その顔を見た瞬間、エクレアは怖おぞ気けと共に思い出す。

　目の前の少女は第七皇女、エルフでありながら皇帝陛下の血を引く娘。

　計算高いわりに抜けたところや、帝都の臣しん民みんを思う優しい心に目が行きがちだが、その奥底には約千年間も帝国を存続させてきた、支配者の資質が眠っているのだ。

「では、説明致しましょうか」

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように黙だまり込こむエクレアを見て、ルーファは溜りゆう飲いんが下がった笑顔で話し始める。

「貴方達のような危険人物など、死体を焼き払って消滅ロストさせてやりたいところでしたが、アルバ様が哀あわれに思われたために、こうして蘇生してやる事にしたのです」

　あの方の慈じ悲ひに感謝しなさいと言いながら、ルーファは杖つえで床を叩たたく。

「ですが貴方達を放置したら、また性しよう懲こりもなくアルバ様のお命を狙ねらうでしょう？　だから、お灸きゆうを据すえる事にしたのです」

「何を……」

　嫌な予感に冷や汗を浮かべながら、エクレアは石造りの床に目を向ける。

　そこにはビッシリと魔法陣が描かれており、ぼんやりと光を放っていた。

　蘇生魔法のために使われた物かと思っていたが、どうやら全くの別物らしい。

「高位の冒険者が重罪を犯すと非常に厄やつ介かいです。牢ろう屋やに閉じ込めておこうにも、素す手でで鉄の檻おりを引ひき千ち切ぎったり、転移の魔法で脱走してしまいますからね」

　ルーファは丁てい寧ねいに説明しながら、寺院に大金を払って分けて貰もらった、無数の魔石を床にばらまく。

　それは魔法陣に反応して破は裂れつし、濃厚な魔力を部屋中に放った。

「では、冒険者が重罪を犯したらどうするか？　その一、消滅ロストさせる。これが一番手っ取り早いのですが、今回のように殺せない場合も多々あります」

　その場合、帝国はどのように対処してきたのか。一般には伏せられているその秘密を、禁書庫に出入りしていた第七皇女は知っていた。

「ですからその二、無力化する。この罰ばつを下す事にしました」

「お、お前、まさか……」

　血の気けを失って震え出すエクレア達を見て、ルーファはまた可お笑かしそうに笑う。

「ふふっ、迷宮保安部隊なんて大層な方々ですし、耳にした事くらいはありましたか？」

　いつの間に保安部隊の名まで探り当てたのか。第七皇女を世間知らずの小娘と見くびっていた事を、今さら後悔しても遅すぎた。

「そう、冒険者にとって最も忌いむべき禁術『霊気吸奪エネジー・ドレイン』です」

　冒険者と一般人を分かつ神秘の力・霊気。それを永久的に奪うばう事で無力化するという、今までの血と汗の結晶を台無しにする外道魔法。

「本来は地下六階の守護者を倒すために編あみ出だされたらしいのですがね」

　例えば一の霊気を持つ十人から力を集めて、十の霊気を持つ一人を生み出す。

　そうして六階級を超えた冒険者が誕生すれば、暗あん黒こく騎き士しさえ打ち倒せるだろうという、前向きな目的から発明された魔法だった。

　しかし、その吸きゆう収しゆう効こう率りつが圧倒的に悪すぎた。

「五階級の貴方達三人から霊気を奪っても、二階級の私が三階級になれるかどうか」

　一を十集めても二にも及ばない、そんな欠けつ陥かん魔法だったのだ。

　だが、悪あしき冒険者から霊気を奪い、一般人の域にまで堕おとすという意味では十分役に立つ。

「アルバ様の暗殺に失敗し、霊気まで失った貴方達がどんな目に遭あうのかは知りませんが」

「や、やめてくれ……」

　エクレアの口から悲痛な命いのち乞ごいが漏もれるが、ルーファは全く取り合わず、振り上げた杖を下ろした。

「余よ計けいな恋敵ライバルを増やしてくれた報むくいを受けなさいっ！」

　そこかよ──とツッコミを入れる間もなく、魔法陣が目も眩くらむほど発光して、禁術『霊気吸奪』が発動する。

「あ、あぁぁ───っ！」

　せっかく寄き生せいしてまで得た霊気が、自分達を超人たらしめていた力が、全身から引ひき剝はがされていく感覚に、エクレア達は揃そろって悲鳴を上げる。

　それが激痛であったなら、まだ抵抗のしようもあったのだろう。しかし──

「気持ちいいぃぃぃ───っ！」

　霊気を奪われる感触は、まさに魂たましいが抜けるような心地よさだったのだ。

　苦労して積み上げた組み木を崩す時のような、破壊による一瞬のカタルシス。

　それが終わりなく続くような快感に、エクレア達は口から涎よだれを垂たらして痙けい攣れんを繰り返した。

「うわっ、エグいですね……」

　ルーファは魔法をかけた本人のくせに、目の前の醜しゆう態たいにドン引きしながらも、流れ込んでくる霊気はありがたくもないが受け取っておくのだった。
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　エクレアさん達の遺体を担かついで地上に戻り、「後の事はお任せください」と言ったルーファが寺院の中に消えてから、既すでに一時間以上が経過していた。

　その間、僕達は寺院の外で待ちながら、チドリさんに諸もろ々もろの事情を説明していた。

「世界を滅ぼす終しゆう焉えんの魔神とは……」

「信じられぬ話じゃとは思うが、様々な証拠がそれを示しておるし、アルバの暗殺を企たくらんだ皇帝陛下の動向からしても、存在するとみるべきなのじゃ」

　ガーネットの話を聞いても、チドリさんは半信半疑といった様子だったが、暫しばらくしてから納得した顔で頷うなずいた。

「昨日までならばとても信じられなかったであろう。だが今日、赤[image: ]豚グラツトンが三つ首に変わるなどという怪異を目にしたのだ。迷宮に危険な異変が迫っていると言われれば、納得する他にあるまい」

「ありがとう」

　信じてくれたお礼を言うと、チドリさんは苦笑して首を横に振った。

「礼を言うのはこちらの方だ。何も知らずに魔神復活の日が訪れていたのかと思うと背筋が凍こおる。それに私し怨えんで暗黒騎士に挑いどむよりも、無む辜この民たみを救うためという方が気合いも入ろう」

「あぁ」

　僕も全く同じ気持ちだったので、深く頷き返す。

　すると、チドリさんは何やら決心した顔で、僕を真まっ直すぐ見つめてきた。

「今まで世話になった仲間達を裏切る事はできぬ故ゆえ、某それがしは白はく翼よく団だんを離れる事はできぬ。だが、貴殿が暗黒騎士と戦う際は、必ずや助すけ太だ刀ちに駆かけつけよう」

「頼む」

　僕が大喜びで手を差し出すと、彼女も笑って握にぎり返かえしてくれた。

　それから、急に頰ほおを赤らめて呟つぶやく。

「そ、それでだな、終焉の魔神を倒して戦いが終わったあかつきには、貴殿の妻──」

「アルバ様、お待たせ致しましたっ！」

　寺院の玄関扉が勢いよく開かれて、ルーファが姿を現す。

　そして、何か言いかけていたチドリさんと僕の間に割り込むように駆け寄ってきた。

「さぁ、お仕し置おきも済みましたし、赤[image: ]豚の討伐達成パーティーでも致しましょう」

「あ、あぁ」

　強引に僕の右腕を摑つかんで歩き出すルーファに、ちょっと面食らいながらもついて行く。

　すると、空あいていた左手をチドリさんに摑み止められた。

「待て、まだ父上の事など聞きたい話が山ほどある。某も付き合おう」

　うん、そうだよね。チドリさんの父親と僕の師匠が同一人物らしいって事は話したけど、確信を深めるために細かいエピソードも聞きたいよね。

　だから、僕は賛成だったのだけれど──

「あら、チドリ様。負け犬が祝勝会に顔を出そうだなんて、少々厚かましすぎるのではありませんか？」

　ルーファが黒い笑顔で拒きよ絶ぜつしてしまう。こ、怖い……。

　けれど、チドリさんも全く退ひかなかった。

「負けたからこそ宴うたげの代金を払わせて頂こう。寺院に裏金を握らせた姫様と違って、某は懐ふところも心も温かいのでな」

「あら、その言い方ではまるで、私が心の冷たい女のようではありませんか？」

「失礼、姫様は心の温かい寛かん大だいなお方よな。故に某が宴に参加して、アルバ殿の隣に座っても許してくださるよな？」

「ふふふっ」

「はははっ」

　ルーファとチドリさんは穏おだやかに笑い合うのだけれど、全身から噴き出した霊気がぶつかり合って、激しい火花を散らしていた。ガーネット、助けて～っ！

「寺院の前で死体を作られても迷惑じゃしな。ほれ、馬ば鹿かをやってないで行くぞ」

　ガーネットが溜息を吐きながら、ルーファとチドリさんのお尻しりを叩いて睨み合いを止やめさせる。その隙すきに、僕は二人の手から逃げ出した。
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「ちっ、まぁいいです。宴の席でお話をして決着をつけようではありませんか」

「望むところ。侍さむらいが知恵捨て侍バーサーカーばかりではない事を、弁べん舌ぜつの刃やいばで知らしめて差し上げましょうぞ」

　二人はまだ火花を散らしながらも、とりあえず矛ほこを収めて歩き出す。

　はぁ～、チドリさんが手を貸してくれる事になったのは本当に心強いのだけれど、どうしてこんなにギスギスした関係になってしまったんだろう？

「それは冗じよう談だんで言っておるのか？」

　全てお主ぬしのせいじゃろうがと、ガーネットに謂いわれのない疑いをかけられつつ、僕は痛む胃を押さえながら前に進むのだった。
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　九層の年輪城壁リングス・ウオールに守られた中心、月光を受けて白く輝く帝城の上層に、皇帝の執務室があった。

　広い部屋の壁には歴代皇帝の肖しよう像ぞう画ががずらりと並び、四六時中監視されているような圧迫感を受ける。

　だが、その程度で心が折れるような者に帝都二十万人、ひいては二千万人を超える帝国の民を背負う資格はない。

　現在の部屋の主、第四十一代皇帝・ジュラーフも当然、それに相応ふさわしい鋼の精神を宿している。

　故にこそ、皇帝の前で跪ひざまずく騎士オックスは、我が身に突き刺さる視線の重じゆう圧あつによって、全身に冷や汗を浮かべていた。

「失敗したか」

　皇帝は大理石の球を掌てのひらで転がしながら、平へい坦たんな声で呟く。

　そこに怒りの色はなかったが、オックスは剣で斬きりつけられたように震え、勢いよく床に額ひたいを押しつけた。

「申し訳ございません！　次こそは必ず」

　必死に許しを請こう臣しん下かの背中を、皇帝は感情の窺えない凪ないだ目で見つめる。

「東方の覚かく者じやは三度まで失敗を許すらしい。だが、余よはちと狭きよう量りようでな」

「へ、陛下……」

「次があると思っておったのか？」

「──っ!?」

　この場に呼び出されたのは釈しやく明めいの機会ではなく、処分を通達するためだったのだ。

　己の命運がとっくに尽きていたと知り、言葉を失って凍りつくオックスに、皇帝はむしろ哀あわれみの視線を送る。

「其方そなたならばと任せた、余の目が曇くもっておった。許すがよい」

「そんな……」

　失望からの謝罪は、怒りからの叱しつ責せきよりも鋭くオックスの胸を貫いた。

「ただ、信しん賞しよう必ひつ罰ばつを守らねば他の者に示しがつかぬ。よって、そなたに刑を下す」

　皇帝は掌で転がしていた石球を机に置き、椅い子すから立ち上がって厳げん粛しゆくな声で告げる。

「騎士オックスよ、皇族の封ふう蠟ろうを偽ぎ造ぞうした罪と、国庫を横領した罪により、終身刑を言い渡す」

　皇帝が一介の冒険者を暗殺しようと命じたなどと、決して世に知られてはならない。

　だから、今までの企みはオックスが独断で行った事として、全ての罪を被せて失敗の罰とする。

「余が退しりぞき次代の皇帝が生まれた日には、恩おん赦しやによって世に戻る事もできよう」

　だがそれまでの何十年間、重罪人として石せき牢ろうの中に閉じ込められ、男盛りを独ひとりで惨みじめに暮らす事になるだろう。

「『霊気吸奪』の刑や消滅刑に処さぬのは、余の優しさと知るがよい」

「へ、陛下っ！」

　地位も名誉も全て奪われる恐怖に怯おびえ、オックスは皇帝の足にすがりつこうとする。

　しかし、彼が一歩前に踏み出すよりも早く、どこからか現れた黒装束の人影が、彼の首に手刀を振り下ろした。

「がっ……」

　一撃で白目を剝むいて気絶したオックスを、黒装束は軽々と肩に担ぎ、現れた時と同じように音もなく消え去る。

　それを見送り、皇帝は椅子に座り直した。

「ままならんな」

　再び石球を掌で転がしながら、軽く目ま蓋ぶたを伏せる。

　臣下の失敗もそうだが、思い通りにならない事が多すぎた。

　大陸の大半を支配下におさめたゴルドー帝国の皇帝といえども、何でも好きなように動かせるわけではない。

　退位した今も強い影響力を持つ父親・前皇帝の勢力、次期皇帝候補である七人の皇女とそれに与くみする貴族達、元六階級の英雄に率ひきいられた帝国軍、帝国の経済を回す商人達の組合、そして自由を愛する冒険者達。

　いくつもの力がせめぎ合っており、そのバランスが崩れて雪崩なだれと化せば、皇帝の椅子とて無事では済まない。

　故にこそ、城下に現れた一人の冒険者──暗黒騎士モドキを排はい除じよして娘を連れ戻すだけの事に、これほど手て間ま取どってしまっている。

「ままならん」

　皇帝は同じ言葉を繰り返しながら、石球を握にぎり締しめる。

　今も続く領地拡大の戦争、帝制に反対するテロリストの排除等、他にも問題は山ほどあり、足下の石ころに構っている暇はないというのに。

　思わず掌に力が入り、石球が粉々に砕くだけ散ちった。

「いざとなれば」

　皇帝は石球の破は片へんを払い落としながら立ち上がり、窓の側に歩み寄る。

　そして、月光に照らされた帝都を見下ろしながら静かに呟いた。

「余が自ら葬ほうむり去さってやろう」

　宣戦布告の声は誰の耳にも届かず、夜の闇に溶けていった。






あとがき






　ファミ通文庫読者の皆様こんにちは。遊○王のゲームが久しぶりに出るので、今すぐにスイッチを買うか、新型が出るという噂うわさを信じて待つか、毎日悩んでいる笹ささ木きさくまです。

　キャラクターの強さを表現する手法として、もっとも明確なのが『強さを数値化する』ことだと思います。

　ステータスやレベルといった数値を定めれば、腕力１に比べて腕力９は９倍も力があるといった感じで、誰だれがどう見ても分かるようになります。

　これはＴＲＰＧというゲーム＝ルールを決めて勝敗を競きそう遊びから、生まれた手法だと思われます。

　数値化しないと「俺のキャラが最強だ！」「いや俺の方が強い！」と、不ふ毛もうな言い争いが続くだけで決着がつきませんから。

　そうして、ＴＲＰＧから生まれた手法が、コンピューターゲームに受け継がれて、今や小説でも普通に使われているというのは、何やら感慨深いものがありますね。

　ただ、この『強さを数値化する』という手法は、一つ大きな欠点があります。

　それは『数値化したキャラは必ず倒せてしまう』という事です。

　例えＨＰが１億あって、どんな攻撃も１ダメージしか食らわないという化け物であろうとも、「じゃあ１億回殴なぐればいいな」となってしまいます。

　実際、本来は倒せないはずの敵を、異常なレベル上げやバグを利用したり、はたまた超低い確率に頼って倒すという、面白いプレイ動画が沢たく山さんありますしね。

　そのため、とある作品では神様のような超常の存在は、プレイヤー達に決して倒されないように、意図して数値を定めなかったという話を聞いた事があります。

　強さを分かりやすく数値化するというのは、その存在を『人が理解できる範はん疇ちゆうに貶おとしめる』という事でもあるのでしょう。

　そもそも、数値というか数字自体が、この世界という摩ま訶か不ふ思し議ぎなモノを理解するために作られた、不格好な型かたに過すぎないのかもしれません。

　本作で強さの数値化を採用しなかったのも、終しゆう焉えんの魔神に対する理解不能な神秘性と恐怖を演出するため──というのは完全に後付けです。はい。

「今までの話は何だったんだよっ！」と怒られそうですが、あとがきで書く事が思いつかなかったもので……。

　まぁ、単なる尺しやく稼かせぎの無駄話ですが、無駄な知識で快楽を得られるのが人間だと、アシモフさんも仰ってましたし。

　そもそも、読書を含めた『遊び』自体が、人生という貴重な時間を浪ろう費ひして、その余裕を楽しむ行為なのだと思います。

　私の些さ細さいな話や物語で、読者の皆様が少しでも楽しんで頂けたのでしたら幸いです。




　さて、何か良い話風にまとめたところで、恒こう例れいの謝しや辞じに移りたいと思います。

　凜々しいチドリだけでなく、ちょい役のメイドまでしっかり描いてくださった、イラストレーターの乾いぬい和わ音おん様。

　いつもお世話になってる担当編集の儀ぎ部ぶ季き美み子こ様。

　校正、印刷、販売等々、本作に関わってくださった大勢の関係者様。

　そして何より、読者の皆様にお礼を述べて、締しめの言葉に代かえさせて頂きたいと思います。





二○一九年四月某日　笹木さくま
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